
　　　ｅ－mail　　senryaku@iwate-u.ac.jp

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０１９－６２１－６０１４

国立大学法人岩手大学　　　

[平成２８年度設置］

【意見伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

岩手大学　理工学部

　　　計画の区分：学部の設置

　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　平成２8年５月１日現在　　　　

　　　職名・氏名　　戦略企画
センリャクキカク

グループ主査
シュサ

　　堤
ツツミ

　　大輔
ダイスケ

　作成担当者

　　担当部局（課）名　経営企画本部　戦略企画室

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　電話番号　　０１９－６２１－６０３２

　　　（夜間）　　０１９－６２１－６０３２

意見伺い

大学番号：００９
注３



＜化学・生命理工学科＞

＜物理・材料理工学科＞

＜システム創成工学科＞

＜別添資料＞

資料１　岩手大学教育推進機構教育推進連携部門会議規則　・・・・・・・１２９

資料２　岩手大学理工学部教務委員会規則　・・・・・・・・・・・・・・１３１
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イワブチ　アキラ）

岩渕　明

（平成２７年３月）

（オガワ　サトシ）

小川　智
（平成２７年３月）

（マルヤマ　ヒトシ）

丸山　仁
（平成２７年３月）

（スガワラ　エツコ）

菅原　悦子
（平成２７年３月）

（オオフジ　セイキ）

大藤　生気
（平成２８年４月）

（フナザキ　ケンイチ）

船﨑　健一
（平成２８年４月）

（シマダ　カズアキ）

嶋田　和明
（平成２８年４月）

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）

（２） 大　学　名

　　　〒０２０－８５５０

（３） 大学の位置

学 部 長

理　　事

　　　　岩手大学

　　　　岩手県盛岡市上田四丁目３－５（岩手県盛岡市上田三丁目１８－８）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学科長等

理　　事

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　岩手大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

職　　名

理　　事

理　　事

1



　　　　（入試区分ごとではありません）。
　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。

　　　に報告書を作成してください。

　理工学部

　　化学・生命理工学科

　　学士（理工学）

　　　・学生募集停止を予定している場合は，「備考」にその旨記載してください。

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 －人 人 人 人 人 人 人

246 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 7 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

199 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

110 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

96 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 0 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

[ 　－　 ]

(　－　) (　　 　)

[ 　　　 ]

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

人年次人年

1.06倍

[ 　　　 ]

90
(　　 　)

設 置 時 の 計 画

修業年限

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２５年度開設の４年制の学科の場合（平成２８年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

4年

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

人

3年次　2人90人

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

備　　考

364人

　　　　　　　

平成３０年度

Ａ　 入学定員

平成２９年度
平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２８年度 平成３１年度

合格者数

1.06

Ｂ　 入学者数

(　　 　)

[ 　　　 ]

受験者数

志願者数

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ 0 ] [ 0 ] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（－） （－） （　　） （　　） （　　） （　　）

96 －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２８年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

平成３０年度

96

[　　　　 ][　　　　 ][　　　　 ]

２年次

備　　　　　考
平成２９年度

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３１年度

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

１年次

[　0　]

３年次

計

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

人 0 人 平成３１年度 人 人 #DIV/0! ％

96 人 0 人 0 ％

％

人 0

合　　計

0 0

人

人

人

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

#DIV/0!

#DIV/0!

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

退学者数

人96

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３１年度
入学者

平成２８年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

実
践
知
科
目

基礎ゼミナール 1前 1 1

英語総合Ⅰ（初級） 1前・後 1
兼8
 兼4

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（初級） 1前・後 1
兼9
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅰ（中級） 1前・後 1
兼12
 兼11

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（中級） 1前・後 1
兼10
 兼9

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅰ（上級） 1前・後 1
兼11
 兼8

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（上級） 1前・後 1
兼10
 兼9

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前・後 1
兼9
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前・後 1
兼7
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前・後 1
兼9
 兼8

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前・後 1
兼9
 兼7

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前・後 1
兼7
 兼6

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前・後 1 兼7 AG

英語基礎 1前 1 兼1

英語発展Ａ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｂ ２・３後 1 兼1 AG1

（１） 授業科目表

２　授業科目の概要

＜理工学部　化学・生命理工学科＞

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

教
養
教
育
科
目

転
換
教

育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

英語発展Ｃ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｄ ２・３後 1 兼1 AG1

英語発展Ｅ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｆ ２・３後 1 兼1 AG1

英語発展Ｇ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｈ ２・３後 1 兼1 AG1

初級ドイツ語（入門） 1前・後 1
兼9
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級ドイツ語（発展） 1前・後 1
兼10
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級ドイツ語 1後 1
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級フランス語(入門) 1前・後 1 兼11

初級フランス語(発展) 1前・後 1 兼9

中級フランス語 1後 1 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1
兼3
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級ロシア語(発展) 1前 1
兼3
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級ロシア語 1後 1
兼2
 兼3

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級中国語（入門） 1前・後 1 兼5

初級中国語（発展） 1前・後 1
兼5
 兼6

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級中国語 1後 1 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 兼3

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

初級韓国語（発展） 1前・後 1 兼3

中級韓国語 1後 1 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

上級日本語Ｄ 1前 1 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 兼1

健康・スポーツＡ 1前 1
兼5
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

健康・スポーツＢ 1後 1
兼5
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

健康・スポーツＣ（シーズン) １・２後 1 兼2 集中

情報基礎 1前 2
兼14
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

哲学の世界 １・２前・後 2 兼2

倫理学の世界 １・２後 2 兼1

日本の思想と文化 １・２前・後 2 兼1

アジアの思想と文化 １・２前 2 兼1

欧米の思想と文化 １・２前・後 2 兼1

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
目

情
報
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本の歴史と文化 １・２前・後 2
兼1
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

アジアの歴史と文化 １・２後 2 兼1

欧米の歴史と文化 １・２前・後 2 兼2

ジェンダーの歴史と文化 １・２前 2 兼1

女性と科学の関係史 １・２後 2 兼1

大学の歴史と現在 １・２前 2 兼1

岩手大学ミュージアム学 １・２前 2 兼1

心の理解 １・２前・後 2
兼6
 兼8

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

日本の文学 １・２前・後 2 兼2

言葉の世界 １・２前・後 2
兼2
 兼3

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中国の文学 １・２前・後 2 兼1

欧米の文学 １・２後 2 兼1

欧米の言語論 １・２前 2 兼1

芸術の世界 １・２前・後 2 兼2

日本語表現技術入門 １・２前 2 兼1

図書館への招待 １・２後 2 兼1

コミュニケーションの現在 １・２後 2 兼1

心と表象 １・２前 2 兼1

日本事情Ａ １・２前 2 兼1

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本事情Ｂ １・２後 2 兼1

英語で学ぶ日本の文化 １・２前 2 兼1

市民生活と法 １・２前 2 兼4

憲法 １・２前・後 2 兼5

経済のしくみ １・２前・後 2 兼3

現代社会と経済 １・２前・後 2
兼4
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

市民と政治 １・２前 2 兼2

現代政治を見る眼 １・２後 2 兼2

社会的人間論 １・２前・後 2 兼5

現代社会の社会学 １・２前・後 2
兼4
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

地域と生活 １・２前 2
兼3
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

地域と社会 １・２後 2
兼3
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

対人関係の心理学 １・２前・後 2 兼3

知的財産入門 １・２前 2 兼1 集中

知財ワークショップ １・２後 2 兼1 集中

キャリアを考える １・２前・後 2
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

科学・技術と現代社会 １・２前 2 兼1

ボランティアとリーダーシップ １・２前 2 兼1 集中,AG

現代の諸問題 １・２前 2
兼4
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

社
会
科
目

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

社
会
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

公共社会 １・２前 2 兼1

多文化コミュニケーションＡ １・２前 2 兼1

多文化コミュニケーションＢ １・２後 2 兼1

生命のしくみ １・２前・後 2 兼4 AG2

自然のしくみ １・２前・後 2
兼3
 兼2

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

自然と数理 １・２前・後 2
兼3
 兼2

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

数理のひろがり １・２前・後 2
兼3
 兼2

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

宇宙のしくみ １・２前・後 2 兼2 AG2

物質の世界 １・２前・後 2 兼2 AG2

自然と法則 １・２前・後 2
兼2
 兼1

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

自然と数理の世界 １・２前 2 兼1 AG2

自然の科学 １・２前 2 兼1 AG2

科学と技術の歴史 １・２後 2 兼1 AG2

くらしと科学技術 １・２後 2 兼1 AG2

科学技術 １・２前 2 兼1 AG2

「環境」を考える 1後 2 兼1

生活と環境 1後 2 兼1

都市と環境 1後 2 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 兼1

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

学
問
知
科
目

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

環
境
科
目

10



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

地球環境と社会 1後 2 兼1

水と環境 1後 2 兼1

廃棄物と環境 1後 2 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 兼1

森林と環境 1後 2 兼1

動物と環境 1後 2 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 兼1

環境の科学 1後 2 兼1

現代社会をみる視角 １・２後 2 兼1

岩手の研究 １・２後 2 兼1

環境マネジメント実践学 １・２前 2 兼1

いわて学Ⅰ １・２前 2 兼1 集中

いわて学Ⅱ １・２後 2 兼1 集中

宮沢賢治の世界 １・２後 2 兼1

危機管理と復興 １・２後 2 兼1 集中

持続可能なコミュニティーづくり実践学 １・２前 2 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ １・２後 2 兼1

地場産業・企業論 １・２前 2 兼1 集中

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

三陸の研究 １・２後 2 兼1

自然災害と社会 １・２前 2 兼1

東北の歴史 １・２後 2 兼1

地域を考える １・２前 2 兼1

地域と国際社会 １・２後 2 兼1 AG3

海外研修－世界から地域を考える－ １・２前 2 兼1 集中,AG3

初年次自由ゼミナール 1後 1 兼6 AG

地域課題演習A ２・３前 2 兼1 集中

地域課題演習B ２・３後 2 兼1 集中

地域課題演習C ２・３前 2 兼1

地域課題演習D ２・３後 2 兼1

地域課題演習E ２・３前 2 兼1 集中

地域課題演習F ２・３後 2 兼1 集中,AG3

地域課題演習G ２・３前 2 兼1

地域課題演習H ２・３後 2 兼1

実
践
知
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
課
題
演
習
科
目

12



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1

1前 2
兼
 兼

2
1

教育効果を高める
ため，習熟度別ク
ラスを導入したた
め，兼担・兼任数
を変更(28)

1後 2 兼 1

1後 2 兼 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1 生命コース必修

3前 2 1

1前 2
兼
 兼

2
1

旧カリキュラム及
び教養科目等の調
整や受講者数を勘
案し，兼担・兼任
数を変更(28)

1後 2 兼 1

1前 2 1

1前 2 兼 1

2後 1 兼 1 生命コースのみ開講

生
物
系

1前 2 1

1後 1 2

4前 2 兼 2 集中、オムニバス

4前 2 兼 1

4前 2 兼 1 集中

3・4前 2 兼 1 集中・隔年

3・4前 2 兼 1 集中・隔年

3通 1～2 1 集中、AS1

2・3通 1～2 1 集中、AS1

1後 1 1

3後 1 1 化学コース必修

3前 2 1

3前 1 1

3後 1 兼 1

2前 2 1 化学コース必修

1後 2 1 化学コース必修

1後 2 1 化学コース必修

2前 2 1 化学コース必修

1後 2 兼 1 化学コース必修

2前 2 1 化学コース必修

2前 2 1 化学コース必修

3前 2 兼 1

1後 2 1 生命コース必修

2前 2 1 生命コース必修

2後 2 1 生命コース必修

2後 2 1

3後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 兼 1

2後 2 兼 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3後 2 1
3前 2 1
3後 2 1
2後 2 1

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

フーリエ解析

物
理
系 物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

確率統計学

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

物理化学Ⅰ

有機化学Ⅰ

量子化学　

基礎化学工学

有機合成化学

生化学

国際研修

学
科
内
共
通
科
目

化学生命研修Ⅰ

化学生命研修Ⅱ

化学生命概論

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

基礎分析化学

無機構造化学

基礎物理化学

神経科学概論

発生生物学

分子遺伝学

医薬品科学

化
学
コ
ー
ス
科
目

無機反応化学

物理化学Ⅱ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

基礎高分子化学

高分子合成化学

無機物質化学Ⅰ

無機物質化学Ⅱ
物性物理化学
構造物理化学
分析化学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

3前 2 兼 1
3後 2 1
3後 2 1
2後 2 1
3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

2後 2 兼 1

3前 2 1

3後 2 1

4前 1 1

4後 1 1

2前 1  3 1 オムニバス

2後 1 1 2 1 オムニバス

3前 3
2
1

2
3

オムニバス、
共同（一部）

専任教員の辞職に
伴い担当教員を変
更（28）

3後 3 2 2 オムニバス

4前 1 1

4通 6 5 6
4
5

専任教員の辞職に
伴い担当教員数を
変更（28）

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 兼 1

3後 2 兼 1

2前 1 1

2後 1 1

2後 2 3 1 2 共同

3前 2 3 1 2 共同

3前 2 3 1 2 オムニバス

3後 2 3 1 2 オムニバス

3前 1 1

4通 6 3 1 2

1前 2
兼
 兼

2
1

教育効果を高める
ため，高校退職教
員を非常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
 兼

2
1

教育効果を高める
ため，高校退職教
員を非常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
 兼

2
1

教育効果を高める
ため，高校退職教
員を非常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
 兼

2
1

教育効果を高める
ため，高校退職教
員を非常勤講師に
追加（28）

有機反応化学
構造有機化学
無機工業化学
化学工学Ⅰ
機器分析化学

反応工学

化学工学Ⅱ

分子構造解析学

高分子材料化学

有機工業化学

化学理工学情報Ⅰ

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

化
学
コ
ー
ス
科
目

化学理工学情報Ⅱ

化学理工学演習Ⅰ

化学理工学演習Ⅱ

化学理工学実験Ⅰ

化学理工学実験Ⅱ

化学理工学研修

卒業研究

生
命
コ
ー
ス
科
目

分子細胞生物学Ⅰ

分子細胞生物学Ⅱ

分子細胞生物学Ⅲ

基礎生理学

バイオテクノロジー

システム生理学

再生医療工学

医療機器工学

微生物学概論

栄養化学

人体解剖学

生命情報学

生体計測工学

生物統計学

臨床生理学

ブレインサイエンス

生命理工学情報

卒業研究

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

生命理工学演習Ⅰ

生命理工学演習Ⅱ

英語論文講読Ⅰ

英語論文講読Ⅱ

生命理工学実験Ⅰ

生命理工学実験Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1前 2 1 兼 1

教育効果を高める
ため，高校退職教
員を非常勤講師に
追加（28）

理工学入門化学

　　　　消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置計画時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度設置以前）

　　　　についても，設置時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え

（注）・  設置計画書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上で，

　　　　前年度報告時（平成２８年度に設置された大学等は設置時）より変更されているものは赤字で見え消し修正

　　　　し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

15



計 必　修 選　択

　　　　

（２） 授業科目数

科目 科目 科目

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

6 243

自　由 計

科目 科目

46 191

必　修 選　択 自　由

46 191 6

[0] [0]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[0] [0]

科目 科目 科目

243
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

なし

＝ 0
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備考

大学全体

大学全体

大学全体

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

0 ㎡ 0 ㎡  391,814 ㎡391,814 ㎡

（　　191,972 ㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

運動場用地

小　　　計 484,708 ㎡

92,894 ㎡ 0 ㎡

191,972 ㎡ 0 ㎡

（　　　　0 ㎡） （　　　　0 ㎡）

118

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

（注）・　設置時の計画を，設置計画書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場

新設学部等の名称 室　　　　　　数

理工学部 室

冊

11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

(887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

(４) 専任教員研究室

３　施設・設備の整備状況，経費

学部全体

0 ㎡ 191,972 ㎡

（　　191,972 ㎡）

484,708 ㎡  0 ㎡

計

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕種 点 点 点

902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

（　　　0）

6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

3,850
3,744

89
82

0

（3,750）
 （3,744）

（87）
 （82）

収 納 可 能 冊 数

3,850
3,744

89
82

0

（87）
 （82）

（　　　0）
（3,750）
 （3,744）

学生納付金以外の維持方法の概要 －

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 - 千円 - 千円 - 千円

- 千円

第１年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,357 ㎡

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度開設年度

学生１人当
り

納付金

第２年次 第３年次

- 千円 - 千円 - 千円

第６年次

- 千円

第４年次 第５年次

- 千円

- 千円設備購入費

図書購入費

- 千円

- 千円 - 千円

484,708 ㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

3 室

情報処理学習施設

12 室

（補助職員　0人）
362 室

実験実習室

 51 室

講　義　室

96 室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

理工学部

902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

92,894 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡ 484,708 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡

そ　の　他

合　　　計

0 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

9,089 ㎡

(887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0 ㎡

　　　　ＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の項目は

国費（運営費交付金）
による

完成年度

- 千円

671

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

- 千円 - 千円

学部単位での特定不能な
ため、大学全体での数

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（28）

野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

（11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

（6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

677,122
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

人文社会科学部 4 215 3年次

　人間文化課程 4 125 6 125 学士（総合科学） 1.05 平成28年度

　地域政策課程 4 75 4 75 学士（総合科学） 1.05 平成28年度 同上

　人間科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　環境科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 250

　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.05 平成12年度

　生涯教育課程 4 － － － 学士（生涯教育） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　芸術文化課程 4 － － － 学士（芸術文化） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 400 3年次

　化学・生命理工学科 4 90 2 90 学士（理工学） 1.06 平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 2 80 学士（理工学） 1.02 平成28年度 同上

　システム創成工学科 4 270 16 270 学士（工学） 1.00 平成28年度 同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

農学部 6 30 3年次

　植物生命科学科 4 40 1 40 学士（農学） 1.10 平成28年度

　応用生物化学科 4 40 1 40 学士（農学） 1.05 平成28年度 同上

　森林科学科 4 30 － 30 学士（農学） 1.06 平成28年度 同上

　食料生産環境学科 4 60 2 60 学士（農学） 1.05 平成28年度 同上

　動物科学科 4 30 1 30 学士（農学） 1.03 平成28年度 同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共生環境課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 120 学士（獣医学） 1.06 平成24年度 同上

　獣医学課程 6 － － － 学士（獣医学） － 平成19年度 同上 平成24年より学生募集停止

人文社会科学研究科（修士課程） 2 16

　人間科学専攻 2 8 － 16 修士（学術） 0.74 平成16年度

　国際文化学専攻 2 4 － 8 修士（学術） 1.00 平成16年度 同上

　社会・環境システム学専攻 2 4 － 8 修士（学術） 0.87 平成16年度 同上

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16

　教職実践専攻 2 16 － 16 教職修士（専門職） 1.06 平成28年度

教育学研究科（修士課程） 2 16

　学校教育実践専攻 2 － － － 修士（教育学） － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　教科教育専攻 2 － － － 修士（教育学） － 平成7年度 同上 平成28年より学生募集停止

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

　岩手大学

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

４　既設大学等の状況
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工学研究科（博士前期課程） 2 165

　応用化学・生命工学専攻 2 25 － 50 修士（工学） 1.38 平成21年度

　フロンティア材料機能工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.14 平成21年度 同上

　電気電子・情報システム工学専攻 2 40 － 80 修士（工学） 1.30 平成21年度 同上

　機械システム工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.43 平成21年度 同上

　社会環境工学専攻 2 20 － 40 修士（工学） 0.92 平成21年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 2 10 － 20 修士（工学又は芸
術工学）

1.65 平成21年度 同上

　金型・鋳造工学専攻 2 10 － 20 修士（工学） 1.35 平成18年度 同上

農学研究科（修士課程） 2 67

　農学生命専攻 2 20 － 40 修士（農学） 0.55 平成21年度

　応用生物化学専攻 2 15 － 30 修士（農学） 1.10 平成21年度 同上

　共生環境専攻 2 16 － 32 修士（農学） 0.75 平成21年度 同上

　動物科学専攻 2 8 － 16 修士（農学） 0.74 平成21年度 同上

　バイオフロンティア専攻 2 8 － 16 修士（農学） 0.62 平成21年度 同上

工学研究科（博士後期課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 9 － 27 博士（工学） 0.18 平成21年度

　電気電子・情報システム工学専攻 3 4 － 12 博士（工学） 0.83 平成21年度 同上

　機械・社会環境システム工学専攻 3 4 － 12 博士（工学） 1.16 平成21年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 9 博士（工学又は芸
術工学）

1.44 平成21年度 同上

連合農学研究科（博士課程） 3 32

　生物生産科学専攻 3 8 － 24 博士（農学又は学
術）

1.33 平成2年度

　生物資源科学専攻 3 10 － 30 博士（農学又は学
術）

0.80 平成2年度 同上

　寒冷圏生命システム学専攻 3 6 － 18 博士（農学又は学
術）

0.83 平成18年度 同上

　生物環境科学専攻 3 8 － 18 博士（農学又は学
術）

1.12 平成2年度 同上

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

　　　　１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（国立大学法人）が設置している全ての大学（学部，学

　　　　科）及び大学院（専攻）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，平成２８年５月

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専 教授
ｵｵｲｼ ﾖｼﾕｷ
大石 好行
（５７）

平成28年4月

高分子合成化学
高分子材料化学
有機工業化学
卒業研究

専 教授
ｼﾏﾀﾞ ｶｽﾞｱｷ
嶋田 和明
（６３）

平成28年4月
化学 II
有機化学Ⅰ

専 教授
ｼﾗｲ ﾏｻﾕｷ
白井 誠之
（５１）

平成28年4月

無機構造化学
無機反応化学
無機物質化学Ⅰ
無機物質化学Ⅱ
卒業研究

専 教授
ﾀｹｸﾞﾁ ﾀﾂﾔ
竹口 竜弥
（５２）

平成28年4月

フーリエ解析
量子化学
物理化学Ⅱ
物性物理化学
卒業研究

専 教授
ﾋﾗﾊﾗ ﾋﾃﾞﾄｼ
平原 英俊
（５６）

平成28年4月

ソフトパス理工学概論

基礎分析化学
分析化学
機器分析化学
化学理工学演習Ⅱ※

化学理工学研修
卒業研究

専 教授
ﾔｼﾛ ﾋﾄｼ
八代　仁
（５６）

平成28年4月

基礎物理化学
物理化学I
基礎化学工学
卒業研究

専 教授
ｲﾁﾉｾ ﾐﾂﾕｷ
一ノ瀬 充行
（６１）

平成28年4月

確率統計学
化学生命研修Ⅱ
医薬品科学
基礎生理学
人体解剖学
臨床生理学
システム生理学
医療機器工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ※

生命理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 教授
ｵｸﾞﾙｽ ﾀﾛｳ
小栗栖 太郎
（６０）

平成28年4月

ベクトル解析
化学生命概論
生化学
分子細胞生物学Ⅲ
生物統計学
バイオテクノロジー

英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ※

生命理工学実験Ⅱ※

生命理工学情報
卒業研究

専 教授
ﾄﾐﾀ ﾋﾛｼ
冨田 浩史
（４９）

平成28年4月

ソフトパス理工学概論

神経科学概論
分子細胞生物学Ⅰ
生命情報学
ブレインサイエンス

再生医療工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ※

生命理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 准教授
ｳｲ ｺｳｲﾁ
宇井 幸一
（４７）

平成28年4月
化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ※

卒業研究
専 准教授

ｳｲ ｺｳｲﾁ
宇井 幸一
（４７）

平成28年4月

化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ※

化学理工学実験Ⅰ※

卒業研究

平成27年11月
　門磨助教の辞任に伴い担当科目を
追加（28）

平成28年2月
　AC教員審査済

専 准教授
ｸﾚ　ｼｮｳﾁｸ
呉　松竹
（５４）

平成28年4月
無機工業化学
化学理工学演習Ⅰ※

卒業研究

専 准教授
ｺﾚﾅｶﾞ ﾄｼﾉﾌﾞ
是永 敏伸
（５４）

平成28年4月

構造有機化学
化学理工学演習Ⅰ※

化学理工学実験Ⅰ※

卒業研究

５　教員組織の状況

＜理工学部　化学・生命理工学科＞

（１） 担当教員表

備　　　　考

設　置　時　の　計　画

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

変　更　状　況

専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

備　　　　考

設　置　時　の　計　画

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

変　更　状　況

専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専 准教授
ｼﾊﾞｻｷ ﾕｳｼﾞ
芝﨑 祐二
（４４）

平成28年4月

基礎高分子化学
化学理工学情報Ⅰ
化学理工学情報Ⅱ
化学理工学演習Ⅱ※

化学理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 准教授
ﾄﾞｷ ﾉﾘﾋﾄ
土岐 規仁
（４４）

平成28年4月

基礎数学
構造物理化学
反応工学
化学理工学演習Ⅰ※

化学理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 准教授
ﾖｺﾀ ﾏｻｱｷ
横田 政晶
（５０）

平成28年4月

基礎ゼミナール
微分方程式
社会体験学習
化学工学Ⅰ
化学工学Ⅱ
卒業研究
理工学入門化学

専 准教授
ｱﾗｷ ｲｻﾄ
荒木 功人
（５０）

平成28年4月

生物学
国際研修
化学生命研修Ⅰ
科学英語Ⅰ
発生生物学
分子細胞生物学Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ※

生命理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 助教
ｱｲｻﾜ ｽﾐｵ
會澤 純雄
（４２）

平成28年4月
化学理工学実験Ⅰ※

卒業研究

専 助教
ｶﾄﾞﾏ ﾖｼﾋﾛ
門磨 義浩
（３８）

平成28年4月
化学理工学実験Ⅰ※

卒業研究

平成27年11月
　門磨助教辞任(28)
　「化学理工学実験Ⅰ」,「卒業研
究」は，他の専任教員が担当。

専 助教
ｽｽﾞｷ ｴｲｲﾁ
鈴木 映一
（５４）

平成28年4月
化学理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 助教
ﾅﾅｵ ﾋﾃﾞﾀｶ
七尾 英孝
（４５）

平成28年4月
化学理工学演習Ⅰ※

化学理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 助教
ﾑﾗｵｶ ﾋﾛｷ
村岡 宏樹
（３６）

平成28年4月
化学理工学演習Ⅱ※

化学理工学実験Ⅰ※

卒業研究

専 助教
ｻｶﾀ ｶｽﾞﾐ
坂田 和実
（５３）

平成28年4月

生体計測工学
生命理工学演習Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ※

生命理工学実験Ⅱ※

卒業研究

専 助教
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ﾄｸﾐﾂ
若林 篤光
（４５）

平成28年4月

分子遺伝学
生命理工学演習Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ※

生命理工学実験Ⅱ※

卒業研究
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

兼任 講師
ｼﾏﾀﾞ ｶｽﾞｱｷ
嶋田 和明
（６５）

平成30年4月
化学 II
有機化学Ⅰ
有機合成化学

兼担 理事
ｵｶﾞﾜ ｻﾄｼ
小川　智
（５７）

平成28年4月
有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機反応化学

兼担 教授
ｵﾀﾞｲ　ﾖｼﾀｶ
尾台　喜孝
（５７）

平成28年4月
数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

兼担 教授
ﾅﾘﾀ ｼﾝﾔ
成田 晋也
（４７）

平成28年4月
科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼担 教授
ﾆｼｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ
西崎　滋
（６１）

平成28年4月
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ

兼担 教授
ﾆｼｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ
西崎　滋
（６１）

平成28年4月

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ

旧カリキュラム及び教養科目等の調
整や受講者数を勘案し，担当科目を
追加（28）

兼担 教授
ﾊｷﾞﾊﾗ ﾖｼﾋﾛ
萩原 義裕
（５１）

平成28年4月 理工学入門数学Ⅰ

兼担 教授
ﾜｷﾉ ﾋﾛｼ
脇野　博
（６１）

平成28年4月

科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
技術者倫理

兼担 教授
ﾜｷﾉ ﾋﾛｼ
脇野　博
（６１）

平成28年4月

 科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
技術者倫理
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｵﾀﾞ ﾉﾌﾞｵ
織田　信男
（５２）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ｷﾀﾑﾗ ｶｽﾞﾁｶ
北村　一親
（５７）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼担 教授
ﾀｶﾊｼ ｺｳｲﾁ
髙橋　宏一
（６１）

平成28年4月
地域と生活
地域と社会

兼担 教授
ﾀｹﾑﾗ（ｵｵﾌﾞﾁ）ｻﾁｺ

竹村（大渕）祥子

（５７）
平成28年4月

社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｶｽﾞｵ
松岡　和生
（５８）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾋﾛｼ
山口　浩
（６１）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ｲｴｲ ﾐﾁｺ

家井　美千子
（５９）

平成28年4月 日本の文学
日本語表現技術入門

兼担 教授
ｲｹﾀﾞ ｼｹﾞｶｽﾞ
池田　成一
（６２）

平成28年4月 欧米の思想と文化

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ ｼｹﾞｶｽﾞ
池田　成一
（６５）

平成31年4月 欧米の思想と文化

兼担 教授
ｵｵﾄﾓ ﾉﾌﾞﾔ
大友　展也
（５５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼担 教授
ｵｵﾄﾓ ﾉﾌﾞﾔ
大友　展也
（５５）

平成28年4月
 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｺﾞﾄｳ ﾅｵﾄ
後藤　尚人
（５７）

平成28年4月
初級フランス語(発展)

ボランティアとリーダーシップ

危機管理と復興

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｼﾞ
齋藤　伸治
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

欧米の言語論

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｼﾞ
齋藤　伸治
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

欧米の言語論
英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾂｸﾞ
齋藤　博次
（６１）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｃ
英語発展Ｄ
英語発展Ｆ
欧米の文学

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾂｸﾞ
齋藤　博次
（６１）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

 英語発展Ｃ
 英語発展Ｄ
 英語発展Ｆ
 欧米の文学
英語総合Ⅰ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾅｶﾑﾗ ﾔｽﾋﾛ
中村　安宏
（５４）

平成28年4月 日本の思想と文化

兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓｼﾞ
樋口　知志
（５６）

平成28年4月
日本の歴史と文化
東北の歴史

兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓｼﾞ
樋口　知志
（５６）

平成28年4月
 日本の歴史と文化
東北の歴史

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

＜共通＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

就任年月日 担当授業科目名
備　　　　考

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

就任年月日 担当授業科目名
備　　　　考

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｸﾆﾋﾛ
松林　城弘
（５７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｅ
英語発展Ｇ
英語発展Ｈ

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｸﾆﾋﾛ
松林　城弘
（５７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

 英語発展Ｅ
 英語発展Ｇ
 英語発展Ｈ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除

兼担 教授
ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾋｺ
山本　昭彦
（５９）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

宮沢賢治の世界
兼担 教授

ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾋｺ
山本　昭彦
（５９）

平成28年4月

初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

 宮沢賢治の世界
欧米の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾖｺｲ ﾏｻｱｷ
横井　雅明
（５５）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｼ
内田　浩
（５４）

平成28年4月
憲法
現代社会をみる視角

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｼ
内田　浩
（５４）

平成28年4月
憲法
 現代社会をみる視角

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｷｸﾁ ﾀｶﾖｼ
菊池　孝美
（６４）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ｷｸﾁ ﾀｶﾖｼ
菊池　孝美
（６５）

平成29年4月 現代社会と経済

兼担 教授
ﾀｸﾞﾁ ﾉﾘｵ
田口　典男
（６４）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ﾀｸﾞﾁ ﾉﾘｵ
田口　典男
（６５）

平成29年4月 現代社会と経済

兼担 教授
ﾀｹﾊﾗ ｱｷﾋﾃﾞ
竹原　明秀
（５７）

平成28年4月 生命のしくみ
地域の環境保全を考える

兼担 教授
ﾋﾗｷ ﾀﾂﾐ
開　龍美
（６１）

平成28年4月 哲学の世界 兼担 教授
ﾋﾗｷ ﾀﾂﾐ
開　龍美
（６１）

平成28年4月
哲学の世界
「環境」を考える

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｶﾂﾐ
松岡　勝実
（５３）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 教授
ﾐﾔﾓﾄ ﾄﾓﾐ

宮本　ともみ
（５５）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 教授
ﾖｺﾔﾏ ﾋﾃﾞﾉﾌﾞ
横山　英信
（５３）

平成28年4月
現代社会と経済
岩手の研究

兼担 教授
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６３）

平成28年4月 心の理解 兼担 教授
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６３）

平成28年4月  心の理解

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６５）

平成30年4月 心の理解 兼任 講師
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６５）

平成30年4月  心の理解

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６４）

平成28年4月
心の理解
心と表象

兼担 教授
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６４）

平成28年4月
 心の理解
心と表象

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６５）

平成29年4月
心の理解
心と表象

兼任 講師
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６５）

平成29年4月
 心の理解
心と表象

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｳｻﾐ ｺｳｾｲ

宇佐美　公生
（５９）

平成28年4月 倫理学の世界

兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻﾄｼ
遠藤　匡俊
（６１）

平成28年4月 地域と生活

兼担 教授
ｵｵﾉ ﾏｷｵ

大野　眞男
（６１）

平成28年4月
上級日本語Ｈ
言葉の世界

兼担 教授
ｵｵﾉ ﾏｷｵ

大野　眞男
（６１）

平成28年4月
上級日本語Ｈ
 言葉の世界

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋｻ
鎌田　安久
（５８）

平成28年4月 健康・スポーツＡ 兼担 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋｻ
鎌田　安久
（５８）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｶﾜﾀﾞ ｺｳｲﾁ
川田　浩一
（５０）

平成28年4月 数理のひろがり 兼担 教授
ｶﾜﾀﾞ ｺｳｲﾁ
川田　浩一
（５０）

平成28年4月  数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｶﾝﾉ ﾌﾐｵ

菅野　文夫
（６０）

平成28年4月
アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

兼担 教授
ｷｸﾁ ｻﾄﾙ
菊地　悟
（５８）

平成28年4月 上級日本語Ｄ

兼担 教授
ｷﾑﾗ ﾅｵﾋﾛ
木村　直弘
（５４）

平成28年4月 芸術の世界

兼担 教授
ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾕｷ
清水　茂幸
（５４）

平成28年4月
健康・スポーツＢ
健康・スポーツＣ
（シーズン)

兼担 教授
ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾕｷ
清水　茂幸
（５４）

平成28年4月
健康・スポーツＢ
 健康・スポーツＣ
 （シーズン)

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）
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兼担 教授
ｽｶﾞﾜﾗ ｴﾂｺ
菅原　悦子
（６２）

平成28年4月 生活と環境

兼任 講師
ｽｶﾞﾜﾗ ｴﾂｺ
菅原　悦子
（６５）

平成31年4月 生活と環境

兼担 教授
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６３）

平成28年4月
自然のしくみ
図書館への招待

兼担 教授
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６３）

平成28年4月
自然のしくみ
 図書館への招待

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６５）

平成30年4月
自然のしくみ
図書館への招待

兼任 講師
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６５）

平成30年4月
自然のしくみ
 図書館への招待

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ﾄﾞｲ ﾉﾌﾞｵ
土井　宣夫
（６４）

平成28年4月
地域と社会
自然災害と社会

兼任 講師
ﾄﾞｲ ﾉﾌﾞｵ
土井　宣夫
（６５）

平成29年4月
地域と社会
自然災害と社会

兼担 教授
ﾅｺﾞｼ ﾄｼﾕｷ
名越　利幸
（６０）

平成28年4月 三陸の研究 兼担 教授
ﾅｺﾞｼ ﾄｼﾕｷ
名越　利幸
（６０）

平成28年4月  三陸の研究
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ﾑｷﾞｸﾗ ﾃﾂ
麥倉　哲
（６０）

平成28年4月
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授
ﾔﾌﾞ ﾄｼﾋﾛ
藪　敏裕
（５８）

平成28年4月
上級日本語Ｇ
地域課題演習D

兼担 教授
ﾔﾌﾞ ﾄｼﾋﾛ
藪　敏裕
（５８）

平成28年4月
 上級日本語Ｇ
地域課題演習D

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ﾊﾅﾐ ﾋﾄｼ

花見　仁史
（５７）

平成28年4月 自然のしくみ

兼担 教授
ﾖｼｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾄ
吉澤　正人
（６３）

平成28年4月 物質の世界

兼任 講師
ﾖｼｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾄ
吉澤　正人
（６５）

平成30年4月 物質の世界

兼担 教授
ｳﾐﾀ ﾃﾙﾕｷ
海田　輝之
（６３）

平成28年4月 都市と環境

兼任 講師
ｳﾐﾀ ﾃﾙﾕｷ
海田　輝之
（６５）

平成30年4月 都市と環境

兼担 教授
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾛｼ
中澤　廣
（６３）

平成28年4月 廃棄物と環境

兼任 講師
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾛｼ
中澤　廣
（６５）

平成30年4月 廃棄物と環境

兼担 教授
ﾋﾔﾈ ｱｷﾗ

比屋根　哲
（５８）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾋﾔﾈ ｱｷﾗ

比屋根　哲
（５８）

平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｶﾜｲ ｼｹﾞﾅｵ
河合　成直
（５９）

平成28年4月 水と環境 兼担 准教授
ｷﾉｼﾀ ﾕｷｵ
木下　幸雄
（４５）

平成28年4月 水と環境
平成28年4月
担当教員辞任に伴い兼担教員を変更
（28）

兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
廣田　純一
（６１）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
廣田　純一
（６１）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

現代の諸問題

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｻﾉ ﾋﾛｱｷ

佐野　宏明
（６１）

平成28年4月
動物と環境
環境の科学

兼担 教授
ｻﾉ ﾋﾛｱｷ

佐野　宏明
（６１）

平成28年4月
 動物と環境
環境の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６３）

平成28年4月
生命のしくみ
自然の科学

兼担 教授
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６３）

平成28年4月
 生命のしくみ
自然の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６５）

平成30年4月
生命のしくみ
自然の科学

兼任 講師
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６５）

平成30年4月
 生命のしくみ
自然の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｻﾜｸﾞﾁ ｲｻｵ
澤口　勇雄
（６３）

平成28年4月 森林と環境

兼任 講師
ｻﾜｸﾞﾁ ｲｻｵ
澤口　勇雄
（６５）

平成30年4月 森林と環境

兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
西山　賢一
（５０）

平成28年4月 生命のしくみ 兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
西山　賢一
（５０）

平成28年4月  生命のしくみ
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６４）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６４）

平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼任 講師
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６５）

平成29年4月 初年次自由ゼミナール 兼任 講師
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６５）

平成29年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｵｵｶﾜ ｶｽﾞｷ
大川　一毅
（５６）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ｵｵｶﾜ ｶｽﾞｷ
大川　一毅
（５６）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

大学の歴史と現在

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｲｼｶﾞｷ　ﾂﾖｼ
石垣　剛
（４５）

平成28年4月
宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｺｲﾃﾞ ｼｮｳｼﾞ
小出　章二
（４９）

平成28年4月 生活と環境
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｾｷﾉ ﾉﾎﾞﾙ
関野　登
（５７）

平成28年4月 森林と環境
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兼担 准教授
ｶﾜｻｷ　ｼｭｳｼﾞ
川崎　秀二
（４８）

平成28年4月
自然と数理
線形代数学

兼担 准教授
ﾅﾗ　ﾐﾂﾉﾘ
奈良　光紀
（４２）

平成28年4月
自然と数理
微分積分学Ⅰ

兼担 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾋﾛ
藤本 忠博
（４９）

平成28年4月 理工学入門数学Ⅱ 兼担 教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾋﾛ
藤本 忠博
（４９）

平成28年4月 理工学入門数学Ⅱ
平成28年4月
　准教授から教授に昇格（28）

兼担 准教授
ｷﾑﾗ ﾀｹｼ
木村　毅
（５５）

平成28年4月 分子構造解析学

兼担 准教授
ﾃﾗｻｷ ﾏｻﾉﾘ
寺﨑　正紀
（４５）

平成28年4月
物質の世界
化学実験

兼担 准教授
ｵｸﾉ ﾏｻｺ

奥野　雅子
（５６）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ｵﾉｻﾞﾜ ｱｷｺ

小野澤　章子
（４８）

平成28年4月
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 准教授
ｵﾉｻﾞﾜ ｱｷｺ

小野澤　章子
（４８）

平成28年4月
 社会的人間論
現代社会の社会学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｽｽﾞｷ ﾏﾓﾙ
鈴木　護
（４６）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼担 准教授
ｵﾄｷﾀ ﾉﾌﾞﾋﾛ
音喜多　信博
（４９）

平成28年4月 哲学の世界

兼担 准教授
ｶｲﾂﾞﾏ（ｳﾁﾀﾞ）ｹｲｺ

海妻（内田）径子

（４７）
平成28年4月

ジェンダーの歴史と文

化
女性と科学の関係史

兼担 准教授
ｶｼﾞ（ﾌｹ）ｻﾔｶ

梶（福家）さやか

（３８）
平成28年4月 欧米の歴史と文化

兼担 准教授
ｶﾜﾑﾗ ｶｽﾞﾋﾛ
川村　和宏
（３９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼担 准教授

ｸﾞﾗ ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ ｼﾞｬﾝ

GRAS　Alexandre

Jean

（４１）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 准教授
ｺｼﾞﾏ（ｶﾜﾊﾞﾀ）ｻﾄｺ

小島（川端）聡子

（４７）
平成28年4月 言葉の世界

兼担 准教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳｺ
小林　葉子
（４５）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼担 准教授
ｼｭｳﾞｧﾑﾎﾞﾙﾝ ﾌﾗﾝｸ

Schwamborn　Frank

（５６）
平成28年4月

初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

兼担 准教授
ﾅｶｻﾞﾄ ﾏｷｺ

中里　まき子
（４０）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 准教授
ﾆｼﾀﾞ ﾌﾐﾉﾌﾞ
西田　文信
（４３）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

中国の文学
兼担 准教授

ﾆｼﾀﾞ ﾌﾐﾉﾌﾞ
西田　文信
（４３）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

 中国の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾊｼﾓﾄ ﾏﾅﾌﾞ
橋本　学
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの現在

兼担 准教授
ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ
堀口　大樹
（３１）

平成28年4月 中級ロシア語 兼担 准教授
ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ
堀口　大樹
（３１）

平成28年4月
中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾔﾝ ｲﾝｼﾙ
梁　仁實
（４４）

平成28年4月
初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

兼担 准教授
ｴﾊﾗ ｶﾂﾕｷ
江原　勝行
（４４）

平成28年4月 憲法

兼担 准教授
ｶﾜｲ ﾙｲ
河合　塁
（４０）

平成28年4月
憲法
現代の諸問題

兼担 准教授
ｸｲﾀ ﾄｼﾕｷ
杭田　俊之
（５０）

平成28年4月 経済のしくみ

兼担 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾖｳｲﾁ
齊藤　彰一
（４６）

平成28年4月 経済のしくみ

兼担 准教授
ｻｻｵ ﾄｼｱｷ
笹尾　俊明
（４２）

平成28年4月 経済のしくみ
環境マネジメントと岩手大学

兼担 教授
ｻｻｵ ﾄｼｱｷ
笹尾　俊明
（４２）

平成28年4月 経済のしくみ
環境マネジメントと岩手大学

平成28年4月
　准教授から教授に昇格（28）

兼担 准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ
島田　佳憲
（３１）

平成28年4月 現代社会と経済 兼担 准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ
島田　佳憲
（３１）

平成28年4月  現代社会と経済

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
塚本　善弘
（４７）

平成28年4月 現代社会の社会学 兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
塚本　善弘
（４７）

平成28年4月
現代社会の社会学
社会的人間論

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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兼担 准教授
ﾅｶｼﾏ ｷﾖﾀｶ
中島　清隆
（４１）

平成28年4月

持続可能なコミュニティーづく

り実践学

地元の企業に学ぶＥＳ

Ｄ
環境マネジメント実践
学

兼担 准教授
ﾆｼﾏｷ ﾏｻﾖｼ
西牧　正義
（４９）

平成28年4月 市民生活と法 兼担 准教授
ﾆｼﾏｷ ﾏｻﾖｼ
西牧　正義
（４９）

平成28年4月
市民生活と法
現代社会をみる視角

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾌｶｻﾞﾜ ﾔｽﾋﾛ
深澤　泰弘
（３９）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ｺｳｼﾞ
藤本　幸二
（４２）

平成28年4月

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ

公共社会

兼担 准教授
ｷｸﾁ ﾋﾛｼ
菊地　洋
（４４）

平成28年4月 憲法

兼担 准教授
ｻﾜﾑﾗ ｼﾖｳｲﾂ
澤村　省逸
（５２）

平成28年4月
健康・スポーツＣ
（シーズン)

兼担 准教授
ｻﾜﾑﾗ ｼﾖｳｲﾂ
澤村　省逸
（５２）

平成28年4月

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼｮｳ
清水　将
（４９）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼｮｳ
清水　将
（４９）

平成28年4月
 健康・スポーツＡ
 健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｽｽﾏｺﾞ ｺｳｼﾞ
煤孫　康二
（６４）

平成28年4月 芸術の世界

兼任 講師
ｽｽﾏｺﾞ ｺｳｼﾞ
煤孫　康二
（６５）

平成29年4月 芸術の世界

兼担 准教授
ﾂﾁﾔ ｱｷﾋﾛ
土屋　明広
（４１）

平成28年4月 現代社会の社会学 兼担 准教授
ﾂﾁﾔ ｱｷﾋﾛ
土屋　明広
（４１）

平成28年4月  現代社会の社会学
平成28年4月
担当教員辞任に伴い兼担教員を変更
（28）

兼担 准教授

ﾎｰﾙ ｼﾞｴｰﾑｽﾞ

ﾒﾘｳｴｻﾞｰ
HALL JAMES

MERIWETHER

（４１）

平成28年4月 英語総合Ⅱ（上級） 兼担 准教授

ﾎｰﾙ ｼﾞｴｰﾑｽﾞ

ﾒﾘｳｴｻﾞｰ
HALL JAMES

MERIWETHER

（４１）

平成28年4月  英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾎﾝﾀﾞ ﾀｶｼ
本田　卓
（４４）

平成28年4月 自然と数理の世界

兼担 准教授
ﾐﾂｲ ﾀｶﾋﾛ
三井　隆弘
（４５）

平成28年4月 社会的人間論

兼担 准教授
ﾔｽｲ ﾓﾕﾙ

安井　もゆる
（５２）

平成28年4月 欧米の歴史と文化

兼担 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾋﾃﾞｷ
小野寺　英輝
（５４）

平成28年4月

岩手大学ミュージア
ム学
科学・技術と現代社
会

兼担 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
山本　英和
（４９）

平成28年4月 くらしと科学技術

兼担 准教授
ﾀﾂｻﾞﾜ ﾌﾐ
立澤　文見
（４８）

平成28年4月
植物栽培と環境テクノロ
ジー

兼担 准教授
ｵﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
小田　伸一
（５８）

平成28年4月
人の暮らしと生物環
境

兼担 准教授
ﾏﾂﾊﾞﾗ ｶｽﾞｴｲ
松原　和衛
（５９）

平成28年4月 生命のしくみ

兼担 准教授
ﾎﾘ ｸﾐ

堀　久美
（５６）

平成28年4月
社会的人間論
地域課題演習G

兼担 准教授
ﾀﾁﾊﾗ ｾｲｺ
立原　聖子
（４１）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ﾊﾔｻｶ ﾋﾛｼ
早坂　浩志
（５１）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ｲﾏｲ ｼﾞﾕﾝ
今井　潤
（５１）

平成28年4月
情報基礎
地場産業・企業論

兼担 准教授
ｱﾝﾃﾞｽ　ｶｰﾙｷﾋﾞｽﾄ

Anders Carlqvist

（４８）
平成28年4月

日本事情Ａ
日本事情Ｂ

兼担 准教授
ｱﾝﾃﾞｽ　ｶｰﾙｷﾋﾞｽﾄ

Anders Carlqvist

（４８）
平成28年4月

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｴﾓﾄ ﾘｴ

江本　理恵
（４５）

平成28年4月
大学の歴史と現在
地域を考える

兼担 准教授
ｴﾓﾄ ﾘｴ

江本　理恵
（４５）

平成28年4月
 大学の歴史と現在
 地域を考える
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）
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兼担 准教授
ｵﾅｶ（ﾀｶｼﾏ）ﾅﾂﾐ
尾中（高島）夏美

（５８）
平成28年4月

地域課題演習F
英語で学ぶ日本の文
化
海外研修－世界から地域を考え

る－

兼担 准教授
ｵﾅｶ（ﾀｶｼﾏ）ﾅﾂﾐ
尾中（高島）夏美

（５８）
平成28年4月

地域課題演習F
 英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地域を考え

る－

キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 准教授
ﾏﾂｵｶ ﾖｳｺ
松岡　洋子
（５５）

平成28年4月

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

地域課題演習E
地域と国際社会

兼担 准教授
ﾏﾂｵｶ ﾖｳｺ
松岡　洋子
（５５）

平成28年4月

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

地域課題演習E
 地域と国際社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 講師
ｱｷﾀ ｼﾞﾕﾝｺ
秋田　淳子
（５０）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ａ
英語発展Ｂ

兼担 講師
ｱｷﾀ ｼﾞﾕﾝｺ
秋田　淳子
（５０）

平成28年4月

 英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ａ
 英語発展Ｂ
英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 講師

ﾏﾂｷ（ｻﾄｳ）ｻﾜｺ
松木（佐藤）佐和

子

（４０）

平成28年4月 「環境」を考える 兼担 講師

ﾏﾂｷ（ｻﾄｳ）ｻﾜｺ
松木（佐藤）佐和

子

（４０）

平成28年4月  「環境」を考える
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼任 講師
ﾏｰｸ ﾃﾞｭ ﾎﾞｱ
Mark de Boer
（５１）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）

科学英語Ⅱ
兼任 講師

ﾏｰｸ ﾃﾞｭ ﾎﾞｱ
Mark de Boer
（５１）

平成28年4月
 英語総合Ⅰ（上級）

 英語総合Ⅱ（上級）

 科学英語Ⅱ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｲﾅﾀ ｺｳ
稲田　興
（７８）

平成28年4月 工業経営管理論

兼任 講師
ｴﾊﾞﾗ ｼﾝｼﾞ
江原 真司
（４６）

平成28年4月 原子力工学※

兼任 講師
ﾏﾂﾔﾏ ｼｹﾞｵ
松山 成男
（５３）

平成28年4月 原子力工学※

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾕｳｽｹ
佐藤 祐介
（７２）

平成28年4月 知的財産権概論【隔年】

特許法特講【隔年】

兼任 講師
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｶｼ
長澤　孝志
（６６）

平成30年4月 栄養化学

兼任 講師
ｼﾓｲ ﾋﾄｼ
下飯　仁
（６７）

平成30年4月 微生物学概論

兼任 講師
ﾔｷﾞ ｲﾁﾏｻ
八木　一正
（６６）

平成28年4月 自然と法則 兼任 講師
ﾔｷﾞ ｲﾁﾏｻ
八木　一正
（６６）

平成28年4月  自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師

ｱｻﾉ ﾛﾊﾞｰﾄ ｹﾝ
ASANO　ROBERT

KEN

（４６）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

兼任 講師

ｱｻﾉ ﾛﾊﾞｰﾄ ｹﾝ
ASANO　ROBERT

KEN

（４６）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語発展Ｈ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｲｼｶﾜ　ﾍﾟｷﾞｰ

　ﾏﾘｰ

Ishikawa Peggy
Marrie
（４６）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

兼任 講師

ｳｲﾘｱﾑ ｵｽｶｰ
　ﾙｲｽ ﾖﾝｾｲ

William Oscar
Lewis Ⅳ
（４７）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ｳｲﾘｱﾑ ｵｽｶｰ
　ﾙｲｽ ﾖﾝｾｲ

William Oscar
Lewis Ⅳ
（４７）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）

 英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｽｻﾝﾈ

遠藤　スサンネ
（４６）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｽｻﾝﾈ

遠藤　スサンネ
（４６）

平成28年4月
 初級ドイツ語（入門）
 初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻｺ
遠藤　雅子
（５６）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

キャリアを考える
兼任 講師

ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻｺ
遠藤　雅子
（５６）

平成28年4月
 初年次自由ゼミナール

 キャリアを考える

平成28年4月
担当教員辞退に伴い担当教員を変更
（28）

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾀｶｼ
加藤　隆
（６２）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾘｴ

加藤　理恵
（４４）

平成28年4月

上級日本語Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
上級日本語Ｇ

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾘｴ

加藤　理恵
（４４）

平成28年4月

上級日本語Ｂ
 上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
 上級日本語Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｶﾒﾀﾞ ｷﾝｶ
亀田　金花
（５０）

平成28年4月 初級中国語（発展）

兼任 講師
ｶﾜﾊﾗ ﾏｻﾋﾛ
川原　正広
（４４）

平成28年4月 対人関係の心理学
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兼任の
別
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兼任 講師
ｷﾞｬﾋﾞﾝ ﾔﾝｸﾞ
GAVIN　YOUNG
（５０）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

兼任 講師
ｺﾞ ｹｲﾋﾞﾝ
呉　慧敏
（５７）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語

兼任 講師
ｺﾞﾄｳ（ｷﾀﾞﾁ）ｱﾂｺ

後藤（木立）厚子

（４８）
平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼任 講師

ｺﾞﾄｳ（ｷﾀﾞﾁ）ｱﾂｺ

後藤（木立）厚子

（４８）
平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
担当教員辞退に伴い担当教員を変更
（28）

兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ
佐藤　信幸
（６４）

平成28年4月 英語基礎 兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ
佐藤　信幸
（６４）

平成28年4月
英語基礎
英語総合Ⅰ（中級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾘｭｳｲﾁ
佐藤　竜一
（５７）

平成28年4月 日本の文学

兼任 講師
ｼﾊﾞﾀ ｻﾄﾐ
柴田　聡美
（４８）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師

ｼﾞｮｾﾌ ｱﾗﾝ
ｱﾝｶﾞﾎｯﾌｧ

Joseph Allan
Angerhofer
（４２）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

兼任 講師
ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ ｻｲﾓﾝ
Townsend Simon

（４５）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

兼任 講師
ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ ｻｲﾓﾝ
Townsend Simon

（４５）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾁｪ ｼﾞｪｿﾝ
崔　宰誠
（３７）

平成28年4月
初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

兼任 講師
ﾁｴ ｼﾞｴｿﾝ
崔　在繕
（５８）

平成28年4月
初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

兼任 講師
ﾁﾝ ｾﾝ
陳　茜
（４４）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師
ﾅｶﾔｽ ﾀｶｺ
中安　貴子
（５９）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語
兼任 講師

ﾅｶﾔｽ ﾀｶｺ
中安　貴子
（５９）

平成28年4月
初級中国語（入門）

 初級中国語（発展）

中級中国語

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾋﾗﾉ ﾕｷｺ

平野　ユキ子
（６３）

平成28年4月 初級フランス語(入門)

兼任 講師

ﾌﾞﾚｱ ﾍﾞﾝｼﾞﾔﾐﾝ
Blair Benjamin

Reed
（４８）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ﾌﾞﾚｱ ﾍﾞﾝｼﾞﾔﾐﾝ
Blair Benjamin

Reed
（４８）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

 英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾏｽﾀﾞ ｴﾚｰﾅ

増田　エレーナ
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(入門)

中級ロシア語
兼任 講師

ﾏｽﾀﾞ ｴﾚｰﾅ
増田　エレーナ

（３７）
平成28年4月

 初級ロシア語(入門)

中級ロシア語
初級ロシア語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾊﾙｷ
山口　春樹
（６３）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ ｾﾂｺ

山本　勢津子
（５９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ ｾﾂｺ

山本　勢津子
（５９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
 英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾖｺｲ ｲｸｺ

横井　郁子
（５４）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師
ｲﾄｳ ｴｲｼﾛｳ

伊東　栄志郎
（５０）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｹﾝｼﾞｭ
遠藤　健樹
（３５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｶｹﾞﾔﾏ ｶｽﾞｵ
影山　一男
（５７）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ｸﾏﾓﾄ ﾃﾂﾔ
熊本　哲也
（５７）

平成28年4月 初級フランス語(入門)
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担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

就任年月日 担当授業科目名
備　　　　考

専任・
兼担・
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兼任 講師
ｸﾜﾊﾗ ﾄｼｱｷ
桑原　俊明
（５９）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

ｺﾛﾎﾞﾌ ﾄﾞﾐﾄﾘ
KOROBOV
DMITRY
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
兼任 講師

ｺﾛﾎﾞﾌ ﾄﾞﾐﾄﾘ
KOROBOV
DMITRY
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(発展)

 中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾄｼｱｷ
齋藤　俊明
（６３）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾄｼｱｷ
齋藤　俊明
（６３）

平成28年4月
 市民と政治
 現代政治を見る眼

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾅｵｷ
齋藤　直樹
（４５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾄﾓｺ

佐藤　智子
（６３）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ｼｰ ｼｰｲｰ
席　時宜
（６２）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ ﾋﾃﾞﾕｷ
高橋　秀行
（４０）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師
ﾀﾅｶ ﾉﾌﾞﾋﾛ
田中　宣廣
（５４）

平成28年4月 言葉の世界

兼任 講師
ﾁｸｺﾞ ｶﾂﾋｺ
筑後　勝彦
（５５）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ﾄﾖｼﾏ　ﾏｻｱｷ
豊島　正幸
（６４）

平成28年4月
いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

兼任 講師

ﾆｭｰﾍﾞﾘｰ ﾀﾞﾆｴﾙ
ｺｯﾌﾟﾗﾝﾄﾞ

Newbury Daniel
Copeland
（４１）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

兼任 講師

ﾊﾚﾔﾏ ｼﾞｪｰﾑｽﾞ
ﾌﾗﾝｼｽ

Hareyama James
Franciscus
（５１）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師
ﾎｿｺﾞｴ ｸﾐｺ

細越　久美子
（４３）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼任 講師
ﾗｰｾﾝｽﾞ ﾏﾙｶﾑ

Larcens Malcome

（５３）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

初級フランス語(入門)

兼任 講師

ﾙﾃﾗ ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ
ｵｰｳｪﾝ

Rutella David
Owen

（５１）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ﾙﾃﾗ ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ
ｵｰｳｪﾝ

Rutella David
Owen

（５１）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師

ﾙﾌﾟｼｬ ｺﾙﾈﾘｱ
 ﾀﾞﾆｴﾗ

Lupsa Cornelia
Daniela
（４２）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

兼任 講師

ｱｶｻｶ ｷｬｻﾘﾝ ｱﾝ
Akasaka
Kathryn
Annne

（４７）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾌｧｰ ｱﾗﾝ
FARR Alan
（６９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｽﾏｲﾘ ｼﾞﾑ
SMILEY JIM
（４７）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

就任年月日 担当授業科目名
備　　　　考

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日

兼担 准教授
ｲﾄｳ ｻﾁｵ

伊藤　幸男
（４５）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ﾉﾘｱｷ
遠藤　教昭
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６２）

平成28年4月 数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６５）

平成31年4月 数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｶﾜﾀ ﾋﾛｷ

河田　裕樹
（６７）

平成28年4月 自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｴﾋﾞｻﾜ ｷﾐｵ

海老澤　君夫
（６９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｼｮｳｺﾞ
梶原　昌五
（５７）

平成28年4月 動物と環境

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾖｼﾑﾗ ﾔｽｷ
吉村　泰樹
（６７）

平成28年4月 自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾐﾔｶﾞﾜ ﾖｳｲﾁ
宮川　洋一
（５２）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｸﾘﾊﾞﾔｼ ﾄｵﾙ
栗林　徹
（５８）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｲﾇﾂﾞｶ ﾋﾛﾋｺ
犬塚　博彦
（５４）

平成28年4月 英語総合Ⅱ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｺﾞﾐ ｿｳﾍｲ
五味　壮平
（４８）

平成28年4月
情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｻﾄｳ ｲﾀﾙ
佐藤　至
（５４）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｽﾅﾔﾏ ﾐﾉﾙ
砂山　稔
（６９）

平成28年4月 中国の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾐｳﾗ ｲｻｵ

三浦　勲夫
（７５）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾔﾏﾀﾞ ﾐｽｽﾞ
山田　美鈴
（３９）

平成28年4月 生命のしくみ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｺﾔﾏ ﾊﾅｺ

小山　花子
（４１）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾉﾘｺ
小林　徳子
（６７）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾏﾂﾀﾞﾃ ｱﾂｺ
松舘　敦子
（５４）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾇﾏﾀ ﾐﾉﾙ
沼田　稔
（７２）

平成28年4月 自然と数理

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｶﾐﾊﾏ ﾀﾂﾔ
上濱　龍也
（５２）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｽｷﾞｳﾗ ﾀﾀﾞｼ
杉浦　直
（７０）

平成28年4月
地域と生活
地域と社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾎｼﾉ ｶﾂﾄｼ
星野　勝利
（７２）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

就任年月日 担当授業科目名
備　　　　考

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日

兼担 教授
ｱｻﾇﾏ ﾐﾁﾅﾘ
浅沼　道成
（５７）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾑﾗｶﾐ ﾀｽｸ
村上　祐
（７１）

平成28年4月 科学と技術の歴史

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｵｵﾀｶ ﾋｻｴ
大高　久枝
（５８）

平成28年4月
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｵｵｶﾞﾐ ﾊﾙｺ
大上　治子
（６７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｵｵｼﾏ ﾕﾐ

大嶋　由美
（４９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾅｶﾆｼ ﾀｶﾋﾛ
中西　貴裕
（４６）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾁｹﾞﾝ
塚本　知玄
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾉﾄ ｹｲｲﾁ

能登　惠一
（６９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｼﾗｸﾗ ﾀｶﾕｷ
白倉　孝行
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾄﾐﾅｶﾞ ﾖｳｺ
冨永　陽子
（４３）

平成28年4月
生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾋﾗｲ ﾊﾅﾖ

平井　華代
（４１）

平成28年4月 地域と国際社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾋﾗﾉ ｾｲﾊﾁ
平野　清八
（６８）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｷﾀﾂﾞﾒ ｴｲｲﾁ
北爪　英一
（６５）

平成28年4月 自然のしくみ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｱｻﾀﾞ ﾏｻﾌﾐ
麻田　雅文
（３５）

平成28年4月
初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾐｳﾗ　ﾔｽﾋﾃﾞ
三浦　康秀
（67）

平成28年4月
数理のひろがり
微分積分学Ⅰ

教育効果を高めるため，習熟度別ク
ラスを導入したため担当者を追加
(28)

兼任 講師
ｵｵﾊﾀ　ﾏﾅﾌﾞ
大畑　　学

（63)
平成28年4月

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｻｻｷ  ｼｹﾞｵ

佐々木　繁夫
（68）

平成28年4月
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｳﾁｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｱｷ
内澤　英明
（66）

平成28年4月 理工学入門化学
教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

（注）・　設置計画書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　書き等のみを記入してください。

　　　・　意見伺いで設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度（　）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

就任年月日 担当授業科目名
備　　　　考

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

10 0 5 25

[3] [0] [△ 2] [3]

（２） 専任教員数等

　（２）－①　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

8 7 0 7 22
9

(9) (7) (0) (6) (22) [2]

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

7 0 6 22
10

名

　（２）－②　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

65 0 0

歳 名
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

１ 助教 門磨　義浩

必修 化学理工学実験Ⅰ ①
平成27年11月末に岩手大学を辞職したため就任を辞
退（28）

必修 卒業研究 ①

２

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

2 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 2 科目 計 2 計 0 計 0

（注）・　設置時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、設置時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

1 人

必修 2

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

      ・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

１

番　号 職　位

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

必修 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

1 人

必修 2 科目 必修

自由 0 科目 自由

0

選択 0 科目 選択 0 選択 0

2 必修 必修

2 科目

0 自由

計 0

      ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

選択 0

     ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

0 自由 0

計

0

計 0

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

計 2
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　　　　

   ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

専任教員の辞職に伴い，速やかに授業担当科目の交替に伴う専任教員のＡＣ教員審査を提出し，平成２８年２月に授業科目担当の「可」の
判定を受けた。
また，学生の周知に関しては，新入生に配布する「履修の手引き」やWebのシラバスにおいて，学生の授業に支障のないよう周知している。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成28年4月）

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。

６　留意事項等に対する履行状況等　※該当なし

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項と，それに対する履行状況等について，

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

留　意　事　項　等
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　（全学）・全学FD研修　　・授業公開　　・授業評価アンケート（前期，後期各１回）の実施

②　実施状況

①　実施体制

７　その他全般的事項

＜理工学部　化学・生命理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等　※該当なし

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｃ　委員会の審議事項等
　　（全学）FD実施計画，GPA,学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議
　　（理工学部）教育課程の編成，授業科目の履修、教育実習、非常勤講師、
　　　　　　　　インターンシップ、国際研修、教育の質保障に関することを審議

　ａ　委員会の設置状況
　　（全学）教育推進機構教育推進連携部門　【規則：別添資料１】
　　（理工学部）理工学部教務委員会　　【規則：別添資料２】
　　　　　　　　※平成28年3月までは工学部教務委員会（以下の開催状況等は工学部教務委員会のもの）

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
　　（全学）８回（参加教員１３人）ほか事務職員２人
　　（理工学部）２３回（参加教員１０人）ほか事務職員３人

　ａ　実施内容

　　（理工学部）
　　　・授業評価アンケート
　　　　アンケート結果を科目ごとに担当教員へ返却し、授業改善に役立てるとともに、
　　　　学科ごとにアンケート結果の分析を検討し、改善点のまとめを行った。
　　　・授業実施報告
　　　　平成２７年度の授業実施状況調査を行うとともに、平成２５・２６年度に実施した
　　　　授業実施状況調査をもとに、授業の実施状況を学科ごとに分析、検討を行い
　　　　改善点のまとめを行った。
　　　・授業公開
　　　　実験、実習、研修以外の講義科目について、一般市民向けに授業の公表を行った。

　　（理工学部）
　　　・平成２６年度に前期、後期各1回実施した授業評価アンケートについて、データの集計結果を
　　　　もとに、各学科で改善点等を検討し、アンケート結果のまとめとフィードバックを行い、
　　　　結果について学生および教職員向けにホームページで公表した。
　　　・平成２７年度の授業実施状況調査を行うとともに、平成２５・２６年度の授業の実施状況を
　　　　各学科で検討を行い、結果をまとめフィードバックを行った。また、結果報告書は学内限定の
　　　　ホームページに掲載を行い、教職員へ周知した。
　　　・ＨＰにて周知を行い授業公開を実施した。

　　（理工学部）
　　　・平成２６年度実施の授業評価アンケート結果の分析及びまとめの作成
　　　・平成２７年度授業実施状況調査の実施および平成２５年度・２６年度の授業実施報告書の作成
　　　・授業公開　前期・後期で工学部専門科目について授業公開を実施

　　（全学）教育推進機構から各学部学部運営グループを通じて各教員に周知して実施

　　（全学）全学FD研修（平成27年9月4日）
　　　「大学教育へのPBL導入の考え方と方法」（教員約５０名、職員等約５名）
　　　「工学教育におけるPBL型授業について」（教員約４０名，職員等約５名）
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　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　（全学）アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　（理工学部）各学科で改善点の把握を行し授業改善につなげている。また、授業評価
　　　　　　アンケート結果については、学生にも公表を行い学生からのチェックにも役立てている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況
　ａ　実施の有無及び実施時期

　　（理工学部）２年に１度、前期及び後期に授業アンケートを実施し、翌年に
　　　　　　　　アンケート結果の分析を行っている。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　（全学）全学FD研修でPBLの概要や手法，事例について受講し，PBL科目の実施に向けて
　　　　　　取り組むべき事項を学び，授業改善につなげている。

　　（全学）前期及び後期に授業アンケートを実施（全学共通教育）

　　（理工学部）アンケートの集計結果とともに、各学科での分析結果を報告書にまとめ、
　　　　　　　　教職員および学生に向けてホームページにて公表している。
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（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　設置計画に沿ったカリキュラムを用意し、平成２８年４月より学生の受入を開始した。
　　引き続き、設置の趣旨・目的の達成に向け取り組んでいきたい。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｂ　公表方法

　　・平成28年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を
　　　大学ホームページ上に公開予定（平成２９年度中）

　　・平成３１年度に認証評価を受けるべく，学内で検討中（評価機関未定）

　　　　いて記入してください。

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２９年度　公表予定

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　　２８年　　７月　　－日　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イワブチ　アキラ）

岩渕　明

（平成２７年３月）

（オガワ　サトシ）

小川　智
（平成２７年３月）

（マルヤマ　ヒトシ）

丸山　仁
（平成２７年３月）

（スガワラ　エツコ）

菅原　悦子
（平成２７年３月）

（オオフジ　セイキ）

大藤　生気
（平成２８年４月）

（フナザキ　ケンイチ）

船﨑　健一
（平成２８年４月）

（マツカワ　ミチアキ）

松川　倫明
（平成２８年４月）

職　　名

理　　事

理　　事

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　岩手大学

　　　　岩手大学

　　　　岩手県盛岡市上田四丁目３－５（岩手県盛岡市上田三丁目１８－８）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学科長等

理　　事

（２） 大　学　名

　　　〒０２０－８５５０

（３） 大学の位置

学 部 長

理　　事

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）
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　　　　（入試区分ごとではありません）。
　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。

　　　に報告書を作成してください。

　理工学部

　　物理・材料理工学科

　　学士（理工学）

　　　・学生募集停止を予定している場合は，「備考」にその旨記載してください。

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 －人 人 人 人 人 人 人

205 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

147 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

95 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

82 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)

[ 　　　 ]

受験者数

志願者数

1.02

　　　　　　　

平成３０年度

Ａ　 入学定員

平成２９年度
平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２８年度 平成３１年度

合格者数

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

備　　考

324人

人

3年次　2人80人4年

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２５年度開設の４年制の学科の場合（平成２８年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

人年次人年

1.02倍

[ 　　　 ]

80
(　　 　)

[ 　－　 ]

(　－　) (　　 　)

[ 　　　 ]

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ 0 ] [ 0 ] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（－） （－） （　　） （　　） （　　） （　　）

82 －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

１年次

[　0　]

３年次

計

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３１年度
備　　　　　考

平成２９年度

２年次

82

[　　　　 ][　　　　 ][　　　　 ]

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２８年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

平成３０年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

人 0 人 平成３１年度 人 人 #DIV/0! ％

82 人 0 人 0 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３１年度
入学者

平成２８年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

退学者数

人82

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

#DIV/0!

#DIV/0!

％

人 0

合　　計

0 0

人

人

人
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

実
践
知
科
目

基礎ゼミナール 1前 1 2

英語総合Ⅰ（初級） 1前・後 1
兼8
 兼4

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（初級） 1前・後 1
兼9
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅰ（中級） 1前・後 1
兼12
 兼11

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（中級） 1前・後 1
兼10
 兼9

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅰ（上級） 1前・後 1
兼11
 兼8

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（上級） 1前・後 1
兼10
 兼9

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前・後 1
兼9
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前・後 1
兼7
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前・後 1
兼9
 兼8

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前・後 1
兼9
 兼7

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前・後 1
兼7
 兼6

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前・後 1 兼7 AG

英語基礎 1前 1 兼1

英語発展Ａ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｂ ２・３後 1 兼1 AG1

教
養
教
育
科
目

転
換
教

育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

（１） 授業科目表

２　授業科目の概要

＜理工学部　物理・材料理工学科＞
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

英語発展Ｃ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｄ ２・３後 1 兼1 AG1

英語発展Ｅ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｆ ２・３後 1 兼1 AG1

英語発展Ｇ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｈ ２・３後 1 兼1 AG1

初級ドイツ語（入門） 1前・後 1
兼9
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級ドイツ語（発展） 1前・後 1
兼10
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級ドイツ語 1後 1
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級フランス語(入門) 1前・後 1 兼11

初級フランス語(発展) 1前・後 1 兼9

中級フランス語 1後 1 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1
兼3
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級ロシア語(発展) 1前 1
兼3
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級ロシア語 1後 1
兼2
 兼3

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級中国語（入門） 1前・後 1 兼5

初級中国語（発展） 1前・後 1
兼5
 兼6

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級中国語 1後 1 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 兼3

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

初級韓国語（発展） 1前・後 1 兼3

中級韓国語 1後 1 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

上級日本語Ｄ 1前 1 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 兼1

健康・スポーツＡ 1前 1
兼5
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

健康・スポーツＢ 1後 1
兼5
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

健康・スポーツＣ（シーズン) １・２後 1 兼2 集中

情報基礎 1前 2 1
兼13
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

哲学の世界 １・２前・後 2 兼2

倫理学の世界 １・２後 2 兼1

日本の思想と文化 １・２前・後 2 兼1

アジアの思想と文化 １・２前 2 兼1

欧米の思想と文化 １・２前・後 2 兼1

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
目

情
報
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本の歴史と文化 １・２前・後 2
兼1
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

アジアの歴史と文化 １・２後 2 兼1

欧米の歴史と文化 １・２前・後 2 兼2

ジェンダーの歴史と文化 １・２前 2 兼1

女性と科学の関係史 １・２後 2 兼1

大学の歴史と現在 １・２前 2 兼1

岩手大学ミュージアム学 １・２前 2 兼1

心の理解 １・２前・後 2
兼6
 兼8

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

日本の文学 １・２前・後 2 兼2

言葉の世界 １・２前・後 2
兼2
 兼3

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中国の文学 １・２前・後 2 兼1

欧米の文学 １・２後 2 兼1

欧米の言語論 １・２前 2 兼1

芸術の世界 １・２前・後 2 兼2

日本語表現技術入門 １・２前 2 兼1

図書館への招待 １・２後 2 兼1

コミュニケーションの現在 １・２後 2 兼1

心と表象 １・２前 2 兼1

日本事情Ａ １・２前 2 兼1

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本事情Ｂ １・２後 2 兼1

英語で学ぶ日本の文化 １・２前 2 兼1

市民生活と法 １・２前 2 兼4

憲法 １・２前・後 2 兼5

経済のしくみ １・２前・後 2 兼3

現代社会と経済 １・２前・後 2
兼4
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

市民と政治 １・２前 2 兼2

現代政治を見る眼 １・２後 2 兼2

社会的人間論 １・２前・後 2 兼5

現代社会の社会学 １・２前・後 2
兼4
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

地域と生活 １・２前 2
兼3
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

地域と社会 １・２後 2
兼3
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

対人関係の心理学 １・２前・後 2 兼3

知的財産入門 １・２前 2 兼1 集中

知財ワークショップ １・２後 2 兼1 集中

キャリアを考える １・２前・後 2
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

科学・技術と現代社会 １・２前 2 兼1

ボランティアとリーダーシップ １・２前 2 兼1 集中,AG

現代の諸問題 １・２前 2
兼4
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

社
会
科
目

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

社
会
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

公共社会 １・２前 2 兼1

多文化コミュニケーションＡ １・２前 2 兼1

多文化コミュニケーションＢ １・２後 2 兼1

生命のしくみ １・２前・後 2 兼4 AG2

自然のしくみ １・２前・後 2 1
兼2
 兼1

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

自然と数理 １・２前・後 2 2 兼1 AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

数理のひろがり １・２前・後 2 1
兼2
 兼1

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

宇宙のしくみ １・２前・後 2 1 1 AG2

物質の世界 １・２前・後 2 1 兼1 AG2

自然と法則 １・２前・後 2
兼2
 兼1

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

自然と数理の世界 １・２前 2 兼1 AG2

自然の科学 １・２前 2 兼1 AG2

科学と技術の歴史 １・２後 2 兼1 AG2

くらしと科学技術 １・２後 2 兼1 AG2

科学技術 １・２前 2 1 AG2

「環境」を考える 1後 2 兼1

生活と環境 1後 2 兼1

都市と環境 1後 2 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 兼1

学
問
知
科
目

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

環
境
科
目

自
然
＆
科
学
技
術
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

地球環境と社会 1後 2 1

水と環境 1後 2 兼1

廃棄物と環境 1後 2 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 兼1

森林と環境 1後 2 兼1

動物と環境 1後 2 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 兼1

環境の科学 1後 2 兼1

現代社会をみる視角 １・２後 2 兼1

岩手の研究 １・２後 2 兼1

環境マネジメント実践学 １・２前 2 兼1

いわて学Ⅰ １・２前 2 兼1 集中

いわて学Ⅱ １・２後 2 兼1 集中

宮沢賢治の世界 １・２後 2 兼1

危機管理と復興 １・２後 2 兼1 集中

持続可能なコミュニティーづくり実践学 １・２前 2 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ １・２後 2 兼1

地場産業・企業論 １・２前 2 兼1 集中

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

三陸の研究 １・２後 2 兼1

自然災害と社会 １・２前 2 兼1

東北の歴史 １・２後 2 兼1

地域を考える １・２前 2 兼1

地域と国際社会 １・２後 2 兼1 AG3

海外研修－世界から地域を考える－ １・２前 2 兼1 集中,AG3

初年次自由ゼミナール 1後 1 兼6 AG

地域課題演習A ２・３前 2 兼1 集中

地域課題演習B ２・３後 2 兼1 集中

地域課題演習C ２・３前 2 兼1

地域課題演習D ２・３後 2 兼1

地域課題演習E ２・３前 2 兼1 集中

地域課題演習F ２・３後 2 兼1 集中,AG3

地域課題演習G ２・３前 2 兼1

地域課題演習H ２・３後 2 兼1

実
践
知
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
課
題
演
習
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1

1前 2 1 兼 1

教育効果を
高めるた
め，習熟度
別クラスを
導入したた
め，兼担・
兼任数を変
更(28)

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 兼 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

1前 2 1

2前 1 2 共同

1前 2 兼 1

1後 2 兼 1

2後 1 兼 1

生
物
系

1前 2 兼 1

地
学
系

2後 2 兼 1

1後 1 1

4前 2 兼 2 集中、オムニバス

4前 2 兼 1 AS1

4前 2 兼 1 集中

3・4前 2 兼 1 集中・隔年

3・4前 2 兼 1 集中・隔年

3通 1～2 2 集中、AS1

2・3通 1～2 2 集中、AS1

1後 1 10
10
9

2
3

兼 1
オムニバス、共同
（一部）

教員の昇格
に伴う変更
(28)

1後 1 兼 1

2後 1 1

3前 1 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 4 1 オムニバス

3後 2
3
2

1
2

オムニバス
教員の昇格
に伴う変更
(28)

4前 1 10
10
9

2
3

教員の昇格
に伴う変更
(28)

4前 1 10
10
9

2
3

教員の昇格
に伴う変更
(28)

3前 2 5
5
4

1
2

オムニバス
教員の昇格
に伴う変更
(28)

3後 2 4 5 1 兼 2 オムニバス

3通 1 1 1

1後 2 1

材料組織学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1 1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

2前 2 1

専
門
教
育
科
目

数値計算法

プログラミング学

物理･材料理工学実験Ⅰ

熱力学

電気回路学

電磁気学Ⅰ

生物学

地学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

専
門
基
礎
科
目

物理･材料理工学実験Ⅱ

専門英語セミナー

特別研修

特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ

工場見学

社会体験学習

国際研修

学
科
内
共
通
科
目

物理･材料理工学基礎演習

設計製図

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学実験

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 兼 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

2後 2 1

2前 2 1

3後 2 1

3後 2 兼 1

3前 2 1

幾何学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 兼 1

卒業研究 4通 6 5 5 1

2後 2 1

材料物理化学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

卒業研究 4通 6 5
5
4

1
2

教員の昇格
に伴う変更
(28)

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2 1 兼 1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

反応工学

鉄鋼製錬

非鉄製錬

鋳造材料学

複合材料学

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー
ス
科
目

材料力学

材料物理化学Ⅱ

材料組織学Ⅱ

金属構造材料学

材料強度学

電気化学

半導体デバイス工学

エコ材料学

接合工学

現代物理学Ⅱ

応用確率統計学

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

応用微分方程式

複雑系科学

ゲーム理論

応用解析学

幾何学Ⅱ

有機材料学

磁性理工学

超伝導理工学

ナノ理工学

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

量子物理学Ⅱ

物理数学演習Ⅰ

物理数学演習Ⅱ

粒子線計測学

現代物理学Ⅰ

光学

固体物理学

電子物性学

材料計測学

誘電体材料学

半導体理工学

電磁気学Ⅱ

量子物理学Ⅰ

統計物理学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1前 2 1 兼 1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

　　　　についても，設置時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え

　　　　消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置計画時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度設置以前）

（注）・  設置計画書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上で，

　　　　前年度報告時（平成２８年度に設置された大学等は設置時）より変更されているものは赤字で見え消し修正

　　　　し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

理工学入門物理Ⅱ

理工学入門化学
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[0]

科目 科目 科目

2346

[0] [0]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[0]

科目 科目

40 188

必　修 選　択 自　由

40 188

変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

計

6 234

自　由 計必　修 選　択

　　　　

（２） 授業科目数

科目 科目 科目

設　置　時　の　計　画
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

なし

＝
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目
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備考

大学全体

大学全体

大学全体

学部単位での特定不能な
ため、大学全体での数

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（28）

野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

（11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

（6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

677,122

国費（運営費交付金）
による

完成年度

- 千円

671

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

- 千円 - 千円

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0 ㎡

　　　　ＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の項目は

そ　の　他

合　　　計

0 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

9,089 ㎡

(887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

92,894 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡ 484,708 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡

　

図
書
・
設
備

(５)

計

11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

理工学部

902,912〔198,398〕
 872,146〔195,791〕

362 室

実験実習室

 51 室

講　義　室

96 室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

484,708 ㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

3 室

情報処理学習施設

12 室

（補助職員　0人）

- 千円

- 千円設備購入費

図書購入費

- 千円

- 千円 - 千円

第２年次 第３年次

- 千円 - 千円 - 千円

第６年次

- 千円

第４年次 第５年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,357 ㎡

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度開設年度

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 －

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 - 千円 - 千円 - 千円

- 千円

第１年次

（3,750）
 （3,744）

（87）
 （82）

収 納 可 能 冊 数

3,850
3,744

89
82

0

（87）
 （82）

（　　　0）
（3,750）
 （3,744）

点 点 点

902,912〔198,398〕
 872,146〔195,791〕

6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

（　　　0）

6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

3,850
3,744

89
82

0

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕種

３　施設・設備の整備状況，経費

学部全体

0 ㎡ 191,972 ㎡

（　　191,972 ㎡）

484,708 ㎡  0 ㎡

計

（注）・　設置時の計画を，設置計画書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場

新設学部等の名称 室　　　　　　数

理工学部 室

冊

11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

(887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

(４) 専任教員研究室

191,972 ㎡ 0 ㎡

（　　　　0 ㎡） （　　　　0 ㎡）

118

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

運動場用地

小　　　計 484,708 ㎡

92,894 ㎡ 0 ㎡

校 舎 敷 地

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

0 ㎡ 0 ㎡  391,814 ㎡391,814 ㎡

（　　191,972 ㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

人文社会科学部 4 215 3年次

　人間文化課程 4 125 6 125 学士（総合科学） 1.05 平成28年度

　地域政策課程 4 75 4 75 学士（総合科学） 1.05 平成28年度 同上

　人間科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　環境科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 250

　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.05 平成12年度

　生涯教育課程 4 － － － 学士（生涯教育） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　芸術文化課程 4 － － － 学士（芸術文化） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 400 3年次

　化学・生命理工学科 4 90 2 90 学士（理工学） 1.06 平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 2 80 学士（理工学） 1.02 平成28年度 同上

　システム創成工学科 4 270 16 270 学士（工学） 1.00 平成28年度 同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

農学部 6 30 3年次

　植物生命科学科 4 40 1 40 学士（農学） 1.10 平成28年度

　応用生物化学科 4 40 1 40 学士（農学） 1.05 平成28年度 同上

　森林科学科 4 30 － 30 学士（農学） 1.06 平成28年度 同上

　食料生産環境学科 4 60 2 60 学士（農学） 1.05 平成28年度 同上

　動物科学科 4 30 1 30 学士（農学） 1.03 平成28年度 同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共生環境課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 120 学士（獣医学） 1.06 平成24年度 同上

　獣医学課程 6 － － － 学士（獣医学） － 平成19年度 同上 平成24年より学生募集停止

人文社会科学研究科（修士課程） 2 16

　人間科学専攻 2 8 － 16 修士（学術） 0.74 平成16年度

　国際文化学専攻 2 4 － 8 修士（学術） 1.00 平成16年度 同上

　社会・環境システム学専攻 2 4 － 8 修士（学術） 0.87 平成16年度 同上

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16

　教職実践専攻 2 16 － 16 教職修士（専門職） 1.06 平成28年度

教育学研究科（修士課程） 2 16

　学校教育実践専攻 2 － － － 修士（教育学） － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　教科教育専攻 2 － － － 修士（教育学） － 平成7年度 同上 平成28年より学生募集停止

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

　岩手大学

４　既設大学等の状況
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工学研究科（博士前期課程） 2 165

　応用化学・生命工学専攻 2 25 － 50 修士（工学） 1.38 平成21年度

　フロンティア材料機能工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.14 平成21年度 同上

　電気電子・情報システム工学専攻 2 40 － 80 修士（工学） 1.30 平成21年度 同上

　機械システム工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.43 平成21年度 同上

　社会環境工学専攻 2 20 － 40 修士（工学） 0.92 平成21年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 2 10 － 20 修士（工学又は芸
術工学）

1.65 平成21年度 同上

　金型・鋳造工学専攻 2 10 － 20 修士（工学） 1.35 平成18年度 同上

農学研究科（修士課程） 2 67

　農学生命専攻 2 20 － 40 修士（農学） 0.55 平成21年度

　応用生物化学専攻 2 15 － 30 修士（農学） 1.10 平成21年度 同上

　共生環境専攻 2 16 － 32 修士（農学） 0.75 平成21年度 同上

　動物科学専攻 2 8 － 16 修士（農学） 0.74 平成21年度 同上

　バイオフロンティア専攻 2 8 － 16 修士（農学） 0.62 平成21年度 同上

工学研究科（博士後期課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 9 － 27 博士（工学） 0.18 平成21年度

　電気電子・情報システム工学専攻 3 4 － 12 博士（工学） 0.83 平成21年度 同上

　機械・社会環境システム工学専攻 3 4 － 12 博士（工学） 1.16 平成21年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 9 博士（工学又は芸
術工学）

1.44 平成21年度 同上

連合農学研究科（博士課程） 3 32

　生物生産科学専攻 3 8 － 24 博士（農学又は学
術）

1.33 平成2年度

　生物資源科学専攻 3 10 － 30 博士（農学又は学
術）

0.80 平成2年度 同上

　寒冷圏生命システム学専攻 3 6 － 18 博士（農学又は学
術）

0.83 平成18年度 同上

　生物環境科学専攻 3 8 － 18 博士（農学又は学
術）

1.12 平成2年度 同上

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（国立大学法人）が設置している全ての大学（学部，学

　　　　科）及び大学院（専攻）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，平成２８年５月

　　　　１日現在の上記項目の情報を記入してください。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専 教授
ｵﾀﾞｲ　ﾖｼﾀｶ
尾台　喜孝
（５７）

平成28年4月

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ
複素解析
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

専 教授
ﾅﾘﾀ ｼﾝﾔ
成田 晋也
（４７）

平成28年4月

科学技術
物理･材料理工学基礎演習※

科学技術英語Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
量子物理学Ⅱ
粒子線計測学
卒業研究
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

専 教授
ﾆｼｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ
西崎　滋
（６１）

平成28年4月

基礎ゼミナール
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
物理数学演習Ⅱ
現代物理学Ⅰ
卒業研究

専 教授
ﾊﾅﾐ　ﾋﾄｼ
花見　仁史
（５７）

平成28年4月

自然のしくみ
物理学
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
現代物理学Ⅱ
卒業研究

専 教授
ﾏﾂｶﾜ ﾐﾁｱｷ
松川 倫明
（５６）

平成28年4月

基礎数学
フーリエ解析
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
量子物理学Ⅰ
超伝導理工学
卒業研究

専 教授
ﾖｼｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾄ
吉澤 正人
（６３）

平成28年4月
物質の世界
微分方程式
物理･材料理工学基礎演習※

専 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋﾛ
鎌田 康寛
（４６）

平成28年4月

確率統計学
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
工場見学
材料組織学Ⅰ
材料計測学
卒業研究

専 教授
ﾋﾗﾂｶ ｻﾀﾞﾄ
平塚 貞人
（５２）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
材料力学
材料強度学
エコ材料学
卒業研究

専 教授
ﾌｼﾞｼﾛ ﾋﾛﾕｷ
藤代 博之
（５９）

平成28年4月

基礎ゼミナール
ソフトパス理工学概論

物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
電磁気学Ⅱ
半導体理工学
半導体デバイス工
学
卒業研究

５　教員組織の状況

＜理工学部　物理・材料理工学科＞

（１） 担当教員表

変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画

専 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ｶﾂﾉﾘ
山口 勉功
（５２）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
材料物理化学Ⅱ
電気化学
鉄鋼製錬
非鉄製錬
卒業研究

専 教授
ﾖｼﾓﾄ ﾉﾘﾕｷ
吉本 則之
（５４）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
熱力学
電磁気学Ⅰ
有機材料学
卒業研究

専 准教授
ｲｼｶﾞｷ　ﾂﾖｼ
石垣　剛
（４５）

平成28年4月

宇宙のしくみ
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
光学
卒業研究

専 准教授
ｳﾘｭｳ ｾｲｼﾞ
瓜生 誠司
（４６）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

数値計算法
プログラミング学
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
工場見学
ナノ理工学
物理数学演習Ⅰ
卒業研究

専 准教授
ｶﾜｻｷ　ｼｭｳｼﾞ
川﨑　秀二
（４８）

平成28年4月

自然と数理
線形代数学
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
応用確率統計学
複雑系科学
卒業研究

専 准教授
ﾅｶﾆｼ ﾖｼｷ
中西 良樹
（４３）

平成28年4月

ベクトル解析
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅱ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
統計物理学
磁性理工学
卒業研究

専 准教授
ﾅﾗ　ﾐﾂﾉﾘ
奈良　光紀
（４２）

平成28年4月

自然と数理
微分積分学Ⅰ
物理･材料理工学基礎演習※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
応用微分方程式
幾何学Ⅰ
卒業研究

専 准教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｻﾄﾙ
小林　悟
（４５）

平成28年4月

社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演習※

科学技術英語Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅰ※

物理･材料理工学実験Ⅱ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
固体物理学
誘電体材料学
卒業研究

専 准教授
ﾊﾚﾔﾏ ﾀｸﾐ
晴山　巧
（４１）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅰ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
反応工学
鋳造材料学
卒業研究
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画

専 准教授
ﾐﾂﾞﾓﾄ ﾏｻﾕｷ
水本 将之
（４３）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅰ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
材料物理化学Ⅰ
金属構造材料学
接合工学
複合材料学
卒業研究

専 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ｱｷﾗ
山口　明
（５１）

平成28年4月

情報基礎
物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅰ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
材料組織学Ⅱ
卒業研究

専 助教
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾊﾙｶ
谷口 晴香
（２９）

平成28年4月

物理学実験
物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅱ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ※
卒業研究

専 助教
ｾｷﾓﾄ ﾋﾃﾞﾋﾛ
関本 英弘
（３３）

平成28年4月

物理学実験
物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅰ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
卒業研究

専 助教
ﾅｲﾄｳ ﾄﾓﾕｷ
内藤 智之
（４６）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅱ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
電気回路学
卒業研究

専 准教授
ﾅｲﾄｳ ﾄﾓﾕｷ
内藤 智之
（４６）

平成28年4月

物理･材料理工学基礎演習※

物理･材料理工学実験Ⅱ※

専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ※
電気回路学
卒業研究

平成28年3月
　助教から准教授に昇格（28）

平成28年2月
　AC教員審査済（28）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

兼担 教授
ﾊｷﾞﾊﾗ ﾖｼﾋﾛ
萩原 義裕
（５１）

平成28年4月 理工学入門数学Ⅰ

兼担 教授
ﾜｷﾉ ﾋﾛｼ
脇野　博
（６１）

平成28年4月

科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
技術者倫理

兼担 教授
ﾜｷﾉ ﾋﾛｼ
脇野　博
（６１）

平成28年4月

 科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
技術者倫理
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｵﾀﾞ ﾉﾌﾞｵ
織田　信男
（５２）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ｷﾀﾑﾗ ｶｽﾞﾁｶ
北村　一親
（５７）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼担 教授
ﾀｶﾊｼ ｺｳｲﾁ
髙橋　宏一
（６１）

平成28年4月
地域と生活
地域と社会

兼担 教授
ﾀｹﾑﾗ（ｵｵﾌﾞﾁ）ｻﾁｺ

竹村（大渕）祥子

（５７）
平成28年4月

社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｶｽﾞｵ
松岡　和生
（５８）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾋﾛｼ
山口　浩
（６１）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ｲｴｲ ﾐﾁｺ

家井　美千子
（５９）

平成28年4月 日本の文学
日本語表現技術入門

兼担 教授
ｲｹﾀﾞ ｼｹﾞｶｽﾞ
池田　成一
（６２）

平成28年4月 欧米の思想と文化

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ ｼｹﾞｶｽﾞ
池田　成一
（６５）

平成31年4月 欧米の思想と文化

兼担 教授
ｵｵﾄﾓ ﾉﾌﾞﾔ
大友　展也
（５５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼担 教授
ｵｵﾄﾓ ﾉﾌﾞﾔ
大友　展也
（５５）

平成28年4月
 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｺﾞﾄｳ ﾅｵﾄ
後藤　尚人
（５７）

平成28年4月
初級フランス語(発展)

ボランティアとリーダーシップ

危機管理と復興

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｼﾞ
齋藤　伸治
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

欧米の言語論

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｼﾞ
齋藤　伸治
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

欧米の言語論
英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾂｸﾞ
齋藤　博次
（６１）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｃ
英語発展Ｄ
英語発展Ｆ
欧米の文学

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾂｸﾞ
齋藤　博次
（６１）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

 英語発展Ｃ
 英語発展Ｄ
 英語発展Ｆ
 欧米の文学
英語総合Ⅰ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾅｶﾑﾗ ﾔｽﾋﾛ
中村　安宏
（５４）

平成28年4月 日本の思想と文化

兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓｼﾞ
樋口　知志
（５６）

平成28年4月
日本の歴史と文化
東北の歴史

兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓｼﾞ
樋口　知志
（５６）

平成28年4月
 日本の歴史と文化
東北の歴史

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｸﾆﾋﾛ
松林　城弘
（５７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｅ
英語発展Ｇ
英語発展Ｈ

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｸﾆﾋﾛ
松林　城弘
（５７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

 英語発展Ｅ
 英語発展Ｇ
 英語発展Ｈ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾋｺ
山本　昭彦
（５９）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

宮沢賢治の世界
兼担 教授

ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾋｺ
山本　昭彦
（５９）

平成28年4月

初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

 宮沢賢治の世界
欧米の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾖｺｲ ﾏｻｱｷ
横井　雅明
（５５）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

（１） 担当教員表

＜共通＞
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｼ
内田　浩
（５４）

平成28年4月
憲法
現代社会をみる視角

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｼ
内田　浩
（５４）

平成28年4月
憲法
 現代社会をみる視角

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｷｸﾁ ﾀｶﾖｼ
菊池　孝美
（６４）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ｷｸﾁ ﾀｶﾖｼ
菊池　孝美
（６５）

平成29年4月 現代社会と経済

兼担 教授
ﾀｸﾞﾁ ﾉﾘｵ
田口　典男
（６４）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ﾀｸﾞﾁ ﾉﾘｵ
田口　典男
（６５）

平成29年4月 現代社会と経済

兼担 教授
ﾀｹﾊﾗ ｱｷﾋﾃﾞ
竹原　明秀
（５７）

平成28年4月 生命のしくみ
地域の環境保全を考える

兼担 教授
ﾋﾗｷ ﾀﾂﾐ
開　龍美
（６１）

平成28年4月 哲学の世界 兼担 教授
ﾋﾗｷ ﾀﾂﾐ
開　龍美
（６１）

平成28年4月
哲学の世界
「環境」を考える

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｶﾂﾐ
松岡　勝実
（５３）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 教授
ﾐﾔﾓﾄ ﾄﾓﾐ

宮本　ともみ
（５５）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 教授
ﾖｺﾔﾏ ﾋﾃﾞﾉﾌﾞ
横山　英信
（５３）

平成28年4月
現代社会と経済
岩手の研究

兼担 教授
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６３）

平成28年4月 心の理解 兼担 教授
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６３）

平成28年4月  心の理解

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６５）

平成30年4月 心の理解 兼任 講師
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６５）

平成30年4月  心の理解

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６４）

平成28年4月
心の理解
心と表象

兼担 教授
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６４）

平成28年4月
 心の理解
心と表象

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６５）

平成29年4月
心の理解
心と表象

兼任 講師
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６５）

平成29年4月
 心の理解
心と表象

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｳｻﾐ ｺｳｾｲ

宇佐美　公生
（５９）

平成28年4月 倫理学の世界

兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻﾄｼ
遠藤　匡俊
（６１）

平成28年4月 地域と生活

兼担 教授
ｵｵﾉ ﾏｷｵ

大野　眞男
（６１）

平成28年4月
上級日本語Ｈ
言葉の世界

兼担 教授
ｵｵﾉ ﾏｷｵ

大野　眞男
（６１）

平成28年4月
上級日本語Ｈ
 言葉の世界

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋｻ
鎌田　安久
（５８）

平成28年4月 健康・スポーツＡ 兼担 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋｻ
鎌田　安久
（５８）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｶﾜﾀﾞ ｺｳｲﾁ
川田　浩一
（５０）

平成28年4月 数理のひろがり 兼担 教授
ｶﾜﾀﾞ ｺｳｲﾁ
川田　浩一
（５０）

平成28年4月  数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｶﾝﾉ ﾌﾐｵ

菅野　文夫
（６０）

平成28年4月
アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

兼担 教授
ｷｸﾁ ｻﾄﾙ
菊地　悟
（５８）

平成28年4月 上級日本語Ｄ

兼担 教授
ｷﾑﾗ ﾅｵﾋﾛ
木村　直弘
（５４）

平成28年4月 芸術の世界

兼担 教授
ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾕｷ
清水　茂幸
（５４）

平成28年4月
健康・スポーツＢ
健康・スポーツＣ
（シーズン)

兼担 教授
ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾕｷ
清水　茂幸
（５４）

平成28年4月
健康・スポーツＢ
 健康・スポーツＣ
 （シーズン)

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｽｶﾞﾜﾗ ｴﾂｺ
菅原　悦子
（６２）

平成28年4月 生活と環境

兼任 講師
ｽｶﾞﾜﾗ ｴﾂｺ
菅原　悦子
（６５）

平成31年4月 生活と環境

兼担 教授
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６３）

平成28年4月
自然のしくみ
図書館への招待

兼担 教授
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６３）

平成28年4月
自然のしくみ
 図書館への招待

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６５）

平成30年4月
自然のしくみ
図書館への招待

兼任 講師
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６５）

平成30年4月
自然のしくみ
 図書館への招待

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｺｲﾃﾞ ｼｮｳｼﾞ
小出　章二
（４９）

平成28年4月 生活と環境
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）
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兼担 教授
ﾄﾞｲ ﾉﾌﾞｵ
土井　宣夫
（６４）

平成28年4月
地域と社会
自然災害と社会

兼任 講師
ﾄﾞｲ ﾉﾌﾞｵ
土井　宣夫
（６５）

平成29年4月
地域と社会
自然災害と社会

兼担 教授
ﾅｺﾞｼ ﾄｼﾕｷ
名越　利幸
（６０）

平成28年4月 三陸の研究 兼担 教授
ﾅｺﾞｼ ﾄｼﾕｷ
名越　利幸
（６０）

平成28年4月  三陸の研究
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ﾑｷﾞｸﾗ ﾃﾂ
麥倉　哲
（６０）

平成28年4月
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授
ﾔﾌﾞ ﾄｼﾋﾛ
藪　敏裕
（５８）

平成28年4月
上級日本語Ｇ
地域課題演習D

兼担 教授
ﾔﾌﾞ ﾄｼﾋﾛ
藪　敏裕
（５８）

平成28年4月
 上級日本語Ｇ
地域課題演習D

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｳﾐﾀ ﾃﾙﾕｷ
海田　輝之
（６３）

平成28年4月 都市と環境

兼任 講師
ｳﾐﾀ ﾃﾙﾕｷ
海田　輝之
（６５）

平成30年4月 都市と環境

兼担 教授
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾛｼ
中澤　廣
（６３）

平成28年4月 廃棄物と環境

兼任 講師
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾛｼ
中澤　廣
（６５）

平成30年4月 廃棄物と環境

兼担 教授
ﾋﾔﾈ ｱｷﾗ

比屋根　哲
（５８）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾋﾔﾈ ｱｷﾗ

比屋根　哲
（５８）

平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｶﾜｲ ｼｹﾞﾅｵ
河合　成直
（５９）

平成28年4月 水と環境 兼担 准教授
ｷﾉｼﾀ ﾕｷｵ
木下　幸雄
（４５）

平成28年4月 水と環境
平成28年4月
担当教員辞任に伴い兼担教員を変更
（28）

兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
廣田　純一
（６１）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
廣田　純一
（６１）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

現代の諸問題

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｻﾉ ﾋﾛｱｷ

佐野　宏明
（６１）

平成28年4月
動物と環境
環境の科学

兼担 教授
ｻﾉ ﾋﾛｱｷ

佐野　宏明
（６１）

平成28年4月
 動物と環境
環境の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６３）

平成28年4月
生命のしくみ
自然の科学

兼担 教授
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６３）

平成28年4月
 生命のしくみ
自然の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６５）

平成30年4月
生命のしくみ
自然の科学

兼任 講師
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６５）

平成30年4月
 生命のしくみ
自然の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｻﾜｸﾞﾁ ｲｻｵ
澤口　勇雄
（６３）

平成28年4月 森林と環境

兼任 講師
ｻﾜｸﾞﾁ ｲｻｵ
澤口　勇雄
（６５）

平成30年4月 森林と環境

兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
西山　賢一
（５０）

平成28年4月 生命のしくみ 兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
西山　賢一
（５０）

平成28年4月  生命のしくみ
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６４）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６４）

平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼任 講師
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６５）

平成29年4月 初年次自由ゼミナール 兼任 講師
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６５）

平成29年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６２）

平成28年4月 幾何学Ⅱ 兼担 教授
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６２）

平成28年4月
幾何学Ⅱ
数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６５）

平成31年4月 幾何学Ⅱ 兼任 講師
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６５）

平成31年4月
幾何学Ⅱ
数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｵｵｶﾜ ｶｽﾞｷ
大川　一毅
（５６）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ｵｵｶﾜ ｶｽﾞｷ
大川　一毅
（５６）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

大学の歴史と現在

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｺｼﾔ ｼﾝ
越谷　信
（５７）

平成28年4月 地学

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ﾄﾓﾊﾙ
清水 友治
（５６）

平成28年4月 設計製図

兼担 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾋﾛ
藤本 忠博
（４９）

平成28年4月 理工学入門数学Ⅱ 兼担 教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾋﾛ
藤本 忠博
（４９）

平成28年4月 理工学入門数学Ⅱ
平成28年4月
　准教授から教授に昇格（28）

兼担 准教授
ﾖｺﾀ ﾏｻｱｷ
横田 政晶
（５０）

平成28年4月 理工学入門化学

兼担 准教授
ﾃﾗｻｷ ﾏｻﾉﾘ
寺﨑　正紀
（４５）

平成28年4月

物質の世界
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

兼担 教授
ｾｷﾉ ﾉﾎﾞﾙ
関野　登
（５７）

平成28年4月 森林と環境
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）
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兼担 准教授
ｵｸﾉ ﾏｻｺ

奥野　雅子
（５６）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ｵﾉｻﾞﾜ ｱｷｺ

小野澤　章子
（４８）

平成28年4月
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 准教授
ｵﾉｻﾞﾜ ｱｷｺ

小野澤　章子
（４８）

平成28年4月
 社会的人間論
現代社会の社会学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｽｽﾞｷ ﾏﾓﾙ
鈴木　護
（４６）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼担 准教授
ｵﾄｷﾀ ﾉﾌﾞﾋﾛ
音喜多　信博
（４９）

平成28年4月 哲学の世界

兼担 准教授
ｶｲﾂﾞﾏ（ｳﾁﾀﾞ）ｹｲｺ

海妻（内田）径子

（４７）
平成28年4月

ジェンダーの歴史と文

化
女性と科学の関係史

兼担 准教授
ｶｼﾞ（ﾌｹ）ｻﾔｶ

梶（福家）さやか

（３８）
平成28年4月 欧米の歴史と文化

兼担 准教授
ｶﾜﾑﾗ ｶｽﾞﾋﾛ
川村　和宏
（３９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼担 准教授

ｸﾞﾗ ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ ｼﾞｬﾝ

GRAS　Alexandre

Jean

（４１）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 准教授
ｺｼﾞﾏ（ｶﾜﾊﾞﾀ）ｻﾄｺ

小島（川端）聡子

（４７）
平成28年4月 言葉の世界

兼担 准教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳｺ
小林　葉子
（４５）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼担 准教授
ｼｭｳﾞｧﾑﾎﾞﾙﾝ ﾌﾗﾝｸ

Schwamborn　Frank

（５６）
平成28年4月

初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

兼担 准教授
ﾅｶｻﾞﾄ ﾏｷｺ

中里　まき子
（４０）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 准教授
ﾆｼﾀﾞ ﾌﾐﾉﾌﾞ
西田　文信
（４３）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

中国の文学
兼担 准教授

ﾆｼﾀﾞ ﾌﾐﾉﾌﾞ
西田　文信
（４３）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

 中国の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾊｼﾓﾄ ﾏﾅﾌﾞ
橋本　学
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの現在

兼担 准教授
ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ
堀口　大樹
（３１）

平成28年4月 中級ロシア語 兼担 准教授
ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ
堀口　大樹
（３１）

平成28年4月
中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾔﾝ ｲﾝｼﾙ
梁　仁實
（４４）

平成28年4月
初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

兼担 准教授
ｴﾊﾗ ｶﾂﾕｷ
江原　勝行
（４４）

平成28年4月 憲法

兼担 准教授
ｶﾜｲ ﾙｲ
河合　塁
（４０）

平成28年4月
憲法
現代の諸問題

兼担 准教授
ｸｲﾀ ﾄｼﾕｷ
杭田　俊之
（５０）

平成28年4月 経済のしくみ

兼担 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾖｳｲﾁ
齊藤　彰一
（４６）

平成28年4月 経済のしくみ

兼担 准教授
ｻｻｵ ﾄｼｱｷ
笹尾　俊明
（４２）

平成28年4月 経済のしくみ
環境マネジメントと岩手大学

兼担 教授
ｻｻｵ ﾄｼｱｷ
笹尾　俊明
（４２）

平成28年4月 経済のしくみ
環境マネジメントと岩手大学

平成28年4月
　准教授から教授に昇格（28）

兼担 准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ
島田　佳憲
（３１）

平成28年4月 現代社会と経済 兼担 准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ
島田　佳憲
（３１）

平成28年4月  現代社会と経済

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
塚本　善弘
（４７）

平成28年4月 現代社会の社会学 兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
塚本　善弘
（４７）

平成28年4月
現代社会の社会学
社会的人間論

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾅｶｼﾏ ｷﾖﾀｶ
中島　清隆
（４１）

平成28年4月

持続可能なコミュニティーづく

り実践学

地元の企業に学ぶＥＳ

Ｄ
環境マネジメント実践
学

兼担 准教授
ﾆｼﾏｷ ﾏｻﾖｼ
西牧　正義
（４９）

平成28年4月 市民生活と法 兼担 准教授
ﾆｼﾏｷ ﾏｻﾖｼ
西牧　正義
（４９）

平成28年4月
市民生活と法
現代社会をみる視角

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾌｶｻﾞﾜ ﾔｽﾋﾛ
深澤　泰弘
（３９）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ｺｳｼﾞ
藤本　幸二
（４２）

平成28年4月

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ

公共社会
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名
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専任・
兼担・
兼任の
別
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専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼担 准教授
ｷｸﾁ ﾋﾛｼ
菊地　洋
（４４）

平成28年4月 憲法

兼担 准教授
ｻﾜﾑﾗ ｼﾖｳｲﾂ
澤村　省逸
（５２）

平成28年4月
健康・スポーツＣ
（シーズン)

兼担 准教授
ｻﾜﾑﾗ ｼﾖｳｲﾂ
澤村　省逸
（５２）

平成28年4月

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼｮｳ
清水　将
（４９）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼｮｳ
清水　将
（４９）

平成28年4月
 健康・スポーツＡ
 健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｽｽﾏｺﾞ ｺｳｼﾞ
煤孫　康二
（６４）

平成28年4月 芸術の世界

兼任 講師
ｽｽﾏｺﾞ ｺｳｼﾞ
煤孫　康二
（６５）

平成29年4月 芸術の世界

兼担 准教授
ﾂﾁﾔ ｱｷﾋﾛ
土屋　明広
（４１）

平成28年4月 現代社会の社会学 兼担 准教授
ﾂﾁﾔ ｱｷﾋﾛ
土屋　明広
（４１）

平成28年4月  現代社会の社会学
平成28年4月
担当教員辞任に伴い兼担教員を変更
（28）

兼担 准教授

ﾎｰﾙ ｼﾞｴｰﾑｽﾞ

ﾒﾘｳｴｻﾞｰ
HALL JAMES

MERIWETHER

（４１）

平成28年4月 英語総合Ⅱ（上級） 兼担 准教授

ﾎｰﾙ ｼﾞｴｰﾑｽﾞ ﾒﾘ
ｳｴｻﾞｰ

HALL JAMES
MERIWETHER
（４１）

平成28年4月  英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾎﾝﾀﾞ ﾀｶｼ
本田　卓
（４４）

平成28年4月 自然と数理の世界

兼担 准教授
ﾐﾂｲ ﾀｶﾋﾛ
三井　隆弘
（４５）

平成28年4月 社会的人間論

兼担 准教授
ﾔｽｲ ﾓﾕﾙ

安井　もゆる
（５２）

平成28年4月 欧米の歴史と文化

兼担 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾋﾃﾞｷ
小野寺　英輝
（５４）

平成28年4月
岩手大学ミュージアム

学
科学・技術と現代社会

兼担 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
山本　英和
（４９）

平成28年4月 くらしと科学技術

兼担 准教授
ﾀﾂｻﾞﾜ ﾌﾐ
立澤　文見
（４８）

平成28年4月
植物栽培と環境テクノロ
ジー

兼担 准教授
ｵﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
小田　伸一
（５８）

平成28年4月 人の暮らしと生物環境

兼担 准教授
ﾏﾂﾊﾞﾗ ｶｽﾞｴｲ
松原　和衛
（５９）

平成28年4月 生命のしくみ

兼担 准教授
ﾎﾘ ｸﾐ

堀　久美
（５６）

平成28年4月
社会的人間論
地域課題演習G

兼担 准教授
ﾀﾁﾊﾗ ｾｲｺ
立原　聖子
（４１）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ﾊﾔｻｶ ﾋﾛｼ
早坂　浩志
（５１）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ｲﾏｲ ｼﾞﾕﾝ
今井　潤
（５１）

平成28年4月
情報基礎
地場産業・企業論

兼担 准教授
ｱﾝﾃﾞｽ　ｶｰﾙｷﾋﾞｽﾄ

Anders Carlqvist

（４８）
平成28年4月

日本事情Ａ
日本事情Ｂ

兼担 准教授

ｱﾝﾃﾞｽ　ｶｰﾙｷﾋﾞｽ
ﾄ

Anders
Carlqvist
（４８）

平成28年4月

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｴﾓﾄ ﾘｴ

江本　理恵
（４５）

平成28年4月
大学の歴史と現在
地域を考える

兼担 准教授
ｴﾓﾄ ﾘｴ

江本　理恵
（４５）

平成28年4月
 大学の歴史と現在
 地域を考える
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 准教授
ｵﾅｶ（ﾀｶｼﾏ）ﾅﾂﾐ
尾中（高島）夏美

（５８）
平成28年4月

地域課題演習F
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地域を考え

る－

兼担 准教授
ｵﾅｶ（ﾀｶｼﾏ）ﾅﾂﾐ
尾中（高島）夏美

（５８）
平成28年4月

地域課題演習F
 英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地域を考え

る－

キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 准教授
ﾏﾂｵｶ ﾖｳｺ
松岡　洋子
（５５）

平成28年4月

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

地域課題演習E
地域と国際社会

兼担 准教授
ﾏﾂｵｶ ﾖｳｺ
松岡　洋子
（５５）

平成28年4月

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

地域課題演習E
 地域と国際社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｱﾗｷ ｲｻﾄ
荒木 功人
（５０）

平成28年4月 生物学

兼任 講師
ﾖｼｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾄ
吉澤 正人
（６５）

平成30年4月

物質の世界
微分方程式
特別講義Ⅱ※
電子物性学

68



氏名 氏名

（年齢） （年齢）
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専任・
兼担・
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別

職位

兼担 講師
ｱｷﾀ ｼﾞﾕﾝｺ
秋田　淳子
（５０）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ａ
英語発展Ｂ

兼担 講師
ｱｷﾀ ｼﾞﾕﾝｺ
秋田　淳子
（５０）

平成28年4月

 英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ａ
 英語発展Ｂ
英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため科目を削除・追加（28）

兼担 講師

ﾏﾂｷ（ｻﾄｳ）ｻﾜｺ
松木（佐藤）佐和

子

（４０）

平成28年4月 「環境」を考える 兼担 講師

ﾏﾂｷ（ｻﾄｳ）ｻﾜｺ
松木（佐藤）佐和

子

（４０）

平成28年4月  「環境」を考える
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼任 講師
ｲﾅﾀ ｺｳ
稲田　興
（７８）

平成28年4月 工業経営管理論

兼任 講師
ｴﾊﾞﾗ ｼﾝｼﾞ
江原 真司
（４６）

平成28年4月 原子力工学※

兼任 講師
ﾏﾂﾔﾏ ｼｹﾞｵ
松山 成男
（５３）

平成28年4月 原子力工学※

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾕｳｽｹ
佐藤 祐介
（７２）

平成28年4月
知的財産権概論【隔年】

特許法特講【隔年】

兼任 講師
ﾔｷﾞ ｲﾁﾏｻ
八木　一正
（６６）

平成28年4月 自然と法則 兼任 講師
ﾔｷﾞ ｲﾁﾏｻ
八木　一正
（６６）

平成28年4月  自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師

ｱｻﾉ ﾛﾊﾞｰﾄ ｹﾝ
ASANO　ROBERT

KEN

（４６）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

兼任 講師

ｱｻﾉ ﾛﾊﾞｰﾄ ｹﾝ
ASANO　ROBERT

KEN

（４６）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語発展Ｈ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｲｼｶﾜ　ﾍﾟｷﾞｰ

　ﾏﾘｰ

Ishikawa Peggy
Marrie
（４６）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

兼任 講師

ｳｲﾘｱﾑ ｵｽｶｰ
　ﾙｲｽ ﾖﾝｾｲ

William Oscar
Lewis Ⅳ
（４７）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ｳｲﾘｱﾑ ｵｽｶｰ
　ﾙｲｽ ﾖﾝｾｲ

William Oscar
Lewis Ⅳ
（４７）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）

 英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｽｻﾝﾈ

遠藤　スサンネ
（４６）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｽｻﾝﾈ

遠藤　スサンネ
（４６）

平成28年4月
 初級ドイツ語（入門）
 初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻｺ
遠藤　雅子
（５６）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

キャリアを考える
兼任 講師

ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻｺ
遠藤　雅子
（５６）

平成28年4月
 初年次自由ゼミナール

 キャリアを考える

平成28年4月
担当教員辞退に伴い担当教員を変更
（28）

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾀｶｼ
加藤　隆
（６２）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾘｴ

加藤　理恵
（４４）

平成28年4月

上級日本語Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
上級日本語Ｇ

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾘｴ

加藤　理恵
（４４）

平成28年4月

上級日本語Ｂ
 上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
 上級日本語Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｶﾒﾀﾞ ｷﾝｶ
亀田　金花
（５０）

平成28年4月 初級中国語（発展）

兼任 講師
ｶﾜﾊﾗ ﾏｻﾋﾛ
川原　正広
（４４）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼任 講師
ｷﾞｬﾋﾞﾝ ﾔﾝｸﾞ
GAVIN　YOUNG
（５０）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

兼任 講師
ｺﾞ ｹｲﾋﾞﾝ
呉　慧敏
（５７）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語

兼任 講師
ｺﾞﾄｳ（ｷﾀﾞﾁ）ｱﾂｺ

後藤（木立）厚子

（４８）
平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼任 講師

ｺﾞﾄｳ（ｷﾀﾞﾁ）ｱﾂｺ

後藤（木立）厚子

（４８）
平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
担当教員辞退に伴い担当教員を変更
（28）

兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ
佐藤　信幸
（６４）

平成28年4月 英語基礎 兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ
佐藤　信幸
（６４）

平成28年4月
英語基礎
英語総合Ⅰ（中級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾘｭｳｲﾁ
佐藤　竜一
（５７）

平成28年4月 日本の文学

兼任 講師
ｼﾊﾞﾀ ｻﾄﾐ
柴田　聡美
（４８）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師

ｼﾞｮｾﾌ ｱﾗﾝ
ｱﾝｶﾞﾎｯﾌｧ

Joseph Allan
Angerhofer
（４２）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼任 講師
ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ ｻｲﾓﾝ
Townsend Simon

（４５）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

兼任 講師
ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ ｻｲﾓﾝ
Townsend Simon

（４５）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾁｪ ｼﾞｪｿﾝ
崔　宰誠
（３７）

平成28年4月
初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

兼任 講師
ﾁｴ ｼﾞｴｿﾝ
崔　在繕
（５８）

平成28年4月
初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

兼任 講師
ﾁﾝ ｾﾝ
陳　茜
（４４）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師
ﾅｶﾔｽ ﾀｶｺ
中安　貴子
（５９）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語
兼任 講師

ﾅｶﾔｽ ﾀｶｺ
中安　貴子
（５９）

平成28年4月
初級中国語（入門）

 初級中国語（発展）

中級中国語

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾋﾗﾉ ﾕｷｺ

平野　ユキ子
（６３）

平成28年4月 初級フランス語(入門)

兼任 講師

ﾌﾞﾚｱ ﾍﾞﾝｼﾞﾔﾐﾝ
Blair Benjamin

Reed
（４８）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ﾌﾞﾚｱ ﾍﾞﾝｼﾞﾔﾐﾝ
Blair Benjamin

Reed
（４８）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

 英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾏｰｸ ﾃﾞｭ ﾎﾞｱ
Mark de Boer
（５１）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）

科学英語Ⅱ
兼任 講師

ﾏｰｸ ﾃﾞｭ ﾎﾞｱ
Mark de Boer
（５１）

平成28年4月
 英語総合Ⅰ（上級）

 英語総合Ⅱ（上級）

 科学英語Ⅱ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾏｽﾀﾞ ｴﾚｰﾅ

増田　エレーナ
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(入門)

中級ロシア語
兼任 講師

ﾏｽﾀﾞ ｴﾚｰﾅ
増田　エレーナ

（３７）
平成28年4月

 初級ロシア語(入門)

中級ロシア語
初級ロシア語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾊﾙｷ
山口　春樹
（６３）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ ｾﾂｺ

山本　勢津子
（５９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ ｾﾂｺ

山本　勢津子
（５９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
 英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾖｺｲ ｲｸｺ

横井　郁子
（５４）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師
ｲﾄｳ ｴｲｼﾛｳ

伊東　栄志郎
（５０）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｹﾝｼﾞｭ
遠藤　健樹
（３５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｶｹﾞﾔﾏ ｶｽﾞｵ
影山　一男
（５７）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ｸﾏﾓﾄ ﾃﾂﾔ
熊本　哲也
（５７）

平成28年4月 初級フランス語(入門)

兼任 講師
ｸﾜﾊﾗ ﾄｼｱｷ
桑原　俊明
（５９）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

ｺﾛﾎﾞﾌ ﾄﾞﾐﾄﾘ
KOROBOV
DMITRY
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
兼任 講師

ｺﾛﾎﾞﾌ ﾄﾞﾐﾄﾘ
KOROBOV
DMITRY
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(発展)

 中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾄｼｱｷ
齋藤　俊明
（６３）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾄｼｱｷ
齋藤　俊明
（６３）

平成28年4月
 市民と政治
 現代政治を見る眼

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾅｵｷ
齋藤　直樹
（４５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾄﾓｺ

佐藤　智子
（６３）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ｼｰ ｼｰｲｰ
席　時宜
（６２）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ ﾋﾃﾞﾕｷ
高橋　秀行
（４０）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師
ﾀﾅｶ ﾉﾌﾞﾋﾛ
田中　宣廣
（５４）

平成28年4月 言葉の世界
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別
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専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼任 講師
ﾁｸｺﾞ ｶﾂﾋｺ
筑後　勝彦
（５５）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ﾄﾖｼﾏ　ﾏｻｱｷ
豊島　正幸
（６４）

平成28年4月
いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

兼任 講師

ﾆｭｰﾍﾞﾘｰ ﾀﾞﾆｴﾙ
ｺｯﾌﾟﾗﾝﾄﾞ

Newbury Daniel
Copeland
（４１）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

兼任 講師

ﾊﾚﾔﾏ ｼﾞｪｰﾑｽﾞ
ﾌﾗﾝｼｽ

Hareyama James
Franciscus
（５１）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師
ﾎｿｺﾞｴ ｸﾐｺ

細越　久美子
（４３）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼任 講師
ﾗｰｾﾝｽﾞ ﾏﾙｶﾑ

Larcens Malcome

（５３）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

初級フランス語(入門)

兼任 講師

ﾙﾃﾗ ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ
ｵｰｳｪﾝ

Rutella David
Owen

（５１）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ﾙﾃﾗ ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ
ｵｰｳｪﾝ

Rutella David
Owen

（５１）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師

ﾙﾌﾟｼｬ ｺﾙﾈﾘｱ
 ﾀﾞﾆｴﾗ

Lupsa Cornelia
Daniela
（４２）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

兼任 講師
ﾌｼﾞﾓﾄ　ｶﾂｼｹﾞ
藤本　勝成
（４８）

平成28年4月
特別講義Ⅱ※
ゲーム理論

兼任 講師

ｱｶｻｶ ｷｬｻﾘﾝ ｱﾝ
Akasaka
Kathryn
Annne

（４７）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾌｧｰ ｱﾗﾝ
FARR Alan
（６９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｽﾏｲﾘ ｼﾞﾑ
SMILEY JIM
（４７）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｲﾄｳ ｻﾁｵ

伊藤　幸男
（４５）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ﾉﾘｱｷ
遠藤　教昭
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｶﾜﾀ ﾋﾛｷ

河田　裕樹
（６７）

平成28年4月 自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｴﾋﾞｻﾜ ｷﾐｵ

海老澤　君夫
（６９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｼｮｳｺﾞ
梶原　昌五
（５７）

平成28年4月 動物と環境

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾖｼﾑﾗ ﾔｽｷ
吉村　泰樹
（６７）

平成28年4月 自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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兼担・
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別
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兼担 准教授
ﾐﾔｶﾞﾜ ﾖｳｲﾁ
宮川　洋一
（５２）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｸﾘﾊﾞﾔｼ ﾄｵﾙ
栗林　徹
（５８）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｲﾇﾂﾞｶ ﾋﾛﾋｺ
犬塚　博彦
（５４）

平成28年4月 英語総合Ⅱ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｺﾞﾐ ｿｳﾍｲ
五味　壮平
（４８）

平成28年4月
情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｻﾄｳ ｲﾀﾙ
佐藤　至
（５４）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｽﾅﾔﾏ ﾐﾉﾙ
砂山　稔
（６９）

平成28年4月 中国の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾐｳﾗ ｲｻｵ

三浦　勲夫
（７５）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾔﾏﾀﾞ ﾐｽｽﾞ
山田　美鈴
（３９）

平成28年4月 生命のしくみ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｺﾔﾏ ﾊﾅｺ

小山　花子
（４１）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾉﾘｺ
小林　徳子
（６７）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾏﾂﾀﾞﾃ ｱﾂｺ
松舘　敦子
（５４）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾇﾏﾀ ﾐﾉﾙ
沼田　稔
（７２）

平成28年4月 自然と数理

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｶﾐﾊﾏ ﾀﾂﾔ
上濱　龍也
（５２）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｽｷﾞｳﾗ ﾀﾀﾞｼ
杉浦　直
（７０）

平成28年4月
地域と生活
地域と社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾎｼﾉ ｶﾂﾄｼ
星野　勝利
（７２）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｱｻﾇﾏ ﾐﾁﾅﾘ
浅沼　道成
（５７）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾑﾗｶﾐ ﾀｽｸ
村上　祐
（７１）

平成28年4月 科学と技術の歴史

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｵｵﾀｶ ﾋｻｴ
大高　久枝
（５８）

平成28年4月
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｵｵｶﾞﾐ ﾊﾙｺ
大上　治子
（６７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｵｵｼﾏ ﾕﾐ

大嶋　由美
（４９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾅｶﾆｼ ﾀｶﾋﾛ
中西　貴裕
（４６）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾁｹﾞﾝ
塚本　知玄
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾉﾄ ｹｲｲﾁ

能登　惠一
（６９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼担 教授
ｼﾗｸﾗ ﾀｶﾕｷ
白倉　孝行
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾄﾐﾅｶﾞ ﾖｳｺ
冨永　陽子
（４３）

平成28年4月
生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾋﾗｲ ﾊﾅﾖ

平井　華代
（４１）

平成28年4月 地域と国際社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾋﾗﾉ ｾｲﾊﾁ
平野　清八
（６８）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｷﾀﾂﾞﾒ ｴｲｲﾁ
北爪　英一
（６５）

平成28年4月 自然のしくみ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｱｻﾀﾞ ﾏｻﾌﾐ
麻田　雅文
（３５）

平成28年4月
初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾐｳﾗ　ﾔｽﾋﾃﾞ
三浦　康秀
（67）

平成28年4月
数理のひろがり
微分積分学Ⅰ

教育効果を高めるため，習熟度別ク
ラスを導入したため担当者を追加
(28)

兼任 講師
ｵｵﾊﾀ　ﾏﾅﾌﾞ
大畑　　学

（63)
平成28年4月

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｻｻｷ  ｼｹﾞｵ

佐々木　繁夫
（68）

平成28年4月
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｳﾁｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｱｷ
内澤　英明
（66）

平成28年4月 理工学入門化学
教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

　　　　書き等のみを記入してください。

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　　・　意見伺いで設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度（　）

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

（注）・　設置計画書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

9 0 4 26

[0] [0] [1] [4]

（２） 専任教員数等

　（２）－①　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

10 9 0 3 22
11

(11) (10) (0) (2) (23) [3]

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

10 0 2 23
13

名

　（２）－②　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

65 0 0

歳 名
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３） 専任教員辞任等の理由　該当なし

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由専任教員氏名 必修・選択・自由の別

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　設置時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、設置時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

必修

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

      ・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 科目 選択

科目 必修

自由

必修 必修

自由

選択 選択

自由 科目 自由

計 科目 計 計 計

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

人

必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

      ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

人
科目

必修 科目 必修 必修 必修

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

自由 科目 自由 自由

選択

計 計 計

選択選択 選択

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

     ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

自由

計 科目

75



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」　　該当なし

　　　　

　　　　

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

   ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成28年4月）

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

留　意　事　項　等

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。

６　留意事項等に対する履行状況等　※該当無し

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項と，それに対する履行状況等について，

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　（全学）教育推進機構から各学部学部運営グループを通じて各教員に周知して実施

　　（全学）全学FD研修（平成27年9月4日）
　　　「大学教育へのPBL導入の考え方と方法」（教員約５０名、職員等約５名）
　　　「工学教育におけるPBL型授業について」（教員約４０名，職員等約５名）

　ａ　実施内容

　　（理工学部）
　　　・授業評価アンケート
　　　　アンケート結果を科目ごとに担当教員へ返却し、授業改善に役立てるとともに、
　　　　学科ごとにアンケート結果の分析を検討し、改善点のまとめを行った。
　　　・授業実施報告
　　　　平成２７年度の授業実施状況調査を行うとともに、平成２５・２６年度に実施した
　　　　授業実施状況調査をもとに、授業の実施状況を学科ごとに分析、検討を行い
　　　　改善点のまとめを行った。
　　　・授業公開
　　　　実験、実習、研修以外の講義科目について、一般市民向けに授業の公表を行った。

　　（理工学部）
　　　・平成２６年度に前期、後期各1回実施した授業評価アンケートについて、データの集計結果を
　　　　もとに、各学科で改善点等を検討し、アンケート結果のまとめとフィードバックを行い、
　　　　結果について学生および教職員向けにホームページで公表した。
　　　・平成２７年度の授業実施状況調査を行うとともに、平成２５・２６年度の授業の実施状況を
　　　　各学科で検討を行い、結果をまとめフィードバックを行った。また、結果報告書は学内限定の
　　　　ホームページに掲載を行い、教職員へ周知した。
　　　・ＨＰにて周知を行い授業公開を実施した。

　　（理工学部）
　　　・平成２６年度実施の授業評価アンケート結果の分析及びまとめの作成
　　　・平成２７年度授業実施状況調査の実施および平成２５年度・２６年度の授業実施報告書の作成
　　　・授業公開　前期・後期で工学部専門科目について授業公開を実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
　　（全学）８回（参加教員１３人）ほか事務職員２人
　　（理工学部）２３回（参加教員１０人）ほか事務職員３人

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｃ　委員会の審議事項等
　　（全学）FD実施計画，GPA,学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議
　　（理工学部）教育課程の編成，授業科目の履修、教育実習、非常勤講師、
　　　　　　　　インターンシップ、国際研修、教育の質保障に関することを審議

　ａ　委員会の設置状況
　　（全学）教育推進機構教育推進連携部門　【規則：別添資料１】
　　（理工学部）理工学部教務委員会　　【規則：別添資料２】
　　　　　　　　※平成28年3月までは工学部教務委員会（以下の開催状況等は工学部教務委員会のもの）

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

７　その他全般的事項

＜理工学部　物理・材料理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等　※該当なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　（全学）・全学FD研修　　・授業公開　　・授業評価アンケート（前期，後期各１回）の実施

②　実施状況

①　実施体制
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　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　（理工学部）アンケートの集計結果とともに、各学科での分析結果を報告書にまとめ、
　　　　　　　　教職員および学生に向けてホームページにて公表している。

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　（理工学部）２年に１度、前期及び後期に授業アンケートを実施し、翌年に
　　　　　　　　アンケート結果の分析を行っている。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　（全学）全学FD研修でPBLの概要や手法，事例について受講し，PBL科目の実施に向けて
　　　　　　取り組むべき事項を学び，授業改善につなげている。

　　（全学）前期及び後期に授業アンケートを実施（全学共通教育）

　　（理工学部）各学科で改善点の把握を行し授業改善につなげている。また、授業評価
　　　　　　アンケート結果については、学生にも公表を行い学生からのチェックにも役立てている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　（全学）アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　　２８年　　７月　　－日　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２９年度　公表予定

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｂ　公表方法

　　・平成28年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を
　　　大学ホームページ上に公開予定（平成２９年度中）

　　・平成３１年度に認証評価を受けるべく，学内で検討中（評価機関未定）

　　　　いて記入してください。

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　設置計画に沿ったカリキュラムを用意し、平成２８年４月より学生の受入を開始した。
　　引き続き、設置の趣旨・目的の達成に向け取り組んでいきたい。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イワブチ　アキラ）

岩渕　明

（平成２７年３月）

（オガワ　サトシ）

小川　智
（平成２７年３月）

（マルヤマ　ヒトシ）

丸山　仁
（平成２７年３月）

（スガワラ　エツコ）

菅原　悦子
（平成２７年３月）

（オオフジ　セイキ）

大藤　生気
（平成２８年４月）

（フナザキ　ケンイチ）

船﨑　健一
（平成２８年４月）

（ウエノ　カズユキ）

上野　和之
（平成２８年４月）

職　　名

理　　事

理　　事

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　岩手大学

　　　　岩手大学

　　　　岩手県盛岡市上田四丁目３－５（岩手県盛岡市上田三丁目１８－８）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学科長等

理　　事

（２） 大　学　名

　　　〒０２０－８５５０

（３） 大学の位置

学 部 長

理　　事

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）
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　　　　（入試区分ごとではありません）。
　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。

　　　に報告書を作成してください。

　理工学部

　　システム創成工学科

　　学士（工学）

　　　・学生募集停止を予定している場合は，「備考」にその旨記載してください。

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 －人 人 人 人 人 人 人

703 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 17 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

556 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 16 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

311 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 11 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

271 －

( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 6 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)

[ 　　　 ]

受験者数

志願者数

1.00

　　　　　　　

平成３０年度

Ａ　 入学定員

平成２９年度
平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２８年度 平成３１年度

合格者数

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

備　　考

1112人

人

3年次　16人270人4年

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２５年度開設の４年制の学科の場合（平成２８年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

人年次人年

1.00倍

[ 　　　 ]

270
(　　 　)

[ 　－　 ]

(　－　) (　　 　)

[ 　　　 ]

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ 6 ] [ 0 ] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（－） （－） （　　） （　　） （　　） （　　）

271 －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

（　－　） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

１年次

[　6　]

３年次

計

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３１年度
備　　　　　考

平成２９年度

２年次

271

[　　　　 ][　　　　 ][　　　　 ]

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２８年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

平成３０年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

人 0 人 平成３１年度 人 人 #DIV/0! ％

271 人 0 人 0 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３１年度
入学者

平成２８年度
入学者

平成２９年度
入学者

平成３０年度
入学者

退学者数

人271

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

#DIV/0!

#DIV/0!

％

人 0

合　　計

0 0

人

人

人
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

実
践
知
科
目

基礎ゼミナール 1前 1 1 1 1

英語総合Ⅰ（初級） 1前・後 1
兼8
 兼4

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（初級） 1前・後 1
兼9
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅰ（中級） 1前・後 1
兼12
 兼11

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（中級） 1前・後 1
兼10
 兼9

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅰ（上級） 1前・後 1
兼11
 兼8

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語総合Ⅱ（上級） 1前・後 1
兼10
 兼9

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前・後 1
兼9
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前・後 1
兼7
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前・後 1
兼9
 兼8

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前・後 1
兼9
 兼7

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前・後 1
兼7
 兼6

AG

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前・後 1 兼7 AG

英語基礎 1前 1 兼1

英語発展Ａ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｂ ２・３後 1 兼1 AG1

（１） 授業科目表

２　授業科目の概要

＜理工学部　システム創成工学科＞

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

教
養
教
育
科
目

転
換
教

育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

英語発展Ｃ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｄ ２・３後 1 兼1 AG1

英語発展Ｅ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｆ ２・３後 1 兼1 AG1

英語発展Ｇ ２・３前 1 兼1 AG1

英語発展Ｈ ２・３後 1 兼1 AG1

初級ドイツ語（入門） 1前・後 1
兼9
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級ドイツ語（発展） 1前・後 1
兼10
 兼7

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級ドイツ語 1後 1
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級フランス語(入門) 1前・後 1 兼11

初級フランス語(発展) 1前・後 1 兼9

中級フランス語 1後 1 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1
兼3
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級ロシア語(発展) 1前 1
兼3
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級ロシア語 1後 1
兼2
 兼3

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

初級中国語（入門） 1前・後 1 兼5

初級中国語（発展） 1前・後 1
兼5
 兼6

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中級中国語 1後 1 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 兼3

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

初級韓国語（発展） 1前・後 1 兼3

中級韓国語 1後 1 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

上級日本語Ｄ 1前 1 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 兼1

健康・スポーツＡ 1前 1
兼5
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

健康・スポーツＢ 1後 1
兼5
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

健康・スポーツＣ（シーズン) １・２後 1 兼2 集中

情報基礎 1前 2 2
兼12
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

哲学の世界 １・２前・後 2 兼2

倫理学の世界 １・２後 2 兼1

日本の思想と文化 １・２前・後 2 兼1

アジアの思想と文化 １・２前 2 兼1

欧米の思想と文化 １・２前・後 2 兼1

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
目

情
報
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本の歴史と文化 １・２前・後 2
兼1
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

アジアの歴史と文化 １・２後 2 兼1

欧米の歴史と文化 １・２前・後 2 兼2

ジェンダーの歴史と文化 １・２前 2 兼1

女性と科学の関係史 １・２後 2 兼1

大学の歴史と現在 １・２前 2 兼1

岩手大学ミュージアム学 １・２前 2 1

心の理解 １・２前・後 2
兼6
 兼8

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

日本の文学 １・２前・後 2 兼2

言葉の世界 １・２前・後 2
兼2
 兼3

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

中国の文学 １・２前・後 2 兼1

欧米の文学 １・２後 2 兼1

欧米の言語論 １・２前 2 兼1

芸術の世界 １・２前・後 2 兼2

日本語表現技術入門 １・２前 2 兼1

図書館への招待 １・２後 2 兼1

コミュニケーションの現在 １・２後 2 兼1

心と表象 １・２前 2 兼1

日本事情Ａ １・２前 2 兼1

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本事情Ｂ １・２後 2 兼1

英語で学ぶ日本の文化 １・２前 2 兼1

市民生活と法 １・２前 2 兼4

憲法 １・２前・後 2 兼5

経済のしくみ １・２前・後 2 兼3

現代社会と経済 １・２前・後 2
兼4
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

市民と政治 １・２前 2 兼2

現代政治を見る眼 １・２後 2 兼2

社会的人間論 １・２前・後 2 兼5

現代社会の社会学 １・２前・後 2
兼4
 兼5

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

地域と生活 １・２前 2
兼3
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

地域と社会 １・２後 2
兼3
 兼2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

対人関係の心理学 １・２前・後 2 兼3

知的財産入門 １・２前 2 兼1 集中

知財ワークショップ １・２後 2 兼1 集中

キャリアを考える １・２前・後 2
兼2
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

科学・技術と現代社会 １・２前 2 1

ボランティアとリーダーシップ １・２前 2 兼1 集中,AG

現代の諸問題 １・２前 2
兼4
 兼1

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

社
会
科
目

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

社
会
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

公共社会 １・２前 2 兼1

多文化コミュニケーションＡ １・２前 2 兼1

多文化コミュニケーションＢ １・２後 2 兼1

生命のしくみ １・２前・後 2 兼4 AG2

自然のしくみ １・２前・後 2
兼3
 兼2

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

自然と数理 １・２前・後 2
兼3
 兼2

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

数理のひろがり １・２前・後 2
兼3
 兼2

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

宇宙のしくみ １・２前・後 2 兼2 AG2

物質の世界 １・２前・後 2 兼2 AG2

自然と法則 １・２前・後 2
兼2
 兼1

AG2

教育効果を高めるために、
クラス編成の変更を行った
ため、兼担・兼任教員数を
変更(28)

自然と数理の世界 １・２前 2 兼1 AG2

自然の科学 １・２前 2 兼1 AG2

科学と技術の歴史 １・２後 2 兼1 AG2

くらしと科学技術 １・２後 2 1 AG2

科学技術 １・２前 2 兼1 AG2

「環境」を考える 1後 2 兼1

生活と環境 1後 2 兼1

都市と環境 1後 2 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 兼1

学
問
知
科
目

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

環
境
科
目

自
然
＆
科
学
技
術
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

地球環境と社会 1後 2 兼1

水と環境 1後 2 兼1

廃棄物と環境 1後 2 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 兼1

森林と環境 1後 2 兼1

動物と環境 1後 2 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 兼1

環境の科学 1後 2 兼1

現代社会をみる視角 １・２後 2 兼1

岩手の研究 １・２後 2 兼1

環境マネジメント実践学 １・２前 2 兼1

いわて学Ⅰ １・２前 2 兼1 集中

いわて学Ⅱ １・２後 2 兼1 集中

宮沢賢治の世界 １・２後 2 兼1

危機管理と復興 １・２後 2 兼1 集中

持続可能なコミュニティーづくり実践学 １・２前 2 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ １・２後 2 兼1

地場産業・企業論 １・２前 2 兼1 集中

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

三陸の研究 １・２後 2 兼1

自然災害と社会 １・２前 2 兼1

東北の歴史 １・２後 2 兼1

地域を考える １・２前 2 兼1

地域と国際社会 １・２後 2 兼1 AG3

海外研修－世界から地域を考える－ １・２前 2 兼1 集中,AG3

初年次自由ゼミナール 1後 1 兼6 AG

地域課題演習A ２・３前 2 兼1 集中

地域課題演習B ２・３後 2 兼1 集中

地域課題演習C ２・３前 2 兼1

地域課題演習D ２・３後 2 兼1

地域課題演習E ２・３前 2 兼1 集中

地域課題演習F ２・３後 2 兼1 集中,AG3

地域課題演習G ２・３前 2 兼1

地域課題演習H ２・３後 2 兼1

実
践
知
科
目

地
域
関
連
科
目

地
域
課
題
演
習
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 3

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，習熟度
別クラスを
導入したた
め，兼担・
兼任教員数
を変更(28)

1後 2 兼 1

1後 2 兼 1

電気電子通信コー
ス、機械科学コー
ス、社会基盤・環境
コースのみ開講

1後 2 兼 1
知能・メディア情報
コースのみ開講

2後 2 1
知能・メディア情報
コースのみ開講

1後・2前 2 1 3

電気電子通信コース
必修
機械科学コース必修
社会基盤・環境コー
ス必修

2前・後 2 1 2 兼 1
電気電子通信コース
必修
機械科学コース必修

2前・後
・3前

2 1 2 機械科学コース必修

2前・後
・3後

2 1
2
3

電気電子通信コース
必修
知能・メディア情報
コース必修
機械科学コース必修

教員の異動
のため教員
配置数を変
更(28)

2後・3前 2 1 1 兼 1
電気電子通信コース
必修
機械科学コース必修

1後 2 兼 1
知能・メディア情報
コースのみ開講

1前・後 2
兼
兼

3
1

電気電子通信コー
ス、機械科学コー
ス、社会基盤・環境
コースのみ開講

旧カリキュ
ラム及び教
養科目等の
調整や受講
者数を勘案
し，兼担・
兼任数を変
更(28)

1後・2前 2 兼 1
機械科学コース必修
社会基盤・環境コー
ス必修

2前・後 1 兼 2

共同
機械科学コース、社
会基盤・環境コース
のみ開講

1前・後 2
兼
兼

3
1

電気電子通信コース
必修
機械科学コース必修

教育効果を
高めるため
に，非常勤
講師を追加
したため，
兼担・兼任
数を変更
(28)

1前 2
兼
兼

2
1

社会基盤・環境コー
スのみ開講

教育効果を
高めるため
に，非常勤
講師を追加
したため，
兼担・兼任
数を変更
(28)

1後 2 兼 1
社会基盤・環境コー
スのみ開講

2前 1 兼 1
社会基盤・環境コー
スのみ開講

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分方程式

物理学Ⅱ

物理学実験

化
学
系

化学

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

生
物
系

1前 2 兼 1
知能・メディア情報
コースのみ開講

地
学
系

2後 2 1
社会基盤・環境コー
スのみ開講、RCS

1後 1 3 1

4前 2 兼 2 集中、オムニバス

3後・4前 2 1 1 兼 1

機械科学コース必修
社会基盤・環境コー
ス必修
AS1、RMS

4前 2 兼 1 集中、RMS1

3・4前 2 兼 1 集中、隔年、RMS1

3・4前 2 兼 1 集中、隔年、RMS1

3通 1～2 1
集中、AS1、RMS2、
RCS1

2・3通 1～2 1
集中、AS1、RMS2、
RCS1

1後 2 1
電気電子通信コース
必修
RMSB1、RMSC1

2前 2 1
電気電子通信コース
必修
RMSB1、RMSC1

1後 2 1
電気電子通信コース
必修
RMSB1、RMSC1

1前 2 1
知能・メディア情報
コース必修
RMSA1、RMSC1

2前 2 1
知能・メディア情報
コース必修
RMSA1、RMSC1

2前 2 1
知能・メディア情報
コース必修
RMSA1、RMSC1

2前 2 1
機械科学コース必修
RMSA1、RMSB1

2後 2 1
機械科学コース必修
RMSA1、RMSB1

2後 2 1
機械科学コース必修
RMSA1、RMSB1

1前 2 兼 1
社会基盤・環境コー
ス必修

2前 2 1
社会基盤・環境コー
ス必修

2前 2 2 兼 3
オムニバス
社会基盤・環境コー
ス必修

1前 1 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 2 1

2前 2 1

3前 2 1

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

社会体験学習

国際研修

学
科
内
共
通
科
目

電気回路論Ⅰ

アナログ電子回路

電磁気学Ⅰ

情報工学基礎

離散数学

生物学

地学

特許法特講

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

学
科
内
共
通
科
目

論理回路

材料力学Ⅰ

機械力学

機械設計学

測量学

構造力学Ⅰ

環境工学

情報通信ネットワーク

通信システム

コンピュータ工学

制御システム工学

ディジタル信号処理

電子材料物性学

電
気
電
子
通
信
コ
ー
ス
科
目

電気数学

電気回路論Ⅱ

電気回路論Ⅲ

電磁気学Ⅱ

電磁波工学

ディジタル電子回路

応用電子回路

電気電子計測学

情報通信理論

電子デバイス工学Ⅰ

半導体LSI工学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

2後 2 1

3後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 1 1 RMSB2、RMSC2

2後 2 1 3 共同

3前 2 1 3 共同

2前 2 1

3後 1 1

3後 1 1

2後 1 1

4前 1 5 4 3

2後～3前 1 1

3後 2 2 1 オムニバス

4前 1 5 4 3

4前 2 1

4前 2 1

4前 2 1

4通 6 5 4 3

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1 1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

3前 2 1

4前 2 1

2後 2 1 1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

2後 2 1 1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

3後 2 1

3前 2 兼 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 1 1 2 共同

2後 2 1

2前 2 兼 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 兼 1

3後 2 1

4前 2 兼 1

4前 1 1

3後 1
4
3

6
7

1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

3前 2
4
3

6
7

1 オムニバス
教員の昇格
に伴う変更
(28)

2前 2 1 2 共同

2前 2 1 2 共同

高電圧プラズマ工学

発電工学

送配電工学

電気電子工学課題実習Ⅰ

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験

電子デバイス工学Ⅱ

光エレクトロニクス

エネルギー変換工学

電気機器工学

電気電子工学特別講義

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気設計製図

電気法規

電波法規

卒業研究

プログラム言語及び演習

組込ソフトウェア実習

組込ハードウェア実習

電気電子工学英語研修Ⅰ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

知
能
・
メ
デ
ィ
ア
情
報
コ
ー
ス
科
目

信号処理

画像処理とパターン認識

人工知能

ロボティクス

コンピュータグラフィックス

メディアシステム

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズム

数値計算

データ解析

ディジタル通信

形式言語とオートマトン

情報理論

コンパイラ

数理計画法

ディジタル回路設計

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータネットワーク

オぺレーティングシステム

プログラミング言語入門

ソフトウェア構成論

集積回路

データベース

キャリアセミナー

実用英語セミナー

情報工学特別講義

プログラミング言語及び演習Ⅰ

プログラミング言語及び演習Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

3後 2 1 1 2 共同
教員の昇格
に伴う変更
(28)

3前 2 1 2 共同

4前 2 1 1 共同

2後 1 1 4
オムニバス、共同
（一部）

3前 1 4
オムニバス、共同
（一部）

4前 1
4
3

6
7

1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

1後 1 1 RMSA2、RMSC2

3後 1 1

4通 6
4
3

6
7

1
教員の昇格
に伴う変更
(28)

1前 1 2 共同

1後 1 3 3 兼 1

1前 1 1

2前 1 2 共同

1後 1 2 共同、RMSA2、RMSB2

2後 1 2 共同

3前 1 2 6 兼 1
オムニバス、共同
（一部）

2前 1 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 1 1

2後 1 1

2後 2 兼 1

2後 1 1

2後 2 1

3前 2 1

2前 1 1

3前 1 2 共同

3前 1 1

3前 1 1

3後 2 4 9 兼 1

3後 1 4 9 8 兼 1

4前 1 4 9 8

1前 1 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 兼 1

3前 2 1

3後 2 1

4前 2 1

1前 1 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

1後 1 1

2後 2 1

2後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

プログラミング言語及び演習Ⅲ

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア設計及び演習

ハードウェア実験

ネットワーク実験

情報工学専門実験

機械科学実験

材料力学演習

機械材料学

水力学

水力学演習

機械力学演習

創造プロジェクト

システム創成プロジェクト

卒業研究

機械工作実習

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ

機械基礎製図Ⅱ

ＣＡＤ実習

機械設計製図

機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

工業英語

機械科学研修Ⅰ

機械科学研修Ⅱ

自動車工学概論

熱力学

熱力学演習

機械加工学

制御工学

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

Ｃ言語実習

ロボット工学概論

生体工学

精密工学

システム制御工学

計測工学

ロボティクス工学

生産加工学

材料力学Ⅱ

伝熱工学

燃焼工学

環境とエネルギー

トライボロジー

航空宇宙工学概論

粘性流体工学

数値計算法

固体力学

基礎計算力学

航空流体工学

航空宇宙システム工学

機
械
科
学
コ
ー
ス
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

4通 6 4 9

1前 2 2 兼 1 オムニバス、RCS

1後 1 2
8
9

5 兼 4 共同

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

2後 1 2
8
9

5 兼 3 共同、RCS

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

3前 1 2
8
9

5 共同、RCS

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

3前 1
6
7

4 共同

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

3後 1 3 共同

3後 2 1

3前 1 3 共同

4前 1 2
8
9

5

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

2前 1 2 共同

2後 1 3 共同

2後 2 1

3後 1 兼 1

3前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 2 オムニバス

2前 2 1

2後 2 1

3前 1 1

3後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 1 1

3前 2 1 RCS2

3後 2 1 RCS2

3後 2 1 RCS2

3前 2 2 オムニバス、RCS2

3後 2 2 オムニバス、RCS2

2前 2 1

2後 2 1

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

3前 2 1 1 オムニバス、RCS2

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

2後 2 1

3前 2 1 兼 1 オムニバス

3前 2 1 兼 1 オムニバス

科学技術英語Ⅱ

測量学実習Ⅰ

測量学実習Ⅱ

構造力学Ⅱ

構造力学演習

鋼構造学

卒業研究

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー
ス
科
目

入門地域創生論

地域創生課題演習Ⅰ

地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング演習

数値計算法

科学技術英語Ⅰ

水理学演習

水工学

土質力学Ⅰ

土質力学Ⅱ

土質力学演習

地質工学

コンクリート工学

鉄筋コンクリート工学

建設材料学

施設維持管理工学

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

公共政策学

上下水道工学

水環境工学

大気環境工学

地盤工学

耐震工学

地震 火山防災工学

水・土砂防災工学

都市計画学

交通計画学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

3後 2 兼 1

3後 2 2 オムニバス

3前 2 兼 1

3後 1 2 オムニバス

3後 2 兼 1

3後 1 2
8
9

5

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

4通 5 2
8
9

5

専任教員が
辞職したた
め担当教員
数を変更
(28)

1前 2 1 兼 1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2 1 1 兼 1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

1前 2
兼
兼

2
1

教育効果を
高めるた
め，高校退
職教員を非
常勤講師に
追加（28）

地盤環境工学

生態環境保全学

理工学入門化学

（注）・  設置計画書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上で，

　　　　前年度報告時（平成２８年度に設置された大学等は設置時）より変更されているものは赤字で見え消し修正

　　　　し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

資源循環工学

設計製図

施工法

特別演習

卒業研究

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

　　　　についても，設置時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え

　　　　消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置計画時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度設置以前）
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[0]

科目 科目 科目

3546

[0] [0]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[0]

科目 科目

102 246

必　修 選　択 自　由

102 246

変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

計

6 354

自　由 計必　修 選　択

　　　　

（２） 授業科目数

科目 科目 科目

設　置　時　の　計　画
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

なし

＝
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目
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備考

大学全体

大学全体

大学全体

学部単位での特定不能な
ため、大学全体での数

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（28）

野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

（11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

（6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

677,122

国費（運営費交付金）
による

完成年度

- 千円

671

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

- 千円 - 千円

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0 ㎡

　　　　ＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の項目は

そ　の　他

合　　　計

0 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

9,089 ㎡

(887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

92,894 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡ 484,708 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡

　

図
書
・
設
備

(５)

計

11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

理工学部

902,912〔198,398〕
 872,146〔195,791〕

362 室

実験実習室

 51 室

講　義　室

96 室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

484,708 ㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

3 室

情報処理学習施設

12 室

（補助職員　0人）

- 千円

- 千円設備購入費

図書購入費

- 千円

- 千円 - 千円

第２年次 第３年次

- 千円 - 千円 - 千円

第６年次

- 千円

第４年次 第５年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,357 ㎡

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度開設年度

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 －

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 - 千円 - 千円 - 千円

- 千円

第１年次

（3,750）
 （3,744）

（87）
 （82）

収 納 可 能 冊 数

3,850
3,744

89
82

0

（87）
 （82）

（　　　0）
（3,750）
 （3,744）

点 点 点

902,912〔198,398〕
 872,146〔195,791〕

6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

（　　　0）

6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

3,850
3,744

89
82

0

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕種

３　施設・設備の整備状況，経費

学部全体

0 ㎡ 191,972 ㎡

（　　191,972 ㎡）

484,708 ㎡  0 ㎡

計

（注）・　設置時の計画を，設置計画書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場

新設学部等の名称 室　　　　　　数

理工学部 室

冊

11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

(887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

(４) 専任教員研究室

191,972 ㎡ 0 ㎡

（　　　　0 ㎡） （　　　　0 ㎡）

118

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

運動場用地

小　　　計 484,708 ㎡

92,894 ㎡ 0 ㎡

校 舎 敷 地

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

0 ㎡ 0 ㎡  391,814 ㎡391,814 ㎡

（　　191,972 ㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

101



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

人文社会科学部 4 215 3年次

　人間文化課程 4 125 6 125 学士（総合科学） 1.05 平成28年度

　地域政策課程 4 75 4 75 学士（総合科学） 1.05 平成28年度 同上

　人間科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　環境科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 250

　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.05 平成12年度

　生涯教育課程 4 － － － 学士（生涯教育） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　芸術文化課程 4 － － － 学士（芸術文化） － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 400 3年次

　化学・生命理工学科 4 90 2 90 学士（理工学） 1.06 平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 2 80 学士（理工学） 1.02 平成28年度 同上

　システム創成工学科 4 270 16 270 学士（工学） 1.00 平成28年度 同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

農学部 6 30 3年次

　植物生命科学科 4 40 1 40 学士（農学） 1.10 平成28年度

　応用生物化学科 4 40 1 40 学士（農学） 1.05 平成28年度 同上

　森林科学科 4 30 － 30 学士（農学） 1.06 平成28年度 同上

　食料生産環境学科 4 60 2 60 学士（農学） 1.05 平成28年度 同上

　動物科学科 4 30 1 30 学士（農学） 1.03 平成28年度 同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共生環境課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 120 学士（獣医学） 1.06 平成24年度 同上

　獣医学課程 6 － － － 学士（獣医学） － 平成19年度 同上 平成24年より学生募集停止

人文社会科学研究科（修士課程） 2 16

　人間科学専攻 2 8 － 16 修士（学術） 0.74 平成16年度

　国際文化学専攻 2 4 － 8 修士（学術） 1.00 平成16年度 同上

　社会・環境システム学専攻 2 4 － 8 修士（学術） 0.87 平成16年度 同上

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16

　教職実践専攻 2 16 － 16 教職修士（専門職） 1.06 平成28年度

教育学研究科（修士課程） 2 16

　学校教育実践専攻 2 － － － 修士（教育学） － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　教科教育専攻 2 － － － 修士（教育学） － 平成7年度 同上 平成28年より学生募集停止

４　既設大学等の状況

　岩手大学

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号
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工学研究科（博士前期課程） 2 165

　応用化学・生命工学専攻 2 25 － 50 修士（工学） 1.38 平成21年度

　フロンティア材料機能工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.14 平成21年度 同上

　電気電子・情報システム工学専攻 2 40 － 80 修士（工学） 1.30 平成21年度 同上

　機械システム工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.43 平成21年度 同上

　社会環境工学専攻 2 20 － 40 修士（工学） 0.92 平成21年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 2 10 － 20 修士（工学又は芸
術工学）

1.65 平成21年度 同上

　金型・鋳造工学専攻 2 10 － 20 修士（工学） 1.35 平成18年度 同上

農学研究科（修士課程） 2 67

　農学生命専攻 2 20 － 40 修士（農学） 0.55 平成21年度

　応用生物化学専攻 2 15 － 30 修士（農学） 1.10 平成21年度 同上

　共生環境専攻 2 16 － 32 修士（農学） 0.75 平成21年度 同上

　動物科学専攻 2 8 － 16 修士（農学） 0.74 平成21年度 同上

　バイオフロンティア専攻 2 8 － 16 修士（農学） 0.62 平成21年度 同上

工学研究科（博士後期課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 9 － 27 博士（工学） 0.18 平成21年度

　電気電子・情報システム工学専攻 3 4 － 12 博士（工学） 0.83 平成21年度 同上

　機械・社会環境システム工学専攻 3 4 － 12 博士（工学） 1.16 平成21年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 9 博士（工学又は芸
術工学）

1.44 平成21年度 同上

連合農学研究科（博士課程） 3 32

　生物生産科学専攻 3 8 － 24 博士（農学又は学
術）

1.33 平成2年度

　生物資源科学専攻 3 10 － 30 博士（農学又は学
術）

0.80 平成2年度 同上

　寒冷圏生命システム学専攻 3 6 － 18 博士（農学又は学
術）

0.83 平成18年度 同上

　生物環境科学専攻 3 8 － 18 博士（農学又は学
術）

1.12 平成2年度 同上

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（国立大学法人）が設置している全ての大学（学部，学

　　　　科）及び大学院（専攻）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，平成２８年５月

　　　　１日現在の上記項目の情報を記入してください。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専 教授
ｵｻﾀﾞ ﾋﾛｼ
長田　洋
（５２）

平成28年4月

電気回路論Ⅱ
ディジタル電子回路

応用電子回路
組込ソフトウェア実習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学特別講義※

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 教授
ﾀｶｷ ｺｳｲﾁ
髙木 浩一
（５２）

平成28年4月

電気回路論Ⅰ
電磁気学Ⅰ
高電圧プラズマ工学

送配電工学
電気電子工学課題実習Ⅰ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気法規
卒業研究

専 教授
ﾂﾈｶﾜ ﾖｼﾀｶ
恒川 佳隆
（５９）

平成28年4月

制御システム工学
ディジタル信号処理

組込ハードウェア実習
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 教授
ﾆｼﾀﾞﾃ ｶｽﾞﾒ
西館 数芽
（５１）

平成28年4月

確率統計学
コンピュータ工学
電子材料物性学
プログラム言語及び演習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 教授
ｱﾍﾞ ﾏｻﾄ
安倍 正人
（６３）

平成28年4月 集積回路

専 教授
ｺﾝﾉ ｺｳｲﾁ
今野 晃市
（５３）

平成28年4月

微分方程式
ソフトパス理工学概論

情報工学基礎
メディアシステム
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

情報工学専門実験
卒業研究

専 教授
ﾆｼﾔﾏ ｷﾖｼ
西山　清
（５８）

平成28年4月

線形代数学Ⅱ
信号処理
情報理論
キャリアセミナー
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

情報工学専門実験
卒業研究

専 教授
ﾊｷﾞﾊﾗ ﾖｼﾋﾛ
萩原 義裕
（５１）

平成28年4月

基礎ゼミナール
オぺレーティングシステム

ディジタル通信
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

ハードウェア実験※

情報工学専門実験
システム創成プロジェクト

卒業研究
理工学入門数学Ⅰ

専 教授
ｳｴﾉ ｶｽﾞﾕｷ
上野 和之
（５０）

平成28年4月

基礎数学
ベクトル解析
初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅱ
水力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空宇宙工学概論
卒業研究

専 教授
ﾋﾛｾ ｺｳｲﾁ
廣瀬 宏一
（６２）

平成28年4月

初年次機械ゼミナール

機械科学実験※
熱力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
伝熱工学

５　教員組織の状況

＜理工学部　システム創成学科＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専 教授
ﾌﾅｻﾞｷ ｹﾝｲﾁ
船﨑 健一
（５８）

平成28年4月

複素解析
フーリエ解析
機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空流体工学
航空宇宙システム工学

卒業研究

専 教授
ﾐｽﾞﾉ ﾏｻﾋﾛ
水野 雅裕
（５４）

平成28年4月

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ
機械基礎製図Ⅱ
機械加工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

専 教授
ﾔﾅｵｶ ﾋﾃﾞｷ
柳岡 英樹
（４７）

平成28年4月

ソフトパス理工学概論

初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
自動車工学概論
燃焼工学
粘性流体工学
基礎計算力学
卒業研究

専 教授
ｳﾐﾀ ﾃﾙﾕｷ
海田 輝之
（６３）

平成28年4月

都市と環境
ソフトパス理工学概論

環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

専 教授
ｵｵﾂｶ ﾅｵﾋﾛ
大塚 尚寬
（６３）

平成28年4月

環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

専 教授
ﾃﾞﾄ ﾋﾃﾞｱｷ
出戸 秀明
（６４）

平成28年4月
情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

専 教授
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾛｼ
中澤　廣
（６３）

平成28年4月

廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

専 教授
ﾊﾈﾊﾗ ｼｭﾝｽｹ
羽原 俊祐
（６０）

平成28年4月

技術者倫理
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

科学技術英語Ⅱ
コンクリート工学
建設材料学
特別演習
卒業研究

専 教授
ﾐﾅﾐ ﾏｻｱｷ
南　正昭
（５１）

平成28年4月

入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

科学技術英語Ⅱ
都市計画学
公共政策学※
特別演習
卒業研究

専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｺｳｲﾁﾛｳ
小林 宏一郎
（４７）

平成28年4月

電気電子計測学
情報通信ネットワーク

電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学特別講義※

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 准教授
ｷｸﾁ ﾋﾛｱｷ
菊池 弘昭
（４４）

平成28年4月

微分方程式
複素解析
エネルギー変換工学
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気設計製図
卒業研究

専 准教授
ﾀﾞｲﾎﾞｳ ﾏｻﾋﾛ
大坊 真洋
（５０）

平成28年4月

情報基礎
ソフトパス理工学概論

アナログ電子回路
情報通信理論
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修Ⅰ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専 准教授
ﾎﾝﾏ ﾅｵｷ
本間 尚樹
（４２）

平成28年4月

基礎数学
電気数学
電気回路論Ⅲ
電磁波工学
通信システム
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

電波法規
卒業研究

専 准教授
ﾑｶｲｶﾞﾜ ｾｲｼﾞ
向川 政治
（４５）

平成28年4月

ベクトル解析
電磁気学Ⅱ
電子デバイス工学Ⅰ

電気機器工学
発電工学
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学特別講義※

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 准教授
ｱｶｼ ﾀｸﾔ
明石 卓也
（３７）

平成28年4月

ヒューマンインタフェース

数理計画法
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

プログラミング言語及び演習Ⅰ

情報工学専門実験
卒業研究

専 准教授
ｷﾝ ﾃﾝｶｲ
金　天海
（３７）

平成28年4月

人工知能
ロボティクス
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

情報工学専門実験
創造プロジェクト
卒業研究

専 准教授
ﾅｶﾞﾀ ﾖｼﾌﾐ
永田 仁史
（５４）

平成28年4月

ディジタル回路設計

プログラミング言語入門

実用英語セミナー
情報工学特別講義※

ハードウェア設計及び演習

情報工学専門実験
卒業研究

専 准教授
ﾅｶﾔ ﾅｵｼ
中谷 直司
（４５）

平成28年4月

コンピュータネットワーク

ソフトウェア構成論

実用英語セミナー
情報工学特別講義※

プログラミング言語及び演習Ⅱ

情報工学専門実験
卒業研究

専 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾋﾛ
藤本 忠博
（４９）

平成28年4月

コンピュータグラフィックス

データ構造とアルゴリズム

数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

プログラミング言語及び演習Ⅲ

情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

専 教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾋﾛ
藤本 忠博
（４９）

平成28年4月

コンピュータグラフィックス

データ構造とアルゴリズム

数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

プログラミング言語及び演習Ⅲ

情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

平成28年4月
　准教授から教授に昇格（28）

平成28年2月
　AC教員審査済（28）

専 准教授
ﾖｼﾓﾘ ｷｭｳ
吉森　久
（６０）

平成28年4月

複素解析
確率統計学
データ解析
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

情報工学専門実験
卒業研究

専 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾋﾃﾞｷ
小野寺 英輝
（５４）

平成28年4月

岩手大学ミュージアム学

科学・技術と現代社会

技術者倫理
機械科学実験※
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
環境とエネルギー
卒業研究

専 准教授
ｻﾄｳ ｱﾂｼ
佐藤　淳
（４４）

平成28年4月

初年次機械ゼミナール

制御工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
システム制御工学
卒業研究

専 准教授
ｼﾐｽﾞ ﾄﾓﾊﾙ
清水 友治
（５６）

平成28年4月

機械設計製図
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生産加工学
卒業研究

専 准教授
ﾆｼﾑﾗ ﾌﾐﾋﾄ
西村 文仁
（４５）

平成28年4月

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
数値計算法
固体力学
卒業研究
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専 准教授
ﾐﾖｼ ﾀｽｸ
三好　扶
（４３）

平成28年4月

情報基礎
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボット工学概論
生体工学
計測工学
卒業研究

専 准教授
ﾕｶﾜ ﾄｼﾋﾛ
湯川 俊浩
（４８）

平成28年4月

機械力学
機械科学実験※
機械力学演習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボティクス工学
卒業研究

専 准教授
ﾖｼﾉ ﾔｽﾋﾛ
吉野 泰弘
（４７）

平成28年4月

機械設計製図
機械材料学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

専 准教授
ﾖｼﾊﾗ ﾉﾌﾞﾋﾄ
吉原 信人
（３９）

平成28年4月

確率統計学
機械設計学
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
精密工学
卒業研究

専 准教授
ﾜｷ ﾋﾛﾕｷ
脇　裕之
（４３）

平成28年4月

微分方程式
社会体験学習
材料力学Ⅰ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
材料力学Ⅱ
卒業研究

専 准教授
ｲﾄｳ ｱﾕﾐ
伊藤　歩
（４４）

平成28年4月

環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
上下水道工学
水環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

専 准教授
ｵｵｶﾜﾗ ﾏｻﾌﾐ
大河原 正文
（５１）

平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
土質力学Ⅰ
土質力学Ⅱ
土質力学演習
地盤工学
水・土砂防災工学※

特別演習
卒業研究

専 准教授
ｵｵﾆｼ ﾋﾛｼ
大西 弘志
（４５）

平成28年4月

構造力学Ⅰ
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅱ
構造力学Ⅱ
鋼構造学
施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究

専 准教授
ｵｶﾞｻﾜﾗ ﾄｼﾉﾘ
小笠原 敏記
（４２）

平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

数値計算法
科学技術英語Ⅱ
水理学Ⅰ
水理学Ⅱ
水工学
水・土砂防災工学※

特別演習
卒業研究
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専 准教授
ｵﾔﾏﾀﾞ ﾃﾂﾔ
小山田 哲也
（４２）

平成28年4月

基礎ゼミナール
国際研修
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
鉄筋コンクリート工学

施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究

専 准教授
ｺｼﾔ ｼﾝ
越谷　信
（５７）

平成28年4月

微分方程式
地学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅱ
地質工学
地震 火山防災工学※

特別演習
卒業研究

専 准教授
ｻｲﾄｳ ﾐﾂｸﾞ
齊藤　貢
（４５）

平成28年4月

フーリエ解析
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅱ
大気環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

専 准教授
ﾋﾗｲ ﾋﾛｼ
平井　寛
（４１）

平成28年4月

確率統計学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅱ
交通計画学
公共政策学※
特別演習
卒業研究

後任未定

平成28年3月
平井寛准教授辞任(28)
「地域創生課題演習Ⅰ」「地域創生
課題演習Ⅱ」，「地域創生課題演習
Ⅲ」，「社会基盤・環境工学実
験」，「科学技術英語Ⅱ」，「特別
演習」，「卒業研究」は他に複数人
の担当者がいるため，支障はない。
なお，「確率統計学」，「公共政策
学」，「交通計画学」については，
学生に影響が出ないよう，開講（平
成29年度以降）までに後任担当が決
まるよう検討中。

専 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
山本 英和
（４９）

平成28年4月

くらしと科学技術
基礎数学
ベクトル解析
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

科学技術英語Ⅱ
耐震工学
地震 火山防災工学※

特別演習
卒業研究

専 准教授
ｷﾑﾗ ｱｷｵ
木村 彰男
（４７）

平成28年4月

基礎数学
画像処理とパターン認識

実用英語セミナー
情報工学特別講義※

ソフトウェア設計及び演習

情報工学専門実験
卒業研究

専 講師
ﾋﾗﾔﾏ ﾀｶｼ
平山 貴司
（４４）

平成28年4月

離散数学
論理回路
実用英語セミナー
情報工学特別講義※

情報工学専門実験
卒業研究

専 助教
ｲｴ　ﾛﾝﾋﾞﾝ
叶　榮彬
（５０）

平成28年4月

基礎ゼミナール
光エレクトロニクス
電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 助教
ｻﾄｳ ﾋﾛｱｷ
佐藤 宏明
（４９）

平成28年4月

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 助教
ﾐｳﾗ ｹﾝｼﾞ
三浦 健司
（４０）

平成28年4月

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 助教
ｳﾁﾀﾞﾃ ﾐﾁﾏｻ
内舘 道正
（４１）

平成28年4月

ＣＡＤ実習
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
トライポロジー
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専 助教
ｶﾄｳ ﾋﾛﾏｻ
加藤 大雅
（４２）

平成28年4月
ＣＡＤ実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ｻｻｷ ﾏｺﾄ
佐々木 誠
（３８）

平成28年4月

機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ｽｴﾅｶﾞ ﾖｳｽｹ
末永 陽介
（４０）

平成28年4月

機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾋﾃﾞｵ
谷口 英夫
（４７）

平成28年4月

機械科学実験※
水力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ﾆｼｶﾜ ﾅｵﾋﾛ
西川 尚宏
（３７）

平成28年4月

機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ﾌｸｴ ﾀｶｼ
福江 高志
（３２）

平成28年4月
熱力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ﾎｳｼﾞｮｳ ﾄﾓﾋｺ
北條 智彦
（３７）

平成28年4月

機械科学実験※
材料力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教
ｻﾄｳ ﾏｺﾄ
佐藤　信
（５６）

平成28年4月
プログラミング言語入門

プログラミング言語及び演習Ⅰ

プログラミング言語及び演習Ⅱ

プログラミング言語及び演習Ⅲ

専 助教
ﾌｼﾞｵｶ ﾄﾖﾀ
藤岡 豊太
（４６）

平成28年4月

プログラミング言語及び演習Ⅲ

ハードウェア設計及び演習

ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

専 助教
ﾏﾂﾔﾏ ｶﾂﾂｸﾞ
松山 克胤
（３９）

平成28年4月

プログラミング言語入門

プログラミング言語及び演習Ⅰ

ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

専 助教
ﾔﾏﾅｶ ｶﾂﾋｻ
山中 克久
（３５）

平成28年4月

形式言語とオートマトン

プログラミング言語及び演習Ⅱ

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

専 助教
ﾙｳ ｼﾝ
廬　忻
（３７）

平成28年4月
ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

専 助教
ｲｼｶﾜ(ｶﾒｲ)ﾅｵ

石川（亀井）奈緒

（３９）
平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教
ｶﾓｼﾀﾞ ﾅｵﾄ
鴨志田 直人
（４２）

平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング

演習

科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教
ｺﾔﾏ ﾀｹｼ
小山　猛
（４０）

平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境プログラミング

演習

科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教
ﾊﾚﾔﾏ ﾜﾀﾙ
晴山　渉
（３６）

平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教

ﾏﾂﾊﾞﾔｼ(ﾜﾀﾅﾍﾞ) ﾕﾘ
ｺ

松林(渡邉)由里子

（３５）

平成28年4月

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング

演習

科学技術英語Ⅱ
水理学演習
特別演習
卒業研究
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

兼担 教授
ｵﾀﾞｲ　ﾖｼﾀｶ
尾台　喜孝
（５７）

平成28年4月
数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

兼担 教授
ﾆｼｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ
西崎　滋
（６１）

平成28年4月
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ

兼担 教授
ﾆｼｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ
西崎　滋
（６１）

平成28年4月

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ

旧カリキュラム及び教養科目等の調
整や受講者数を勘案し，担当科目を
追加（28）

兼担 教授
ﾊﾅﾐ　ﾋﾄｼ
花見　仁史
（５７）

平成28年4月
自然のしくみ
物理学

兼担 教授
ﾊﾅﾐ　ﾋﾄｼ
花見　仁史
（５７）

平成28年4月
自然のしくみ
物理学
物理学Ⅰ

旧カリキュラム及び教養科目等の調
整や受講者数を勘案し，担当科目を
追加（28）

兼担 教授
ﾅﾘﾀ ｼﾝﾔ
成田 晋也
（４７）

平成28年4月
科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼担 教授
ﾜｷﾉ ﾋﾛｼ
脇野　博
（６１）

平成28年4月

科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
技術者倫理

兼担 教授
ﾜｷﾉ ﾋﾛｼ
脇野　博
（６１）

平成28年4月

 科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
技術者倫理
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｵﾀﾞ ﾉﾌﾞｵ
織田　信男
（５２）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ｷﾀﾑﾗ ｶｽﾞﾁｶ
北村　一親
（５７）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼担 教授
ﾀｶﾊｼ ｺｳｲﾁ
髙橋　宏一
（６１）

平成28年4月
地域と生活
地域と社会

兼担 教授
ﾀｹﾑﾗ（ｵｵﾌﾞﾁ）ｻﾁｺ

竹村（大渕）祥子

（５７）
平成28年4月

社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｶｽﾞｵ
松岡　和生
（５８）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾋﾛｼ
山口　浩
（６１）

平成28年4月 心の理解

兼担 教授
ｲｴｲ ﾐﾁｺ

家井　美千子
（５９）

平成28年4月 日本の文学
日本語表現技術入門

兼担 教授
ｲｹﾀﾞ ｼｹﾞｶｽﾞ
池田　成一
（６２）

平成28年4月 欧米の思想と文化

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ ｼｹﾞｶｽﾞ
池田　成一
（６５）

平成31年4月 欧米の思想と文化

兼担 教授
ｵｵﾄﾓ ﾉﾌﾞﾔ
大友　展也
（５５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼担 教授
ｵｵﾄﾓ ﾉﾌﾞﾔ
大友　展也
（５５）

平成28年4月
 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｺﾞﾄｳ ﾅｵﾄ
後藤　尚人
（５７）

平成28年4月
初級フランス語(発展)

ボランティアとリーダーシップ

危機管理と復興

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｼﾞ
齋藤　伸治
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

欧米の言語論

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｼﾞ
齋藤　伸治
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

欧米の言語論
英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾂｸﾞ
齋藤　博次
（６１）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｃ
英語発展Ｄ
英語発展Ｆ
欧米の文学

兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾂｸﾞ
齋藤　博次
（６１）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

 英語発展Ｃ
 英語発展Ｄ
 英語発展Ｆ
 欧米の文学
英語総合Ⅰ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾅｶﾑﾗ ﾔｽﾋﾛ
中村　安宏
（５４）

平成28年4月 日本の思想と文化

兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓｼﾞ
樋口　知志
（５６）

平成28年4月
日本の歴史と文化
東北の歴史

兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓｼﾞ
樋口　知志
（５６）

平成28年4月
 日本の歴史と文化
東北の歴史

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

（１） 担当教員表

＜共通＞
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｸﾆﾋﾛ
松林　城弘
（５７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｅ
英語発展Ｇ
英語発展Ｈ

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｸﾆﾋﾛ
松林　城弘
（５７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

 英語発展Ｅ
 英語発展Ｇ
 英語発展Ｈ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾋｺ
山本　昭彦
（５９）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

宮沢賢治の世界
兼担 教授

ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾋｺ
山本　昭彦
（５９）

平成28年4月

初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

 宮沢賢治の世界
欧米の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更や担
当科目の変更を行ったため担当科目
を削除・追加（28）

兼担 教授
ﾖｺｲ ﾏｻｱｷ
横井　雅明
（５５）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｼ
内田　浩
（５４）

平成28年4月 憲法
現代社会をみる視角

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｼ
内田　浩
（５４）

平成28年4月 憲法
 現代社会をみる視角

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｷｸﾁ ﾀｶﾖｼ
菊池　孝美
（６４）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ｷｸﾁ ﾀｶﾖｼ
菊池　孝美
（６５）

平成29年4月 現代社会と経済

兼担 教授
ﾀｸﾞﾁ ﾉﾘｵ
田口　典男
（６４）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ﾀｸﾞﾁ ﾉﾘｵ
田口　典男
（６５）

平成29年4月 現代社会と経済

兼担 教授
ﾀｹﾊﾗ ｱｷﾋﾃﾞ
竹原　明秀
（５７）

平成28年4月 生命のしくみ
地域の環境保全を考える

兼担 教授
ﾋﾗｷ ﾀﾂﾐ
開　龍美
（６１）

平成28年4月 哲学の世界 兼担 教授
ﾋﾗｷ ﾀﾂﾐ
開　龍美
（６１）

平成28年4月
哲学の世界
「環境」を考える

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｶﾂﾐ
松岡　勝実
（５３）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 教授
ﾐﾔﾓﾄ ﾄﾓﾐ

宮本　ともみ
（５５）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 教授
ﾖｺﾔﾏ ﾋﾃﾞﾉﾌﾞ
横山　英信
（５３）

平成28年4月
現代社会と経済
岩手の研究

兼担 教授
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６３）

平成28年4月 心の理解 兼担 教授
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６３）

平成28年4月  心の理解

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６５）

平成30年4月 心の理解 兼任 講師
ｱｸﾂ ﾋﾛﾐ

阿久津　洋巳
（６５）

平成30年4月  心の理解

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６４）

平成28年4月
心の理解
心と表象

兼担 教授
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６４）

平成28年4月
 心の理解
心と表象

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６５）

平成29年4月
心の理解
心と表象

兼任 講師
ｱﾂﾞﾏ ﾉﾘｱｷ
我妻　則明
（６５）

平成29年4月
 心の理解
心と表象

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｳｻﾐ ｺｳｾｲ

宇佐美　公生
（５９）

平成28年4月 倫理学の世界

兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻﾄｼ
遠藤　匡俊
（６１）

平成28年4月 地域と生活

兼担 教授
ｵｵﾉ ﾏｷｵ

大野　眞男
（６１）

平成28年4月
上級日本語Ｈ
言葉の世界

兼担 教授
ｵｵﾉ ﾏｷｵ

大野　眞男
（６１）

平成28年4月
上級日本語Ｈ
 言葉の世界

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋｻ
鎌田　安久
（５８）

平成28年4月 健康・スポーツＡ 兼担 教授
ｶﾏﾀﾞ ﾔｽﾋｻ
鎌田　安久
（５８）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｶﾜﾀﾞ ｺｳｲﾁ
川田　浩一
（５０）

平成28年4月 数理のひろがり 兼担 教授
ｶﾜﾀﾞ ｺｳｲﾁ
川田　浩一
（５０）

平成28年4月  数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｶﾝﾉ ﾌﾐｵ

菅野　文夫
（６０）

平成28年4月
アジアの思想と文化

日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

兼担 教授
ｷｸﾁ ｻﾄﾙ
菊地　悟
（５８）

平成28年4月 上級日本語Ｄ

兼担 教授
ｷﾑﾗ ﾅｵﾋﾛ
木村　直弘
（５４）

平成28年4月 芸術の世界
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兼担 教授
ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾕｷ
清水　茂幸
（５４）

平成28年4月
健康・スポーツＢ
健康・スポーツＣ
（シーズン)

兼担 教授
ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾕｷ
清水　茂幸
（５４）

平成28年4月
健康・スポーツＢ
 健康・スポーツＣ
 （シーズン)

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｽｶﾞﾜﾗ ｴﾂｺ
菅原　悦子
（６２）

平成28年4月 生活と環境

兼任 講師
ｽｶﾞﾜﾗ ｴﾂｺ
菅原　悦子
（６５）

平成31年4月 生活と環境

兼担 教授
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６３）

平成28年4月
自然のしくみ
図書館への招待

兼担 教授
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６３）

平成28年4月
自然のしくみ
 図書館への招待

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６５）

平成30年4月
自然のしくみ
図書館への招待

兼任 講師
ﾀｹｲ ﾀｶｱｷ
武井　隆明
（６５）

平成30年4月
自然のしくみ
 図書館への招待

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ﾄﾞｲ ﾉﾌﾞｵ
土井　宣夫
（６４）

平成28年4月
地域と社会
自然災害と社会

兼任 講師
ﾄﾞｲ ﾉﾌﾞｵ
土井　宣夫
（６５）

平成29年4月
地域と社会
自然災害と社会

兼担 教授
ﾅｺﾞｼ ﾄｼﾕｷ
名越　利幸
（６０）

平成28年4月 三陸の研究 兼担 教授
ﾅｺﾞｼ ﾄｼﾕｷ
名越　利幸
（６０）

平成28年4月  三陸の研究
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ﾑｷﾞｸﾗ ﾃﾂ
麥倉　哲
（６０）

平成28年4月
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授
ﾔﾌﾞ ﾄｼﾋﾛ
藪　敏裕
（５８）

平成28年4月
上級日本語Ｇ
地域課題演習D

兼担 教授
ﾔﾌﾞ ﾄｼﾋﾛ
藪　敏裕
（５８）

平成28年4月
 上級日本語Ｇ
地域課題演習D

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ﾖｼｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾄ
吉澤　正人
（６３）

平成28年4月 物質の世界

兼任 講師
ﾖｼｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾄ
吉澤　正人
（６５）

平成30年4月 物質の世界

兼担 教授
ﾋﾔﾈ ｱｷﾗ

比屋根　哲
（５８）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾋﾔﾈ ｱｷﾗ

比屋根　哲
（５８）

平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｶﾜｲ ｼｹﾞﾅｵ
河合　成直
（５９）

平成28年4月 水と環境 兼担 准教授
ｷﾉｼﾀ ﾕｷｵ
木下　幸雄
（４５）

平成28年4月 水と環境
平成28年4月
担当教員辞任に伴い兼担教員を変更
（28）

兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
廣田　純一
（６１）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
廣田　純一
（６１）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

現代の諸問題

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｻﾉ ﾋﾛｱｷ

佐野　宏明
（６１）

平成28年4月
動物と環境
環境の科学

兼担 教授
ｻﾉ ﾋﾛｱｷ

佐野　宏明
（６１）

平成28年4月
 動物と環境
環境の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６３）

平成28年4月
生命のしくみ
自然の科学

兼担 教授
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６３）

平成28年4月
 生命のしくみ
自然の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６５）

平成30年4月
生命のしくみ
自然の科学

兼任 講師
ｺﾞﾘﾖｳ ﾏｻﾉﾌﾞ
御領　政信
（６５）

平成30年4月
 生命のしくみ
自然の科学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 教授
ｻﾜｸﾞﾁ ｲｻｵ
澤口　勇雄
（６３）

平成28年4月 森林と環境

兼任 講師
ｻﾜｸﾞﾁ ｲｻｵ
澤口　勇雄
（６５）

平成30年4月 森林と環境

兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
西山　賢一
（５０）

平成28年4月 生命のしくみ 兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
西山　賢一
（５０）

平成28年4月  生命のしくみ
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６４）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６４）

平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼任 講師
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６５）

平成29年4月 初年次自由ゼミナール 兼任 講師
ﾀﾂﾐ ﾏｻﾉﾌﾞ
立身　政信
（６５）

平成29年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｵｵｶﾜ ｶｽﾞｷ
大川　一毅
（５６）

平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼担 教授
ｵｵｶﾜ ｶｽﾞｷ
大川　一毅
（５６）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

大学の歴史と現在

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｲｼｶﾞｷ　ﾂﾖｼ
石垣　剛
（４５）

平成28年4月
宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

兼担 准教授
ｶﾜｻｷ　ｼｭｳｼﾞ
川﨑　秀二
（４８）

平成28年4月
自然と数理
線形代数学
線形代数学Ⅰ

兼担 准教授
ﾅｶﾆｼ ﾖｼｷ
中西 良樹
（４３）

平成28年4月 フーリエ解析

兼担 教授
ｺｲﾃﾞ ｼｮｳｼﾞ
小出　章二
（４９）

平成28年4月 生活と環境
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 教授
ｾｷﾉ ﾉﾎﾞﾙ
関野　登
（５７）

平成28年4月 森林と環境
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）
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兼担 准教授
ﾅﾗ　ﾐﾂﾉﾘ
奈良　光紀
（４２）

平成28年4月
自然と数理
微分積分学Ⅰ

兼担 准教授
ﾖｺﾀ ﾏｻｱｷ
横田 政晶
（５０）

平成28年4月 理工学入門化学

兼担 准教授
ﾃﾗｻｷ ﾏｻﾉﾘ
寺﨑　正紀
（４５）

平成28年4月

物質の世界
化学
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

兼担 准教授
ｵｸﾉ ﾏｻｺ

奥野　雅子
（５６）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ｵﾉｻﾞﾜ ｱｷｺ

小野澤　章子
（４８）

平成28年4月
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 准教授
ｵﾉｻﾞﾜ ｱｷｺ

小野澤　章子
（４８）

平成28年4月
 社会的人間論
現代社会の社会学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｽｽﾞｷ ﾏﾓﾙ
鈴木　護
（４６）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼担 准教授
ｵﾄｷﾀ ﾉﾌﾞﾋﾛ
音喜多　信博
（４９）

平成28年4月 哲学の世界

兼担 准教授
ｶｲﾂﾞﾏ（ｳﾁﾀﾞ）ｹｲｺ

海妻（内田）径子

（４７）
平成28年4月

ジェンダーの歴史と文

化
女性と科学の関係史

兼担 准教授
ｶｼﾞ（ﾌｹ）ｻﾔｶ
梶（福家）さやか

（３８）
平成28年4月 欧米の歴史と文化

兼担 准教授
ｶﾜﾑﾗ ｶｽﾞﾋﾛ
川村　和宏
（３９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼担 准教授

ｸﾞﾗ ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ ｼﾞｬﾝ

GRAS　Alexandre

Jean

（４１）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 准教授
ｺｼﾞﾏ（ｶﾜﾊﾞﾀ）ｻﾄｺ

小島（川端）聡子

（４７）
平成28年4月 言葉の世界

兼担 准教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳｺ
小林　葉子
（４５）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼担 准教授
ｼｭｳﾞｧﾑﾎﾞﾙﾝ ﾌﾗﾝｸ

Schwamborn　Frank

（５６）
平成28年4月

初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

兼担 准教授
ﾅｶｻﾞﾄ ﾏｷｺ

中里　まき子
（４０）

平成28年4月
初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

兼担 准教授
ﾆｼﾀﾞ ﾌﾐﾉﾌﾞ
西田　文信
（４３）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

中国の文学
兼担 准教授

ﾆｼﾀﾞ ﾌﾐﾉﾌﾞ
西田　文信
（４３）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

 中国の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾊｼﾓﾄ ﾏﾅﾌﾞ
橋本　学
（５４）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの現在

兼担 准教授
ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ
堀口　大樹
（３１）

平成28年4月 中級ロシア語 兼担 准教授
ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ
堀口　大樹
（３１）

平成28年4月 中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾔﾝ ｲﾝｼﾙ
梁　仁實
（４４）

平成28年4月
初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

兼担 准教授
ｴﾊﾗ ｶﾂﾕｷ
江原　勝行
（４４）

平成28年4月 憲法

兼担 准教授
ｶﾜｲ ﾙｲ
河合　塁
（４０）

平成28年4月
憲法
現代の諸問題

兼担 准教授
ｸｲﾀ ﾄｼﾕｷ
杭田　俊之
（５０）

平成28年4月 経済のしくみ

兼担 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾖｳｲﾁ
齊藤　彰一
（４６）

平成28年4月 経済のしくみ

兼担 准教授
ｻｻｵ ﾄｼｱｷ
笹尾　俊明
（４２）

平成28年4月 経済のしくみ
環境マネジメントと岩手大学

兼担 教授
ｻｻｵ ﾄｼｱｷ
笹尾　俊明
（４２）

平成28年4月 経済のしくみ
環境マネジメントと岩手大学

平成28年4月
　准教授から教授に昇格（28）

兼担 准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ
島田　佳憲
（３１）

平成28年4月 現代社会と経済 兼担 准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ
島田　佳憲
（３１）

平成28年4月  現代社会と経済

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
塚本　善弘
（４７）

平成28年4月 現代社会の社会学 兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
塚本　善弘
（４７）

平成28年4月
現代社会の社会学
社会的人間論

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾅｶｼﾏ ｷﾖﾀｶ
中島　清隆
（４１）

平成28年4月

持続可能なコミュニティーづく

り実践学

地元の企業に学ぶＥＳ

Ｄ
環境マネジメント実践
学
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兼担 准教授
ﾆｼﾏｷ ﾏｻﾖｼ
西牧　正義
（４９）

平成28年4月 市民生活と法 兼担 准教授
ﾆｼﾏｷ ﾏｻﾖｼ
西牧　正義
（４９）

平成28年4月 市民生活と法
現代社会をみる視角

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾌｶｻﾞﾜ ﾔｽﾋﾛ
深澤　泰弘
（３９）

平成28年4月 市民生活と法

兼担 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ｺｳｼﾞ
藤本　幸二
（４２）

平成28年4月

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ

公共社会

兼担 准教授
ｷｸﾁ ﾋﾛｼ
菊地　洋
（４４）

平成28年4月 憲法

兼担 准教授
ｻﾜﾑﾗ ｼﾖｳｲﾂ
澤村　省逸
（５２）

平成28年4月
健康・スポーツＣ
（シーズン)

兼担 准教授
ｻﾜﾑﾗ ｼﾖｳｲﾂ
澤村　省逸
（５２）

平成28年4月

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼｮｳ
清水　将
（４９）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

兼担 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼｮｳ
清水　将
（４９）

平成28年4月
 健康・スポーツＡ
 健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｽｽﾏｺﾞ ｺｳｼﾞ
煤孫　康二
（６４）

平成28年4月 芸術の世界

兼任 講師
ｽｽﾏｺﾞ ｺｳｼﾞ
煤孫　康二
（６５）

平成29年4月 芸術の世界

兼担 准教授
ﾂﾁﾔ ｱｷﾋﾛ
土屋　明広
（４１）

平成28年4月 現代社会の社会学 兼担 准教授
ﾂﾁﾔ ｱｷﾋﾛ
土屋　明広
（４１）

平成28年4月  現代社会の社会学
平成28年4月
担当教員辞任に伴い兼担教員を変更
（28）

兼担 准教授

ﾎｰﾙ ｼﾞｴｰﾑｽﾞ

ﾒﾘｳｴｻﾞｰ
HALL JAMES

MERIWETHER

（４１）

平成28年4月 英語総合Ⅱ（上級） 兼担 准教授

ﾎｰﾙ ｼﾞｴｰﾑｽﾞ

ﾒﾘｳｴｻﾞｰ
HALL JAMES

MERIWETHER

（４１）

平成28年4月  英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ﾎﾝﾀﾞ ﾀｶｼ
本田　卓
（４４）

平成28年4月 自然と数理の世界

兼担 准教授
ﾐﾂｲ ﾀｶﾋﾛ
三井　隆弘
（４５）

平成28年4月 社会的人間論

兼担 准教授
ﾔｽｲ ﾓﾕﾙ

安井　もゆる
（５２）

平成28年4月 欧米の歴史と文化

兼担 准教授
ﾀﾂｻﾞﾜ ﾌﾐ
立澤　文見
（４８）

平成28年4月
植物栽培と環境テクノロ
ジー

兼担 准教授
ｵﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
小田　伸一
（５８）

平成28年4月
人の暮らしと生物
環境

兼担 准教授
ﾏﾂﾊﾞﾗ ｶｽﾞｴｲ
松原　和衛
（５９）

平成28年4月 生命のしくみ

兼担 准教授
ﾎﾘ ｸﾐ

堀　久美
（５６）

平成28年4月
社会的人間論
地域課題演習G

兼担 准教授
ﾀﾁﾊﾗ ｾｲｺ
立原　聖子
（４１）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ﾊﾔｻｶ ﾋﾛｼ
早坂　浩志
（５１）

平成28年4月 心の理解

兼担 准教授
ｲﾏｲ ｼﾞﾕﾝ
今井　潤
（５１）

平成28年4月
情報基礎
地場産業・企業論

兼担 准教授
ｱﾝﾃﾞｽ　ｶｰﾙｷﾋﾞｽﾄ

Anders Carlqvist

（４８）
平成28年4月

日本事情Ａ
日本事情Ｂ

兼担 准教授
ｱﾝﾃﾞｽ　ｶｰﾙｷﾋﾞｽﾄ

Anders Carlqvist

（４８）
平成28年4月

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｴﾓﾄ ﾘｴ

江本　理恵
（４５）

平成28年4月
大学の歴史と現在
地域を考える

兼担 准教授
ｴﾓﾄ ﾘｴ

江本　理恵
（４５）

平成28年4月
 大学の歴史と現在
 地域を考える
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 准教授
ｵﾅｶ（ﾀｶｼﾏ）ﾅﾂﾐ
尾中（高島）夏美

（５８）
平成28年4月

地域課題演習F
英語で学ぶ日本の
文化
海外研修－世界から地域を考え

る－

兼担 准教授
ｵﾅｶ（ﾀｶｼﾏ）ﾅﾂﾐ
尾中（高島）夏美

（５８）
平成28年4月

地域課題演習F
 英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地域を考え

る－

キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 准教授
ﾏﾂｵｶ ﾖｳｺ
松岡　洋子
（５５）

平成28年4月

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

地域課題演習E
地域と国際社会

兼担 准教授
ﾏﾂｵｶ ﾖｳｺ
松岡　洋子
（５５）

平成28年4月

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

地域課題演習E
 地域と国際社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼担 准教授
ｱﾗｷ ｲｻﾄ
荒木 功人
（５０）

平成28年4月 生物学
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兼担 講師
ｱｷﾀ ｼﾞﾕﾝｺ
秋田　淳子
（５０）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ａ
英語発展Ｂ

兼担 講師
ｱｷﾀ ｼﾞﾕﾝｺ
秋田　淳子
（５０）

平成28年4月

 英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ａ
 英語発展Ｂ
英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼担 講師

ﾏﾂｷ（ｻﾄｳ）ｻﾜｺ
松木（佐藤）佐和

子

（４０）

平成28年4月 「環境」を考える 兼担 講師

ﾏﾂｷ（ｻﾄｳ）ｻﾜｺ
松木（佐藤）佐和

子

（４０）

平成28年4月  「環境」を考える
平成28年4月
教育効果を高めるため担当教員を変
更（28）

兼担 助教
ｾｷﾓﾄ ﾋﾃﾞﾋﾛ
関本 英弘
（３３）

平成28年4月 物理学実験

兼担 助教
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾊﾙｶ
谷口 晴香
（２９）

平成28年4月 物理学実験

兼任 講師
ｱﾍﾞ ﾏｻﾄ
安倍 正人
（６５）

平成30年4月
コンピュータアーキテクチャ

集積回路
コンパイラ

兼任 講師
ﾋﾛｾ ｺｳｲﾁ
廣瀬 宏一
（６５）

平成31年4月

初年次機械ゼミナール

機械科学実験※
熱力学
伝熱工学

兼任 講師
ｳﾐﾀ ﾃﾙﾕｷ
海田 輝之
（６５）

平成30年4月

都市と環境
ソフトパス理工学概論

環境工学※
水環境工学※

兼任 講師
ｵｵﾂｶ ﾅｵﾋﾛ
大塚 尚寬
（６５）

平成30年4月
環境工学※
入門地域創生論※
大気環境工学※

兼任 講師
ﾃﾞﾄ ﾋﾃﾞｱｷ
出戸 秀明
（６５）

平成29年4月
情報基礎
測量学
構造力学演習

兼任 講師
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾛｼ
中澤　廣
（６５）

平成30年4月

廃棄物と環境
環境工学※
地盤環境工学
資源循環工学

兼任 講師
ｲﾅﾀ ｺｳ
稲田　興
（７８）

平成28年4月 工業経営管理論

兼任 講師
ｴﾊﾞﾗ ｼﾝｼﾞ
江原 真司
（４６）

平成28年4月 原子力工学※

兼任 講師
ﾏﾂﾔﾏ ｼｹﾞｵ
松山 成男
（５３）

平成28年4月 原子力工学※

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾕｳｽｹ
佐藤 祐介
（７２）

平成28年4月 知的財産権概論【隔年】

特許法特講【隔年】

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾌﾐｵ

佐藤　文夫
（６４）

平成28年4月 施工法

兼任 講師
ﾐﾜ ｼﾞｮｳｼﾞ
三輪 譲二
（６５）

平成29年4月
ベクトル解析
データベース

兼任 講師
ﾔｷﾞ ｲﾁﾏｻ
八木　一正
（６６）

平成28年4月 自然と法則 兼任 講師
ﾔｷﾞ ｲﾁﾏｻ
八木　一正
（６６）

平成28年4月  自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｱｻﾉ ﾛﾊﾞｰﾄ ｹﾝ

ASANO　ROBERT KEN

（４６）
平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

兼任 講師
ｱｻﾉ ﾛﾊﾞｰﾄ ｹﾝ

ASANO　ROBERT KEN

（４６）
平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語発展Ｈ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｲｼｶﾜ　ﾍﾟｷﾞｰ

　ﾏﾘｰ

Ishikawa Peggy
Marrie
（４６）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

兼任 講師

ｳｲﾘｱﾑ ｵｽｶｰ
　ﾙｲｽ ﾖﾝｾｲ

William Oscar
Lewis Ⅳ
（４７）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ｳｲﾘｱﾑ ｵｽｶｰ
　ﾙｲｽ ﾖﾝｾｲ

William Oscar
Lewis Ⅳ
（４７）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（上級）

 英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｽｻﾝﾈ

遠藤　スサンネ
（４６）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｽｻﾝﾈ

遠藤　スサンネ
（４６）

平成28年4月
 初級ドイツ語（入門）
 初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻｺ
遠藤　雅子
（５６）

平成28年4月
初年次自由ゼミナール

キャリアを考える
兼任 講師

ｴﾝﾄﾞｳ ﾏｻｺ
遠藤　雅子
（５６）

平成28年4月
 初年次自由ゼミナール

 キャリアを考える

平成28年4月
担当教員辞退に伴い担当教員を変更
（28）

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾀｶｼ
加藤　隆
（６２）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾘｴ

加藤　理恵
（４４）

平成28年4月

上級日本語Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
上級日本語Ｇ

兼任 講師
ｶﾄｳ ﾘｴ

加藤　理恵
（４４）

平成28年4月

上級日本語Ｂ
 上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
 上級日本語Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）
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兼任 講師
ｶﾒﾀﾞ ｷﾝｶ
亀田　金花
（５０）

平成28年4月 初級中国語（発展）

兼任 講師
ｶﾜﾊﾗ ﾏｻﾋﾛ
川原　正広
（４４）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼任 講師
ｷﾞｬﾋﾞﾝ ﾔﾝｸﾞ
GAVIN　YOUNG
（５０）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

兼任 講師
ｺﾞ ｹｲﾋﾞﾝ
呉　慧敏
（５７）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語

兼任 講師
ｺﾞﾄｳ（ｷﾀﾞﾁ）ｱﾂｺ

後藤（木立）厚子

（４８）
平成28年4月 初年次自由ゼミナール 兼任 講師

ｺﾞﾄｳ（ｷﾀﾞﾁ）ｱﾂｺ

後藤（木立）厚子

（４８）
平成28年4月  初年次自由ゼミナール

平成28年4月
担当教員辞退に伴い担当教員を変更
（28）

兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ
佐藤　信幸
（６４）

平成28年4月 英語基礎 兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾉﾌﾞﾕｷ
佐藤　信幸
（６４）

平成28年4月 英語基礎
英語総合Ⅰ（中級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾘｭｳｲﾁ
佐藤　竜一
（５７）

平成28年4月 日本の文学

兼任 講師
ｼﾊﾞﾀ ｻﾄﾐ
柴田　聡美
（４８）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師

ｼﾞｮｾﾌ ｱﾗﾝ
ｱﾝｶﾞﾎｯﾌｧ

Joseph Allan
Angerhofer
（４２）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

兼任 講師
ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ ｻｲﾓﾝ
Townsend Simon

（４５）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

兼任 講師
ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ ｻｲﾓﾝ

Townsend Simon
（４５）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾁｪ ｼﾞｪｿﾝ
崔　宰誠
（３７）

平成28年4月
初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

兼任 講師
ﾁｴ ｼﾞｴｿﾝ
崔　在繕
（５８）

平成28年4月
初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

兼任 講師
ﾁﾝ ｾﾝ
陳　茜
（４４）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師
ﾅｶﾔｽ ﾀｶｺ
中安　貴子
（５９）

平成28年4月
初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語
兼任 講師

ﾅｶﾔｽ ﾀｶｺ
中安　貴子
（５９）

平成28年4月
初級中国語（入門）

 初級中国語（発展）

中級中国語

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾋﾗﾉ ﾕｷｺ

平野　ユキ子
（６３）

平成28年4月 初級フランス語(入門)

兼任 講師

ﾌﾞﾚｱ ﾍﾞﾝｼﾞﾔﾐﾝ
Blair Benjamin

Reed
（４８）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ﾌﾞﾚｱ ﾍﾞﾝｼﾞﾔﾐﾝ
Blair Benjamin

Reed
（４８）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

 英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾏｰｸ ﾃﾞｭ ﾎﾞｱ
Mark de Boer
（５１）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）

科学英語Ⅱ
兼任 講師

ﾏｰｸ ﾃﾞｭ ﾎﾞｱ
Mark de Boer
（５１）

平成28年4月
 英語総合Ⅰ（上級）

 英語総合Ⅱ（上級）

 科学英語Ⅱ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾏｽﾀﾞ ｴﾚｰﾅ

増田　エレーナ
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(入門)

中級ロシア語
兼任 講師

ﾏｽﾀﾞ ｴﾚｰﾅ
増田　エレーナ

（３７）
平成28年4月

 初級ロシア語(入門)

中級ロシア語
初級ロシア語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾊﾙｷ
山口　春樹
（６３）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ ｾﾂｺ

山本　勢津子
（５９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ ｾﾂｺ

山本　勢津子
（５９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
 英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ﾖｺｲ ｲｸｺ

横井　郁子
（５４）

平成28年4月
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師
ｲﾄｳ ｴｲｼﾛｳ

伊東　栄志郎
（５０）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
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兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｹﾝｼﾞｭ
遠藤　健樹
（３５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｶｹﾞﾔﾏ ｶｽﾞｵ
影山　一男
（５７）

平成28年4月 現代社会と経済

兼任 講師
ｸﾏﾓﾄ ﾃﾂﾔ
熊本　哲也
（５７）

平成28年4月 初級フランス語(入門)

兼任 講師
ｸﾜﾊﾗ ﾄｼｱｷ
桑原　俊明
（５９）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

ｺﾛﾎﾞﾌ ﾄﾞﾐﾄﾘ
KOROBOV
DMITRY
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
兼任 講師

ｺﾛﾎﾞﾌ ﾄﾞﾐﾄﾘ
KOROBOV
DMITRY
（３７）

平成28年4月
初級ロシア語(発展)

 中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾄｼｱｷ
齋藤　俊明
（６３）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾄｼｱｷ
齋藤　俊明
（６３）

平成28年4月
 市民と政治
 現代政治を見る眼

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除（28）

兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾅｵｷ
齋藤　直樹
（４５）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師
ｻﾄｳ ﾄﾓｺ

佐藤　智子
（６３）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ｼｰ ｼｰｲｰ
席　時宜
（６２）

平成28年4月
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ ﾋﾃﾞﾕｷ
高橋　秀行
（４０）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師
ﾀﾅｶ ﾉﾌﾞﾋﾛ
田中　宣廣
（５４）

平成28年4月 言葉の世界

兼任 講師
ﾁｸｺﾞ ｶﾂﾋｺ
筑後　勝彦
（５５）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師
ﾄﾖｼﾏ　ﾏｻｱｷ
豊島　正幸
（６４）

平成28年4月
いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

兼任 講師

ﾆｭｰﾍﾞﾘｰ ﾀﾞﾆｴﾙ
ｺｯﾌﾟﾗﾝﾄﾞ

Newbury Daniel
Copeland
（４１）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

兼任 講師

ﾊﾚﾔﾏ ｼﾞｪｰﾑｽﾞ
ﾌﾗﾝｼｽ

Hareyama James
Franciscus
（５１）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師
ﾎｿｺﾞｴ ｸﾐｺ

細越　久美子
（４３）

平成28年4月 対人関係の心理学

兼任 講師
ﾗｰｾﾝｽﾞ ﾏﾙｶﾑ
Larcens Malcome

（５３）
平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

初級フランス語(入門)

兼任 講師

ﾙﾃﾗ ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ
ｵｰｳｪﾝ

Rutella David
Owen

（５１）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

兼任 講師

ﾙﾃﾗ ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ
ｵｰｳｪﾝ

Rutella David
Owen

（５１）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を削除・追加
（28）

兼任 講師

ﾙﾌﾟｼｬ ｺﾙﾈﾘｱ
 ﾀﾞﾆｴﾗ

Lupsa Cornelia
Daniela
（４２）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅡ（上

級）

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

兼任 講師

ｱｶｻｶ ｷｬｻﾘﾝ ｱﾝ
Akasaka
Kathryn
Annne

（４７）

平成28年4月

英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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兼任 講師
ﾌｧｰ ｱﾗﾝ
FARR Alan
（６９）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（初

級）

英語コミュニケーションⅡ（初

級）

英語コミュニケーションⅠ（中

級）

英語コミュニケーションⅡ（中

級）

英語コミュニケーションⅠ（上

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｽﾏｲﾘ ｼﾞﾑ
SMILEY JIM
（４７）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｲﾄｳ ｻﾁｵ

伊藤　幸男
（４５）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ﾉﾘｱｷ
遠藤　教昭
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６２）

平成28年4月 数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｵｼｷﾘ ｹﾞﾝｲﾁ
押切　源一
（６５）

平成31年4月 数理のひろがり

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｶﾜﾀ ﾋﾛｷ

河田　裕樹
（６７）

平成28年4月 自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｴﾋﾞｻﾜ ｷﾐｵ

海老澤　君夫
（６９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｼｮｳｺﾞ
梶原　昌五
（５７）

平成28年4月 動物と環境

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾖｼﾑﾗ ﾔｽｷ
吉村　泰樹
（６７）

平成28年4月 自然と法則

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾐﾔｶﾞﾜ ﾖｳｲﾁ
宮川　洋一
（５２）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｸﾘﾊﾞﾔｼ ﾄｵﾙ
栗林　徹
（５８）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｲﾇﾂﾞｶ ﾋﾛﾋｺ
犬塚　博彦
（５４）

平成28年4月 英語総合Ⅱ（初級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｺﾞﾐ ｿｳﾍｲ
五味　壮平
（４８）

平成28年4月
情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｻﾄｳ ｲﾀﾙ
佐藤　至
（５４）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｽﾅﾔﾏ ﾐﾉﾙ
砂山　稔
（６９）

平成28年4月 中国の文学

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾐｳﾗ ｲｻｵ

三浦　勲夫
（７５）

平成28年4月

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーションⅠ（中

級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾔﾏﾀﾞ ﾐｽｽﾞ
山田　美鈴
（３９）

平成28年4月 生命のしくみ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｺﾔﾏ ﾊﾅｺ

小山　花子
（４１）

平成28年4月
市民と政治
現代政治を見る眼

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾉﾘｺ
小林　徳子
（６７）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾏﾂﾀﾞﾃ ｱﾂｺ
松舘　敦子
（５４）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

兼任 講師
ﾇﾏﾀ ﾐﾉﾙ
沼田　稔
（７２）

平成28年4月 自然と数理

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｶﾐﾊﾏ ﾀﾂﾔ
上濱　龍也
（５２）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｽｷﾞｳﾗ ﾀﾀﾞｼ
杉浦　直
（７０）

平成28年4月
地域と生活
地域と社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾎｼﾉ ｶﾂﾄｼ
星野　勝利
（７２）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｱｻﾇﾏ ﾐﾁﾅﾘ
浅沼　道成
（５７）

平成28年4月
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾑﾗｶﾐ ﾀｽｸ
村上　祐
（７１）

平成28年4月 科学と技術の歴史

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｵｵﾀｶ ﾋｻｴ
大高　久枝
（５８）

平成28年4月
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師

ｵｵｶﾞﾐ ﾊﾙｺ
大上　治子
（６７）

平成28年4月

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｵｵｼﾏ ﾕﾐ

大嶋　由美
（４９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾅｶﾆｼ ﾀｶﾋﾛ
中西　貴裕
（４６）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾂｶﾓﾄ ﾁｹﾞﾝ
塚本　知玄
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾉﾄ ｹｲｲﾁ

能登　惠一
（６９）

平成28年4月
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 教授
ｼﾗｸﾗ ﾀｶﾕｷ
白倉　孝行
（５８）

平成28年4月 情報基礎

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾄﾐﾅｶﾞ ﾖｳｺ
冨永　陽子
（４３）

平成28年4月 生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ﾋﾗｲ ﾊﾅﾖ

平井　華代
（４１）

平成28年4月 地域と国際社会

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾋﾗﾉ ｾｲﾊﾁ
平野　清八
（６８）

平成28年4月
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ｷﾀﾂﾞﾒ ｴｲｲﾁ
北爪　英一
（６５）

平成28年4月 自然のしくみ

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼担 准教授
ｱｻﾀﾞ ﾏｻﾌﾐ
麻田　雅文
（３５）

平成28年4月
初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

平成28年4月
教育効果を高めるために、教養教育
科目に関してクラス編成の変更を
行ったため担当科目を追加（28）

兼任 講師
ﾐｳﾗ　ﾔｽﾋﾃﾞ
三浦　康秀
（67）

平成28年4月
数理のひろがり
微分積分学Ⅰ

教育効果を高めるため，習熟度別ク
ラスを導入したため担当者を追加
(28)

兼任 講師
ﾖｼﾑﾗ　ﾔｽｷ
吉村　泰樹
（66）

平成28年4月 化学
教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｷﾀﾂﾞﾒ　ｴｲｲﾁ
北爪　英一
（65）

平成28年4月
化学
化学Ⅰ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｵｵﾊﾀ　ﾏﾅﾌﾞ
大畑　　学

（63)
平成28年4月

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｻｻｷ  ｼｹﾞｵ

佐々木　繁夫
（68）

平成28年4月
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

兼任 講師
ｳﾁｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｱｷ
内澤　英明
（66）

平成28年4月 理工学入門化学
教育効果を高めるために，高校退職
教員を非常勤講師として追加(28)

（注）・　設置計画書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）
就任年月日 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

備　　　　考
専任・
兼担・
兼任の

別

職位 就任年月日 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任の
別

職位

　　　　書き等のみを記入してください。

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　　・　意見伺いで設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度（　）

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

25 1 21 68

[△ 4] [0] [0] [3]

（２） 専任教員数等

　（２）－①　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

14 29 1 21 65
21

(21) (27) (1) (21) (70) [7]

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

27 1 21 70
21

名

　（２）－②　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

65 0 0

歳 名
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

１ 准教授 平井　寛
平成28年3月末で岩手大学を辞職したため就任を辞
退（28）

１

選択 特別演習 ①

必修 卒業研究 ①

必修 交通計画学 ③

選択 公共政策学 ③

計 3

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

計 7

      ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

選択 2

     ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

0 自由 0

計

0 必修

10 科目

0 自由

計 0

1

選択 5 科目 選択 3 選択 0

4 必修

1 人

必修 5 科目 必修

自由 0 科目 自由

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 0

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

必修 0

0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

辞任等の理由番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

      ・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

計 3

（注）・　設置時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、設置時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

1 人

必修 5

0 自由 0

計 10 科目 計 7 計 0

選択 0 選択 2

自由 0 科目 自由 0 自由

4 必修 0 必修 1

選択 5 科目 選択 3

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 社会基盤・環境工学実験 ①

必修 科学技術英語Ⅱ ①

選択 地域創生課題演習Ⅱ ①

選択 地域創生課題演習Ⅲ ①

就任辞退（未就任）の理由

選択 確率統計学 ③

必修 地域創生課題演習Ⅰ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　　　　

   ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

平成２８年３月で辞職した専任教員が担当する授業科目については，平成２８年後期（１年後期）に開講する科目が１科目あるが，当該科目
は，複数の教員が担当する科目（共同）であり，当該授業に支障がないような体制をとっている。それ以外の平成２９年以降の開講科目（２
年次以降）については，殆どの科目は複数の教員で担当する科目（共同）であり，授業に支障のない体制をとっているが，一部，「確立統計
学」，「交通計画学」及び「公共政策学」の科目については，後任補充として他の専任教員への担当科目の追加や新規採用について早期に検
討し，開講に影響のないよう準備する。
なお，学生の周知に関しては，「履修の手引き」やWebのシラバスにおいて，学生の授業に支障のないよう周知している。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成28年4月）

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

留　意　事　項　等

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。

６　留意事項等に対する履行状況等　※該当無し

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項と，それに対する履行状況等について，

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　（全学）教育推進機構から各学部学部運営グループを通じて各教員に周知して実施

　　（全学）全学FD研修（平成27年9月4日）
　　　「大学教育へのPBL導入の考え方と方法」（教員約５０名、職員等約５名）
　　　「工学教育におけるPBL型授業について」（教員約４０名，職員等約５名）

　ａ　実施内容

　　（理工学部）
　　　・授業評価アンケート
　　　　アンケート結果を科目ごとに担当教員へ返却し、授業改善に役立てるとともに、
　　　　学科ごとにアンケート結果の分析を検討し、改善点のまとめを行った。
　　　・授業実施報告
　　　　平成２７年度の授業実施状況調査を行うとともに、平成２５・２６年度に実施した
　　　　授業実施状況調査をもとに、授業の実施状況を学科ごとに分析、検討を行い
　　　　改善点のまとめを行った。
　　　・授業公開
　　　　実験、実習、研修以外の講義科目について、一般市民向けに授業の公表を行った。

　　（理工学部）
　　　・平成２６年度に前期、後期各1回実施した授業評価アンケートについて、データの集計結果を
　　　　もとに、各学科で改善点等を検討し、アンケート結果のまとめとフィードバックを行い、
　　　　結果について学生および教職員向けにホームページで公表した。
　　　・平成２７年度の授業実施状況調査を行うとともに、平成２５・２６年度の授業の実施状況を
　　　　各学科で検討を行い、結果をまとめフィードバックを行った。また、結果報告書は学内限定の
　　　　ホームページに掲載を行い、教職員へ周知した。
　　　・ＨＰにて周知を行い授業公開を実施した。

　　（理工学部）
　　　・平成２６年度実施の授業評価アンケート結果の分析及びまとめの作成
　　　・平成２７年度授業実施状況調査の実施および平成２５年度・２６年度の授業実施報告書の作成
　　　・授業公開　前期・後期で工学部専門科目について授業公開を実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
　　（全学）８回（参加教員１３人）ほか事務職員２人
　　（理工学部）２３回（参加教員１０人）ほか事務職員３人

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｃ　委員会の審議事項等
　　（全学）FD実施計画，GPA,学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議
　　（理工学部）教育課程の編成，授業科目の履修、教育実習、非常勤講師、
　　　　　　　　インターンシップ、国際研修、教育の質保障に関することを審議

　ａ　委員会の設置状況
　　（全学）教育推進機構教育推進連携部門　【規則：別添資料１】
　　（理工学部）理工学部教務委員会　　【規則：別添資料２】
　　　　　　　　※平成28年3月までは工学部教務委員会（以下の開催状況等は工学部教務委員会のもの）

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

７　その他全般的事項

＜理工学部　システム創成工学科＞

（１） 設置計画変更事項等　※該当なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　（全学）・全学FD研修　　・授業公開　　・授業評価アンケート（前期，後期各１回）の実施

②　実施状況

①　実施体制
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　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　（理工学部）アンケートの集計結果とともに、各学科での分析結果を報告書にまとめ、
　　　　　　　　教職員および学生に向けてホームページにて公表している。

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　（理工学部）２年に１度、前期及び後期に授業アンケートを実施し、翌年に
　　　　　　　　アンケート結果の分析を行っている。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　（全学）全学FD研修でPBLの概要や手法，事例について受講し，PBL科目の実施に向けて
　　　　　　取り組むべき事項を学び，授業改善につなげている。

　　（全学）前期及び後期に授業アンケートを実施（全学共通教育）

　　（理工学部）各学科で改善点の把握を行し授業改善につなげている。また、授業評価
　　　　　　アンケート結果については、学生にも公表を行い学生からのチェックにも役立てている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　（全学）アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　　２８年　　７月　　－日　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２９年度　公表予定

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｂ　公表方法

　　・平成28年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を
　　　大学ホームページ上に公開予定（平成２９年度中）

　　・平成３１年度に認証評価を受けるべく，学内で検討中（評価機関未定）

　　　　いて記入してください。

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　設置計画に沿ったカリキュラムを用意し、平成２８年４月より学生の受入を開始した。
　　引き続き、設置の趣旨・目的の達成に向け取り組んでいきたい。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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